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総 合 計 画 基 本 構 想 審 査 特 別 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２２年１１月８日（月）午前１０時　　分　開会

　　　　　　　　　　　　　午後　４時５７分　散会　　

１．場所

大会議室

１．出席委員
委 員 長 三好義治  副委員長 森内一蔵  委　　員 村 上 英 明 
委　　員 野原　修        委　　員木村勝彦  委　　員 嶋野浩一朗
委　　員 野口　博

１．欠席委員
なし


１．説明のため出席した者
副市長　小野吉孝　　　　　教育長　和島　剛
市長公室長　羽原　修 同室次長　山本和憲　　　政策推進課長　山口　猛　　
総務部長　有山　泉 同部参事兼総務防災課長　布川　博　
生活環境部長　水田和男 市民活動支援課長兼コミュニティプラザ館長　橋本英樹
保健福祉部長　佐藤芳雄 同部理事　福永冨美子　　
同部次長兼地域福祉課長　登阪　弘
都市整備部長　小山和重 同部参事　吉田和生
土木下水道部長　宮川茂行 同部次長　藤井義己
教育総務部長　馬場　博 同部理事　市橋正己
同部次長兼学校教育課長　前馬晋策　　　　　
生涯学習部長　宮部善隆 青少年課長　門川好博　 　

　　水道部長　中岡健二同部次長兼工務課長兼浄水課長　原　正己
　　消防長兼消防署長　北居　一　　　　　消防本部理事　浜崎健児
　　同本部総務課課長　熊野　誠

１．出席した議会事務局職員
事務局長　野杁雄三　　　同局書記　田村信也

１．審査案件
議案第５８号　摂津市総合計画基本構想について議会の議決を求める件
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（午前１０時　開会）

○三好義治委員長　おはようございます。

ただいまから総合計画基本構想審査特別

委員会を開会いたします。

　本日の委員会署名委員は森内委員を指

名します。

　先日に引き続き、議案第５８号の審査

を行います。

　これより基本構想第３章第１節から第

４節までに対する質疑に入ります。

　野口委員。

○野口博委員　皆さん、おはようござい

ます。まず、イントロとして、今日は各

部長の皆さんもご出席されております。

　前回ご承知のとおり、基本構想の序論

だとか、まちづくりに対する理念問題、

また、将来像に対する基本姿勢、７つの

まちづくりの目標を決定するまで審議を

いたしました。きょうから具体的に７つ

のまちづくり目標について論議をしてい

くわけでありますが、この基本計画（素

案）も含めて論議をしなければ、基本構

想（案）で示されている１４の政策は実

現できるという点での論議はできません

ので、基本計画（素案）に述べられてい

る５０の施策も含めて、この基本構想を

どう実現していくのかという立場で質問

に入りたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。

　最初に、基本計画の体制問題でありま

す。ご承知のとおり、昨年９月にまとめ

られた市民会議の提言書では、５つのま

ちづくり目標と２０の施策提案シートと

いう形でまとめられています。そうした

前段の市民の参加した会議を経て、基本

構想では７つのまちづくり目標、そして、

事業の政策がまとめられて、その上で５

０の施策ということにそのまとめ方が結

ばれておりますけども、今回はいろんな

形で市民参加を実施をしてきたというこ

とからして、このまちづくり市民会議の

中身について、いかに総合計画に反映し

ていくのかというのかという大きなポイ

ントであります。

　そういう点からお聞きしますけども、

市民会議の提言書では５つのまちづくり

目標と２０の提案シートであります。総

合計画では、それを網羅して７つにまち

づくり目標を増やされて１４の政策、５

０の施策ということでまとめてます。そ

の辺のこの市民会議の提言書を受けての

この基本構想で述べられているこういう

構成と言いますかね、この辺の結ばれた

論議の経過について少しお尋ねをまずし

ておきたいと思います。

　２点目は、まちづくり市民会議提言書

に込められた２２名の思いを、いかに総

合計画に反映させていくかという点であ

ります。

　まちづくり市民会議では２２名が参加

をされ、その中の４名の方々が総合計画

審議会に参加をし、参加メンバーとして

もまちづくり市民会議の思いを伝えてい

くという形で流れてきております。市民

会議の提言書で、いわゆる「まち部会」

だとか、「くらし部会」からいろんな意

見も出ておりますし、２０の提案シート

に加えて第４次総合計画の策定と推進に

向けて３点の注文がなされています。そ

ういうもろもろ含めて時系列の問題もあ

りますけども、去年の１１月にまとめら

れた総合計画の構想（案）、基本計画

（素案）にこういう市民会議で論議され

た中身、また、そういう市民の方々の思

いをいかに反映させてきたのかという点、

これは２点目であります。

　３点目は、市民が元気に活動するまち

であります。ここでは１つの政策と３つ

の施策という構成であります。

　この１節の協働という取り組みについ
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て、この取り組みの仕方が総合計画の推

進、またおっしゃってる、事業者、市民、

行政が一体となって協働で１０年間いい

まちづくりを進めていく、そのことが成

功するかどうかの一番のポイントだと思っ

ています。

　その点でまずお聞きしますが、これま

での取り組みを超えて協働を進めていく

立場で物事を進めようとされてますが、

年度内にどういうものを準備するのかと

いうことも大きなポイントだと思ってま

す。現総合計画は１５年であります。今

回は１０年の目標であります。１０年は

長いようで短いわけです。そういう点か

らして、１２月議会で議会の議決を得た

とした場合に、年度内にこの協働を進め

るためにどういう準備を進めていくのか、

これが大事だと思っています。

　体制問題とか各団体、市民への周知徹

底等々言われておりますけども、ただ単

に、この構想（案）、基本計画（素案）

でまとめたこういう項目について、各担

当課で粛々と事業推進を進められて、５

年後に中間評価公表ということだけでは、

なかなかそれは目的が達成できないとい

うことに通じておりますので、そういう

点で、３月の年度内までどういう取り組

みをするのか改めてお聞きしたいと思い

ます。

　あわせて、総合計画を進めるための最

初の大事な問題でありますから、この１

節の部分で３つの施策を一応出していま

す。今回わかりやすく５０の施策につい

て、それぞれ１０年後の目指す目標数値

を示されています。この第１節では、１

０項目でありますが、この３つの施策そ

れぞれ１０項目が出されてますけども、

これが最初に申し上げた協働というスタ

イル、やり方、中身の問題含めて、この

１０項目を実現されたら本来今回の総合

計画で言われている協働という形がほん

まに進むんかということになると思って

ます。そういう点で目標数値が示されて

ますから、改めて１つの例として、この

数値が出てます。この数値を目標とする

ためにどういうことをやろうとするのか

ということでわかりやすく説明いただき

ながら１０項目を行えば、協働という目

指している形ができるんだという、進め

ていくんだという、模索していくんだと

いうこういうところを少しご意見をお聞

きしたいと思います。

　次に、第２節のみんなが安全で快適に

暮らせるまちというところであります。

　ここでは２つの政策と１３の施策で構

成されています。いろいろまちづくり問

題についてはこの間、数年をかけていろ

んなアンケートを取っていただいて、い

ろんな市民の思いがここに込められてい

るかと思います。行政側が政策を行う場

合の基本的に重要な尺度である平等性と

か公平性という切り口からすれば、摂津

市のまちづくりの最大の問題は、南北間

格差の解消と各地域の連動性、一体化を

いかにつくっていくかであります。

　同時に、全国的な問題でいえば、災害

に強いまちづくりをつくっていくという

ことではないかと思ってますが、そこで

まず、こういう摂津市独自の課題とか重

要な課題がこの構想（案）と基本計画

（素案）にどう中身を示されていたのか

ということをちょっと一般的ではありま

すけど、まずお答えをいただきたいと。

　２つ目は、１０年後に８万人想定で進

められようとしている問題であります。

　人間が一般的に暮らす場合に必要最小

限は衣食住であります。これまでもいろ

んな場面でお話してましたけども、摂津

市は平均所得が大変低いという状況であ

ります。そういう摂津市が８万人を想定
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し、いろんな開発だとか現在の市民の方々

により住みやすい状況を提供しながらよ

りよいまちづくりを進めていくその１つ

のポイントに住の問題があると思ってい

ます。このほかいろんな施策も目標数値

が示されてこれからやろうとしておりま

すけども、この低所得者の方々が住みや

すい住環境をいかに提供していくかとい

うことも大きな問題と私、思っています。

　今、公営住宅の比率だとか持ち家の比

率だとかいろいろ状況については出てい

ますし、まずその点でお尋ねしたいのは、

この低家賃の賃貸住宅をいかに提供して

いくかと。当然公営住宅もあります。民

間の方々の協力をいただいて民間住宅の

借り上げということもありますし、今、

本市で取り組んでおられる民間家賃の家

賃助成制度などによってさらに住みやす

い状況を提供していくということもあろ

うかと思いますけれども、現在の摂津市

の持ち家の比率は統計では５３％であり

ます。３万２，７３０世帯に対して１万

７，４４０世帯、公営住宅比率は北摂５

番目で３．４５％であります。これは平

成１５年の調査結果でありますけども、

そういう数値もありますけども、こうい

う問題についてどう実現を図ろうとして

いるのかという問題であります。

　３つ目には、基本計画（素案）の９ペー

ジに、良好に土地を再利用し、安心して

暮らせるまちにします、こういう施策で

防火地域、または準防火地域の指定面積

の現状値約５６．６ヘクタールを１０年

後に約１，２４８．５ヘクタールにする

と書いてます。大変な伸び率であります

けども、いわゆる不燃化率をいかに増や

していくのかという点でお尋ねするわけ

でありますけども、これをどういう形で

設計させていくのかということでありま

す。

　４つ目は、基本計画（素案）の１９ペー

ジの政策２に関連して水道関係で管路耐

震化の目標数値があります。安心して安

定供給を水を供給していくという大きな

仕事でありますけども、この地域防災計

画で上町断層帯への想定だとか、東南海・

南海地震の絡みでいろいろ被害想定をさ

れてますけども、この目標数値で現状１

７％の耐震化率を１０年後に２８．３％

にしていくというこの目標の立て方が今

度地震が発生した場合との関係でどうい

う対応能力になるのか、ちょっと確認の

意味で教えていただきたいと。

　同時に、５点目ですが、基本計画（素

案）のページ２３に民間住宅の耐震診断

件数の目標数値があります。確かに民間

が耐震化の仕事をするので行政としてそ

の全体の進捗率が把握できないというこ

とがわかりますけども、これまで国から

府から全国地方自治体から災害力を強め

ていこうということで、７０％の民間に

おける住宅の耐震化率を１０年後には９

０％にしていくということで動いてます

が、そういう点では、この件数だけの把

握じゃなくて、昭和５６年以前の建物が

何戸あって、その以後が何戸あって、現

状公共施設も含めて全体の診断も含めて

耐震化の状況をつかまなければ市全体と

して頭に入れた具体化が図れんと思うん

です。そういう点で、そういう努力をど

う進めていくのかということであります。

　大きな５点目で、第３節であります。

　みどりうるおう環境を大切にするまち

ということで、この中では２つの政策と

４つの施策で構成されています。２つの

政策の１つ目で、地球にやさしく美しい

住みよいまちにします。２つ目には、自

然豊かな憩い、安らぐまちにしますとい

うことで、それを実現するために４つの

施策が出されてますが、１つは、これか
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らの環境面での取り組みは大きな課題で

あることはご承知のとおりであります。

　そんな中で、関連して、摂津市の貴重

な財産をいかに活用していくのかという

ことがあります。その関係で水と緑の空

間整備、これほんまに８万市民の方々が

そこに来られて憩えて、これが大きな身

近な快適な空間を提供していくんだとい

う意味合いでの取り組みに発展させてい

くという点が大事だと思いますが、こう

いう分野はもう既にいろんな団体も取り

組んでいただいて、それなりの体制的な

構築もあるかと思います。ですから、す

ぐ４月から取り組み可能だと思いますけ

ども、そういう取り組み推進体制につい

てちょっとお尋ねしておきたいと思いま

す。

　もう一点は、基本計画（素案）の３７

ページに中の数値目標で二酸化窒素の問

題であります。現状値０．０５３ｐｐｍ

に対して、１０年後に平成３２年ですが、

０．０４から０．０６ｐｐｍと、こうい

う範囲を定めて１０年後に下手したら現

状値よりも増えるということも視野に入

れたこういう目標設定をされてますけど

も、これはいかがなものかと思いますけ

ども、ちょっと考え方をお聞きしたいと

思います。

　次に、第４節の暮らしにやさしく笑顔

あふれるまちについてであります。ここ

では３つの政策、１４の施策で構成され

ています。

　最初に、検討課題としてお願いしたい

ことについて申し上げておきます。政策

１の平和と人権を大切にするまちにしま

うというところで、施策の中で基本計画

（素案）のページ４５、４６に記載され

ていますけども、平和宣言都市の実践と

して平和市長会議の加盟都市として平和

都市宣言の精神を実践し、他の加盟都市

と連携しながら核廃絶を訴えますという

ことで、そういう文章が述べられていま

すけども、前回総務常任委員会でもちょっ

と述べましたけども、世界的な核廃絶を

取り組める団体として平和市長会議があ

ります。加盟団体は約４，０００を超え

ました。あわせて国内的な運動団体とし

て日本非核宣言自治体協議会があります。

大体８０％、９０％の地方自治体が非核

宣言を行ってまして、その中で大阪府下

で１６自治体、北摂では豊中市、吹田市、

高槻市、茨木市の４市が、全国では２６

８自治体が加盟してますけども、こうい

う非核宣言自治体協議会の加盟もぜひ基

本計画を実現する中で、そのほかに入れ

て進めていただきたいということで検討

課題としてお願いしておきたいと思いま

す。

　そこで４節の第１点目の質問としては、

男女共同参画の問題であります。

　４９ページと５０ページに基本計画

（素案）ではそのことが示されています。

施策２の男女共同参画社会を実現するま

ちにしますということの具体的な取り組

みでありますけども、今、国が今年度中

に第３次の男女共同参画基本計画を閣議

決定されることはご承知のとおりであり

ます。摂津市も２年前に５か年計画でせっ

つ女性プラン（第二期）をつくりまして、

先日は昨年度の推進状況の報告の提出を

していただいてます。

　そこでお尋ねしたいのは、今回国の基

本計画を進めるために諮問された調査委

員会、特別委員会でいろんな答申を行っ

ているわけですね。そこではいろんな現

状認識だとか、この１０年間の日本全体

としての男女共同参画の取り組みについ

ての反省も含めながら新たな重点分野１

５分野を申請されてますけども、その中

ではそうした現状認識だとか、１０年間
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の反省を踏まえて新しい分野も入れてい

るわけですけども、２年前摂津市は今の

現状の５年計画をつくったという時系列

の差がありますけども、こういう国が現

状認識だとか、反省の中で述べられて、

それを前提として新しい基本計画につい

て動こうとしているその中身について、

本市の取り組みにいかに反映をしていく

のかという問題もしあれば、ちょっとご

意見をいただきたいと。

　この４節はいろんな意味で憲法２５条

の問題とか、人権の問題とかこういうこ

とについてまとめた節でありますから、

ある意味では自治体の一番の仕事である

市民の暮らしを守り支えていくというそ

ういう点では大事なところだと思ってい

ます。

　そういう点で、この数年前から取り組

んでこられたアンケートだとかいろんな

ところに将来像に対して市民の意見が紹

介されています。将来どんなまちになっ

てほしいかと。これは２年前３月まとめ

られた５，０００人に対する市民意識調

査であります。設問９であります。高齢

者や障害者の方々も安心して生活できる

まちが一番で３３．４％、ご承知の数値

であります。約３分の１がこれを一番求

めてると。設問１８で、今後のまちづく

りへの力の入れぐあいで大いに力を入れ

るべきで１番が健康福祉であります。６

８％、約７割であります。そういう点で

は、この１１の施策でそうした条件整備

を行っていくということで取り組もうと

されておりますけども、そのことを前提

として３点お尋ねします。

　１つは、基本計画（素案）のページ５

１、５２に地域福祉活動拠点整備数とい

うことについて目標数値があります。１

０年後に現在３か所を１０か所というこ

とでそこに掲げてあります。目標数値を

そういうふうにしてるんですけども、し

かし、５１ページのところで例えば１０

年後３月に実現している姿、全小学校区

に地域福祉活動拠点が整備されるという

文言を使ったり、５２ページには二重丸

の２つ目に取り組み内容でありますけど

も、全中学校、今の３中学校に加えて第

三、第五中学校ということで全中学校区

に整備しますと。その後に小学校区にお

ける整備を目指しますと。その取り組み

内容の枠の外に米印で小地域ネットワー

ク活動ということで小学校区を単位とす

る小地域という文言があります。この２

ページの全体構成を見ますと、この取り

組み内容で小学校区に整備を目指します

という言葉をやめていただいて、やりま

すということをしなければ、このものが

いわゆる目標であって、１００％やるべ

き課題ではなくなる、そういうふうに思

います。そういう点、なぜこういう言葉

遣いにされたのかということと、きちっ

と断言して全小学校区に整備をするとい

うことで取り組むべきだと思いますけど

も、その点のお考えですね。

　あと２つですが、いろいろ暮らしにか

かわる問題では、少子・高齢化社会によ

り向かっていきますけども、そんな中で、

行政側のこの市民に対するメッセージと

していろんなメッセージの仕方があると

思っています。

　その１つが、摂津市は高齢者問題では

孤独死ゼロのまちにしますというこうい

うメッセージの発信もあるかと思うんで

すけども、今回この中で、５１か所の集

会所だとか、これまで地域ふれあいサロ

ン、今申し上げた地域福祉活動拠点１０

か所にしていくとか、今回新しく保健セ

ンターもできまして、医療保険の支援体

制をいかにここで活用していくのかとい

うことだとか、いろんなこれまでの取り
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組みの蓄積を踏まえて、こういう孤独死

ゼロのまちというこういう発信ができな

いものかというふうに思うんですけども、

この点どうでしょうか。

　最後に、子育て一番のまちの問題であ

ります。

　これまでも総務常任委員会ではいろい

ろ摂津市の子育て支援策の現状を踏まえ

て、確かに摂津市内で出産できないとい

う状況がありますけども、逆手に取って

いただいて、こういうメッセージの仕方

もあるんではないかなと。その前提とし

ては、子どもさんの医療費の助成制度が

今、大阪府下一番でありますから、そう

いうことに端を発しているわけでありま

すけども、そのために安威川以南にもい

ろいろ市民会議の提言だとか、この基本

計画（素案）でも述べられている安威川

以南にも子育て総合支援センター的なも

のを配置をしてきちんと安威川以南以北

でいろんな子育てに対応できるまず拠点

をつくっていく問題、保育所全員入所の

問題、いろいろ核家族化が進んでますか

ら、いろんな意味での子育ての相談窓口

をわかりやすい形で設置して相談に乗っ

ていく、そういう状況をつくっていく。

　安心医療の問題では、今申し上げた子

どもさんの医療費問題、これを東京都で

は既に中学３年まで通院、入院ともすべ

て医療費無料であります。大体一学年２，

０００万円で済むわけで、子どもさんの

将来を考えた場合に、一方では取り巻く

状況としていろんな形で貧困化がさらに

悪化をしているという中で、子どもさん

の成長を助けていくという意味では、そ

の１つとして医療費の無料制度の充実が

必要だと思ってます。

　あとは、まだまだ摂津市は若いまちで

ありますけども、ほかの方もおっしゃっ

ている新婚世帯の家賃助成制度、こうい

う子育て一番のまちに向けていろんな施

策を発信できないものかと、取り組みで

きないものかと思っていますけども、そ

ういう点について。

　もう一点です。ページ６９です。政策

の誰もが安心していきいきと暮らすこと

ができるまちにしますというこの施策と

して、自立に向けて生活困窮世帯を支援

するまちにしますというのがあります。

　ぽっと最初見た感じ、現状の生活保護

世帯に対する自立支援の運用状況を見た

場合、それをわざわざ基本計画（素案）

の５０の１０年後のまちづくりをつくっ

ていくこの基本構想の実現する基本政策

の５０の施策の中になぜ入れるんかとい

う問題があります。

　今、生活保護はどんどん増えてますし、

政府のいろんな就労支援の中で生活保護

費をどんどん減らしていくと。一方では、

なかなか就労を支援しても訓練しても仕

事につけない状況もたくさんありますし、

少なくとも生活困窮世帯を支援するまち

にしますということに変えてほしいんで

す。今、国の施策として生活保護世帯か

ら外させて、例えば１０万円給付するか

ら３か月間の職業訓練受けて、それを土

台として次の実務努力をしてほしという

こういうことがあったり、家賃に相当す

る４万円を貸し付けするから生活保護は

ちょっと待ってくれと、いろんな生活保

護受給から外す政策が実際現場で行われ

ているというふうに私は認識しています

けども、中の項目でいろいろ就労支援の

問題について、実際の問題について努力

はわかりますけども、こういう施策の文

言としてこういうことを入れるべきでは

ないと思ってますけども、どうでしょう

か。

○三好義治委員長　野口委員、基本的に

はすべて答弁いただきたいと思うんです
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けど、「平和と人権」で非核宣言自治体

協議会への加盟というのは、あれは要望

でよろしいんですね。

○野口博委員　結構です。

○三好義治委員長　それ以外、答弁を求

めていきたいと思います。

　山口課長。

○山口政策推進課長　それでは、野口委

員のご質問にお答え申し上げます。

　まず、基本計画の体系についてでござ

います。

　市民会議におきましては、先ほど委員

がおっしゃられましたとおり、５つのま

ちづくりの目標、それとそれを実現する

上での２０の施策の提言という形で市長

に提言の方がなされました。

　まちづくりの目標におきましては、す

べての目標に応じてその頭に、「どこよ

りも」という言葉を皆さんで入れられま

した。これは摂津市に対する皆さんの愛

着の強さをあらわしたものと思っており

ます。

　この提言書の作成に当たりましては、

これはあくまでも市民会議の２２名の皆

さんが自主的に議論をされてまとめられ

たことでございまして、これは私ども行

政の方としてこの部分について提言をく

ださいとかそういうことではございませ

んでした。これは、あくまでも市民さん

の自由なご議論の中から生まれてきたも

のということでございます。

　その中で、この施策体系、現在の７つ

の目標、１４の政策、施策が５０ござい

ますけれども、これに至る過程はいかが

かというふうなことであったと思います

が、この市民会議の皆さんから提言して

いただいたもの５つの目標、それから２

０の施策提言につきましては、特に施策

の提言の２０の項目なんですけれども、

各まちづくりの目標の部分で見ていきま

すと、施策と言いますよりか、特化した

事業に関する提言が多かったというふう

に思っております。

　また、各目標ごとの内容も見ていきま

すと、ちょっとダブりとかもあったよう

にも思います。総合計画の体系としてま

とめておりますのは、目標について、そ

の目標を達成するための政策、それから、

その政策の大きな方向性に従っての施策

というふうな形を考えておりましたので、

特に皆さんから提言いただいたこの体系

を再度再構成をさせていただいて、これ

は皆さんの思いはそのまま生かした形で

現体系に構成をさせていただいたという

ふうに考えております。

　それから、市民会議の提言の内容がど

れぐらい現計画に生かされているかとい

うことでございますけれども、この中で

一番大きなところと言いますのは、やは

り摂津市の目指すべき将来像、基本構想

で言いましたら２６ページ、２７ページ

になろうかと思います。みんなが育むつ

ながりのまち摂津ということでございま

して、それとこの基本姿勢、このまちの

実現する上での基本姿勢ということで、

住み続けたいということ、まちをつくり

ますということ、それから、安心を実感

できるまちをつくります。まち育てとい

う新しい発想で取り組みます。それから、

摂津市らしさ、強みをこれを生かしてい

きましょうと、この４点の基本姿勢、こ

れらはすべて市民会議の方で議論がなさ

れたことでございまして、特にこの摂津

市というまちの摂津市らしさ、摂津市の

強みを生かしていきましょうということ

でコンパクトなまち、住民同士のつなが

りのあるまち、フラットなまち、産業の

活力あるまち、これを今後のまちづくり

に最大限生かそうというこういう施政、

これが一番の反映点ではないかと。もち
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ろん各施策の中でいろいろきめ細やかな

ことも提言いただいておりますので、こ

の分については各分野の基本計画、その

事業の展開の中で生かしていきたいとい

うふうに考えております。

　それから、第１節、市民が活躍するま

ちについての協働を進めるに当たっての

準備と１２月にもし議決をいただけるの

であれば３月まで今年度中の取り組みは

どうかというふうなことであったかと思

います。

　まず、協働と申しますのは、本市これ

からでございますけれども、あくまでも

今後のまちづくりを市民の皆さん、それ

から事業者、我々行政、これはいろいろ

思い、やり方等は違いますけれども、そ

こは何とか共通点を見出して一緒にやっ

ていきましょうということでございます。

あくまでもこれはまちづくりの手段でご

ざいまして、最終目標ではございません。

　ただ、本市はこのことについては今ま

で余りなれていないといったら何ですが、

市民の皆さんともども今後一緒にやって

いきましょうというふうなことについて

認識を共有していかないけないというこ

とで、現在来年３月までに考えておりま

すのは、現状の市民参画がどうなのか、

これはもちろん今までもやっておるんで

すけれども、このことと、現在の情報公

開提供、いわゆる協働を進める市民参画

を進めるという観点からは、やはり現在

の行政の情報がどれだけ市民の皆さんに

的確に提供できているか、またできてい

ないのかということをしっかりと見きわ

めないといけないというふうに考えてお

ります。

　したがいまして、現在は来年３月まで、

来年度以降につきましては共通のルール、

協働のルールを市民の皆さんとつくって

きたいと考えておるんですけれども、さ

しづめその前段階に当たっては、現状の

分析をしっかりとやって来年度以降に臨

みたいという、このように考えておりま

す。

　それから、４点目でございますが、第

１節の基本計画の中で３つの施策を示し

ておりますが、その中での指標で１０項

目挙げてございます。

　この１０項目について、これが達成で

きれば協働が進むのではないかというふ

うなことであったかと思いますが、確か

にこの指標だけではないんでしょうけれ

ども、この項目が３２年度の目標値に近

づけば近づくほどその協働を行う上での

土壌と言いますか、土台、この分につい

ては整っていくのではないかと考えてお

ります。

　ただ、例えば今のこの指標が延びたか

らといってすぐに協働ということとの間

には少し指標が延びても延びてから協働

に結びつける上でのコーディネートとい

うふうなところでは、もう少し展開が必

要かというふうには考えております。

　現在この指標につきましては、基本計

画まだ策定途上でございますので、もう

少し的確な指標がございましたら、そち

らの方にまた変更をしていきたい、また

追加なりをしていきたいというふうに考

えております。

○三好義治委員長　小山部長。

○小山都市整備部長　それでは、野口委

員の質問にご答弁申し上げます。

　初めに南北格差、災害に強いまちづく

りの中で、課題と施策についてというこ

とでご質問あったかと思います。

　都市整備部といたしましては、都市計

画道路の整備の推進あるいは、災害に強

いまちづくりという中で、住宅について

の火災等のことがございます。現在進め

ております業務の中で、準防火地域の指
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定、これにつきましては、後の質問で出

てくる準防火地域の促進について、数値、

目標値の質問と重なってきますが、現在、

各地域市内全域に対して準防火地域を指

定していくということで説明会も行って

おります。そういったことで災害に強い

まちとして火災が延焼しにくいまちづく

りの推進を努めてまいりたいと考えてお

ります。

　２番目に、低家賃の問題でございます

けれども、市の施策の中としては、現在、

民間に対する家賃補助あるいは低所得者

への家賃補助というのはないと認識して

おります。この低家賃の問題でございま

すけれども、現在市営住宅の建て替え工

事を行っておりまして、空き家が１９戸

ございます。今後その完成に伴いまして、

新たに入居者を募集する計画をしており

ます。

　そして、３番目の準防火地域、９ペー

ジの面積につきましては、５６．６ヘク

タールを１，２４８．５ヘクタールにす

るというこの目標でございますけども、

現在準防火地域、防火地域に指定してい

る区域については５６．６ヘクタールが

ございまして、今後、市街化区域を全体

的に準防火地域にしてまいります。そう

いったことで面積が１，２４８．５ヘク

タールになりまして、今後、民間の方が

建て替えをするときに防火、準防火の構

造の建物にしてもらうことになります。

これは都市計画上の地域地区として指定

してまいりますので、法律上のことにな

りますので強制ということになってまい

ります。

　それと、もう一つは、民間の耐震に対

する耐震化の促進についてのご質問でご

ざいますけれども、これにつきましては、

現在も耐震の改修調査の補助あるいは工

事の補助をしております。この民間の建

物につきましては、すべて民間からの申

請主義でございまして、その調査が行わ

れて、その調査の結果において耐震補修

工事費の補助が出るというような制度で

ございます。これにつきましても今後民

間に対して広報等あるいは防火フェア等

がございましたらＰＲ活動をしてまいり、

防火の促進に努めてまいりたいと思って

おります。

○三好義治委員長　中岡部長。

○中岡水道部長　水道管の耐震化した後

はどのぐらいの地震にもつかということ

なんですけれども、先般の本会議でも答

弁させていただきましたけれども、水道

管の耐震化につきましては、レベル１、

レベル２というふうに分かれておりまし

て、レベル２につきましては直下型地震

あるいはプレート境界型地震というよう

な大きな地震を想定しております。

　それで今現在、摂津市で耐震化してい

るものにつきましては、野口委員おっしゃっ

ていますように、東南海地震にも対応で

きるようなレベル２に対する耐震化を実

施しておりますので、そういうふうな地

震が起きたとしても対応できるものと考

えております。

○三好義治委員長　宮川部長。

○宮川土木下水道部長　それでは、第３

節、みどりうるおう環境を大切にするま

ちという形の中での空間整備をどうする

のか、身近な部分への発展ということ、

それから、既に参加してる団体はあるだ

ろうけれども、今後はどうかと。それを

整備していく上での体制というお問いか

と思います。

　既にこういう水と緑にかかわる内容で

参加していただいている団体かなり数が

ございます。河川にかかわる形の中では

アドプトリバーという形の中で参加して

いただいている。また、水路にかかわる
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部分では、農業水路が非常に発達してお

りますので、その周辺の方々がその水路

を守るというような形の中で活動してい

ただいている。また、その中にも花いっ

ぱい活動を含めたような形での活動がな

されておる。また、公園でも同じように、

やはり日常の草引きですとか清掃、こう

いうふうな形の中で花いっぱい活動を盛

んになさってる公園があちこちにあると

いう状況でございます。ちょっと今、手

元に件数がないので、その分を詳しくご

説明できないのが残念ですけれども。

　その次に、基本計画（素案）の中の４

１ページの方に、水と緑のネットワーク

整備延長という形で目標３２年度には４，

９８３メートル、今現状より１，６００

メートルほど増やしていこうと、こうい

う計画になっております。この中では、

やはり財政的に非常についてくる、つい

てこないが大きく影響してまいりますけ

れども、今、私どもが考えておりますの

は新幹線公園、これをもっと桜並木を伸

ばそうじゃないか。こういう形の中で、

まず我々の手づくりと言いますか、そう

いう形のものも含めさせていただいてお

ります。そういうところの整備も続けて

まいりたい。あわせて水路もいろいろ整

備可能性が出てくるんじゃないかな、こ

ういうところを期待しているところでご

ざいます。

　あと、体制というような話なんですが、

今、土木下水道部の公園みどり課という

ところが主になってこういう内容を取り

組んでおりますけれども、機構改革の中

で、公園みどり課が都市整備部へ移る状

況になってきております。

　この水と緑の関係につきましては、公

園みどり課だけでなく私どもの下水道管

理課が管理しております農業水路、この

あたりの活用も非常に大きく影響してく

るんではないかなと、このあたり今後体

制も含めまして、双方協力をもって少し

でも整備に進めてまいりたいと、このよ

うに考えておるところでございます。

○三好義治委員長　水田部長。

○水田生活環境部長　第１節、市民が元

気に活動するまちの中での協働の部分で

ございますけれども、協働についてはそ

れぞれいろんなところで議論されてきた

と思いますが、協働には市が直接かかわ

る部分と間接的にかかわる部分の協働事

業があると考えております。

　直接的に協働事業といいますのは、や

はり相互間の協力関係の意思をあらわし

て、その事業にあらわれてくるものだと

思っております。やはり相互の理解や事

業の理解、それから事業の目的、使命感

の共有が不可欠であるということである

と思います。

　間接的には、やはりその公共施設の利

用など市民活動を表面的にしか理解でき

ない形式的な対応もあるのではないかと。

やはりそのためには、活動の質が低下す

るおそれもあると。やはりその低下を防

止するためには、市民活動の支援するルー

ルや制度が必要ではないかというふうに

考えております。あわせて全庁的な意識

の共有も必要であると思っております。

　年度内に何を準備するのか、何を行う

のかというところでございますけれども、

やはり市民活動に参加しやすい環境づく

り、これは当然考えていかなければなら

ない。その基本となる市民活動の支援を

する基本構想の策定を考えていかなけれ

ばならない。

　その準備といたしまして、やはりそう

いう各種団体の市民活動、取り組みの状

況や要望等その実態調査とか策定委員会

の立ち上げするためのそういう準備を考

えていきたいと考えております。例えば
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公募の事業を提案をしていただくそうい

う制度の創設とかいろんなメニューがあ

ると思いますけれども、これを準備して

いかなければならないと考えております。

　それから次に、大気汚染常時監視測定

局における二酸化窒素濃度の根拠、０．

０４から０．０６ｐｐｍです。この根拠

でございますけれども、これは大気汚染

常時監視測定局が本市の公用車の入り口

の横に設置いたしておりまして、１か所

でございますけれども、この根拠と言い

ますのは、二酸化窒素の環境基準が１時

間当たり、１日の平均値が０．０４から

０．０６ｐｐｍまでのゾーン内、またそ

れ以下であるというふうに示されており

まして、そのことから３２年度の目標数

値をその中で当てはめているといったこ

とでございます。現状については、その

範囲の中で数値が出てるということで、

環境基準に合わせた数値ということでご

提示させていただいております。

○三好義治委員長　山本次長。

○山本市長公室次長　男女共同参画に関

するご質問にご答弁を申し上げます。

　本市の男女共同参画計画につきまして

は、その内容は平成２３年度、来年度ま

でとなっております。その関係上、本年

は市民アンケートを実施し、来年その改

定についての議論をさせていただくとい

う予定になっております。

　国における同計画におきましては、今

年度第２次の中間見直しに当たるという

ような情報を得ております。その見直し

における基本的な考え方といたしまして、

幾つかの資料をちょうだいいたしており

ます。

　まず、目指すべき社会とはと、２点目

に最近の社会情勢についての認識、３点

目に基本法施行後の１０年間の反省、４

点目といたしまして第３次基本計画の策

定に当たっての留意点、５点目といたし

まして改めて強調すべき視点、６点目と

いたしまして喫緊の課題、このような資

料をちょうだいしているところでござい

ます。

　来年度の見直しに当たって、国の情勢

はやはり我々としては注視していかなけ

ればいけないというふうな認識をいたし

ております。

○三好義治委員長　子育て関係について。

　福永理事。

○福永保健福祉部理事　地域福祉活動拠

点の件でございますが、現在第一、第二、

第四中学校区に整備されて、あと残ると

ころが第三、第五中学校区ということで

現在地域の役員の方や関係機関等との調

整を進めているところでございます。

　計画にございますように、目標としま

しては、市民の方が歩いて通える範囲と

いうことで小学校区に整備をしたいとい

うことは地域福祉計画の方にも示してい

るところでございますが、現実問題とし

ましては、地域でこれらの活動拠点を市

民のためにしっかりと活用していただく、

そういう市民、それから、地域の役員の

方々、この方たちとともに進めていかな

いといけないというふうに考えておりま

す。

　そのことを目標といたしまして、現在

本年１０月にも実施したんですが、地域

の福祉活動を発展させる市民の集いとい

う形でそれぞれの校区の方々の活動発表

をしていただいたり、そういうことを実

施いたします中で、地域で福祉活動を支

えるという機運を醸成するという取り組

みを今現在行っているところでございま

す。

　そのような中で、小学校区を単位とす

る地域福祉活動拠点を目指すではなくて、

やりますと表現していただきたいという
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ご要望でございましたが、そのことを念

頭に置いて努力してまいりたいと考えて

おります。

　それから次に、孤独死についてのご質

問でございますが、孤独死という言葉が

示すものは、おひとり暮らしの方あるい

はご家族があっても昼間独居等で亡くな

られててというようなことで、一両日か

数日間以上そのことが亡くなられたとい

うことが発見されなかったということを

示しておられるのではないかと認識して

おりますが、そういう孤独死を防止する

ということで現在市の方では、ひとり暮

らし高齢者の実態調査等を進めていると

ころでございます。

　現実問題には、独居登録をしていただ

いた方に対して、見守り活動をしており

ましたり、乳酸菌飲料の配付で亡くなら

れていることがいつまでもわからないと

いうようなことがないような施策を進め

ているところでございますが、現在は独

居登録済みの方が本年の６月１日現在で

１，２９１件ございます。今年度ひとり

暮らし高齢者の全数調査等を進めている

中で、この独居登録をお勧めしたりする

活動をどんどん進めていきまして、でき

るだけ孤独死がなくなるという方向で鋭

意努力しておりますが、孤独死ゼロのま

ちづくりにしますという言葉を掲げると

いうことは、孤独死というものの定義と

かが大変難しゅうございますので、そう

いう表現というのは難しいのではないか

と考えております。

○三好義治委員長　佐藤部長。

○佐藤保健福祉部長　４節の３にかかわ

りまして、まず、子育て支援策に絡んで

のご答弁を申し上げます。

　まず、安威川以南地域に子育て総合支

援センターのような施設整備をというよ

うなことでのご発言をいただいておりま

すが、摂津市の千里丘東１丁目にござい

ます子育て総合支援センター、中身とし

ては、野口委員もよくご存じをいただい

ておると思うんですが、保育所と保育所

以外の主に在宅の子育て支援を担う地域

子育てのセンターと家庭児童相談室と、

この３つの機能が１つの建物の中にある

と、そういうことで子育て総合支援セン

ターという冠がついてるわけでございま

すが、今回お示ししておりますこの４次

総合計画の中でも、まず１つは、安威川

以南地域が特に重点的な地域になろうか

と思うんですが、地域での在宅の子育て

支援を担う部分については、この地域子

育て支援拠点、現在５か所というような

状態になってますが、これはこの１０年

間で１０か所に拡大をしているという形

で考えております。ですから、いわゆる

第２子育て総合支援センターという建物

ということではなくて、やはりそれぞれ

の自宅から比較的近い距離の中で、そう

いう支援できるような拠点を拡充してい

くという考えをいたしております。

　また、先ほどの家庭児童相談室部分に

つきましては、既に以前から安威川以南

地域については障害児童センターの中に

相談の窓口を設けておりまして、これは

週にたしか２日だったと思うんですが、

家庭児童相談室の職員が出張相談という

ような形で対応しているということでご

ざいますので、この安威川以南地域での

子育て総合支援センターの建設という部

分については、そういう形で４次総合計

画の中では考えておるということでござ

います。

　また、保育所の希望児全員入所という

点につきましては、これは６３ページに

掲げさせていただいている中に保育所待

機児童数１０月１日時点というような形

で書いてあるわけですが、平成２１年度
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の現状としては１０月１日現在で４１名

待機があると。また、これが１０年後の

平成３２年にはゼロにもっていくという

ことで掲げておりますが、一般的に待機

児童というカウント数的には、おおむね

年度当初、いわゆる４月１日現在の状態

が多いわけですが、本市非常に保育所入

所部分については、これまでからも相当

強く推進をしてきておりまして、ほぼ年

度当初の４月１日現在では待機児童がゼ

ロという状態でございますが、やはり年

度途中で例えば育児休職が明けるとかい

う形とか、他市からの転入とかいうよう

な形で申請があった場合については、な

かなか十分な対応ができてないという状

態がございます。この部分については、

ここでも掲げておりますように、年度途

中のこの１０月１日という部分も含めて、

やはり希望されたときには待機が出ない

ような形の対応をしていきたいというこ

とで掲げさせていただいております。

　それから、医療費助成、これは子育て

支援という部分で申しますと、既に就学

前については実施をできておりますし、

後は小学生、中学生については入院の部

分は助成をしていると。そうなりますと、

今後は小学校１年からの通院医療費の助

成という部分が１つの課題というような

ことでこの間ご議論をいただいているわ

けですが、これについては、やはりこの

制度の拡充というようなことは必要性は

十分認識はいたしてはおりますが、相当

財源的な問題も含むというようなことも

ございますので、これは国制度の動向で

あるとか、大阪府の動向、また、近隣各

市、特に大阪府段階での動向等を見きわ

めながら財政も十分勘案した中で取り組

んでいく必要がある事項ではないかなと

いうふうに考えております。

　それから、いわゆる新婚世帯向けの家

賃助成制度についてでございますが、こ

れにつきましては、現在入手できてる資

料としては、以前は府下で豊中市と岸和

田市、高石市が実施しておったというよ

うなことで報告は受けておりますが、実

は、この４市の中で、豊中市については

平成１２年度から廃止、岸和田市、高石

市については平成１５年度より事業が廃

止になったという内容になっております。

　それぞれの市での廃止理由というのは、

現段階では不明ではございますが、やは

り政策の効果がなかなか確認が難しいと

いうようなこともあって、政策の順位が

低く認定されたというようなこともこの

廃止に至った理由ではないかなというふ

うにはとらまえております。

　それから、最後になりますが、６９ペー

ジの生活保護に絡んでの自立に向けて生

活困窮世帯を支援するまちにしますとい

う項目を挙げるということについてのこ

れは挙げるべきではないということでの

ご質問をいただいているわけですが、こ

れ私どもといたしましては、生活が困窮

したときについては、やはり市の方へご

相談をいただきたいということと、いた

だいた場合についてはきちっと生活が成

り立つ、ないしは自立をしていく方向で

支援をしていくという考えをいたしてお

りますので、これはある意味でいうと、

そういうスタンスであるということで挙

げさせていただいておると。

　ですから、これは基本的には生活保護

を縮小したいということではなくて、や

はり行政としては摂津市民、生活が困窮

というような状態になったときには市の

方にご相談をいただきたいという思いを

込めて挙げておるというようなことでご

ざいますので、ご理解をいただきたいと

いうふうに考えております。

○三好義治委員長　野口委員。
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○野口博委員　再質問になりますが、最

初の待機問題についてはそういうことだ

と思うんですけれども、１番目、２番ま

とめて要望になりますけども、初めて摂

津市としては、こういうアンケートの数

も増やしましたし、市民会議に２２名参

加されて、そこでいろんな問題を考えて

いただくと。転入、転出の方のアンケー

トも取るということで、いろんな形で今

度の総合計画に対する取り組み方の改善

はあると思います。その中心点が、この

２２名が集まって論議してきたと。その

中で４名が総合計画審議会に入って論議

に加わってきたという。庁内では基本的

には全職員で頑張ってまとめてきたとい

うそういうところがすべてこの総合計画

に反映されて、職員の本気度も含めて実

践されていくのかということなんですね。

　そういう点、ただ単にまとめられたか

ら議決もして、出発しますよということ

ではなくて、申し上げているように、出

ている思いに対してきちんと受けとめて

いただいて実践していただきたいと。

　ただ、各担当者ごとに出されてる５０

の項目をこれをことしどないしましょう

かと。５年後にこれを発表しましょうと

いうことじゃなくて、１つの項目につい

て、１つの政策の分野についてもどうい

う組織体で進めていくのかということを

ぜひそのシステムを含めてそんな思いを

受けとめて進めていただきたいというこ

とでお願いをしておきたいと思います。

　協働の問題であります。これ、一番土

台だと思っているんですね。現状につい

てきちっと３月までまとめていくんだと

いうことで、その上ではルールづくり進

めていくんだという話でありました。

　僕は、もうこれだけ２年もかけて論議

されて、現状わかってて現状はこうだか

らこういう１４の政策と５０の施策を進

めていくんだということにそういう構成

になってるわけで、まとめてきたわけで、

そういう経過を見れば現状まとめていく

んだということではないと思うんですけ

どね、その辺の進め方ということについ

て、ちょっとおかしいなという思いがあ

ります。

　そういう点では、今から３月までどう

していくのかときちっと精査していただ

いて、このルールづくりをできることが

あると思うんです。枝葉の問題について

は基本的な問題があると思います。そう

いうことで進めていただきたいと。

　その上で、先ほど１０項目の問題につ

いて、これで協働の姿が見えるのかとい

う話をしました。答弁もいただきました。

協働を進めていく土台が一定整ってると

思ってると。これからこれを土台にして

展開をしていきたいという環境づくり、

そして、市民協働の基本計画をつくって

いくんだというお話でありました。

　まずそのいろんな施策、政策に対して、

市民の願い、要求をつかめること、つか

むためにどうするかという体制が必要だ

と思っているんです。この中でも、例え

ば５１か所の集会所があります。そこを

拠点にしてお年寄りが来た場合にはお年

寄りの状態をつかむ方が地域におって、

集会所と地域包括センターとの連携をう

まくして全体としてこの高齢者問題につ

いての現状をわかってここのお年寄りは

こういう対策、こういうふうにできます

よという地域の財産の施設を活用した取

り組み方も一応述べておりますけども、

以前にも申し上げた、この協働を進めて

いくために市民と一緒にどういう体制を

進めていくかということで小学校のまち

づくり委員会という提案を以前行いまし

た。

　先ほどの高齢者の問題でも小学校単位
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の問題についても質問いたしまして答弁

をいただきましたけれども、都市計画上

は小学校区単位がまちづくり基本住区の

最低単位であります。そこを基本にした

体制をどうつくっていくのかというのが

問題だと思っています。ある市では、職

員の中で地域担当を決めて、そこで定期

的な市民との懇談の場所をつくって、そ

こでもらった分を市に持ち帰って政策化

していくという。同時に、地域ごとのま

ちづくり委員会に職員が配置をされて、

そこでいろんなことを論議していくと。

それを調整するまちづくり全体の会議も

あるわけでありますけども、そういう小

学校区単位を１つのキーワードにして協

働のスタイルを追求していくというこう

いうことができないものかなと思ってい

ます。

　そのためには５１か所の井戸端会議と

いうことも言われてますけども、そうい

うまず要求をつかむと。まず職員が行っ

て地域の皆さんと一緒になって物事を論

議調査する、そういう場を提供していく

というこの基本をぜひ、小学校区単位と

いうことで申し上げてますけども、１つ

の問題として、ぜひ検討をするべきだと

思いますけども、いかがでしょうか。

　まちづくり目標第２節で、単純にご答

弁いただいたと思うんですけども、南北

格差の問題とか、地域の連動性の問題と

か、いろいろ問題提起をさせていただい

たんですけども、先ほど申し上げた小学

校ごとの地域の現状を分析をしていただ

きたいと。小学校があると。集会所があ

りますと。いろんな公共施設が中学校単

位に広げた場合に公民館がありますとか、

小学校区単位、中学校単位で一般的な市

民生活を送れるそういう状態になってる

かというところをきちっと分析をしてい

ただく作業をぜひやっていただきたいと。

その上で、市民会議の提言だとかいろん

なアンケートがありますけども、その中

で出ているいろんなご意見を吸収してい

ただいて１つ１つ解決を図っていくとい

うこういうところをぜひ踏襲していただ

いて進めていただきたいということで要

望にしておきます。実態をつかまなけれ

ば改善方法は出ませんので、ぜひその小

学校区ごとの分析をお願いしておきたい

と思います。

　人口８万人の問題に絡めての低家賃の

賃貸公営住宅など住宅の提供問題であり

ます。

　問題提起しておるのはそういうことで

はなくて、衣食住で見た場合に、住とし

て公としてどこまで提供するかと。人口

８万人を目標にしているわけですから、

単純に言ったら今、摂津市は出生率１．

４２％であります。先ほど名前が出た岸

和田が１．５％で府下トップであります

けども、いろんな政策を絡めて、その人

口８万人に到達していくと。またそれ以

上増えるかもわかりませんけれども、そ

ういうことを見た場合に、摂津市の現状、

平均所得が低いというこういう状態を見

た場合に、そういう住宅を提供するのも

大きな課題だと思っています。

　申し上げたように、今現状は文化住宅

がどんどん壊されて建て替えに入ってま

す。そこでいつも従前の金額で住むこと

ができるのか、できないのかと。田舎に

帰るのかとか、摂津市の５万円の家賃補

助制度でいけるのかどうかと、いろんな

年金生活の中で考えながら今後の身の振

り方を決めているわけで、そんな状況な

んです。

　今、持ち家の比率が、先ほど申し上げ

たように５３％であります。公営住宅は

これから８４戸建設されますから若干、

率はふえますけども、現状は公営住宅比
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率３．４５％で北摂で５番目であります。

これを高めていくという努力は当然すべ

きでありますし、これに絡めて民間住宅

の関係の問題でもそういう条件整備をぜ

ひやっていただきたいと。

　それと、家賃５万円の問題についても、

ここの問題大変申しわけないんですけど

も、結構５万円、５万５，０００円が多

いわけですわ。建て替えされた場合に５

万円を超えたら家賃助成を受けられない

という事態になりますので、そこを大家

と交渉して５万円にするとかいろんな話

を当然具体的な現場でしますけども、そ

ういう家賃の状況もありますので、公立、

民間も含めて、低家賃の住宅を提供して

いくというためにぜひ絵をかいていただ

いて事を進めていただきたいと思います。

これは要望にしておきます。

　それと、防火地域、準防火地域の問題

であります。

　地域地区ということで指定されるとい

うことでしたけども、そうした場合に、

用途地域で完全にかぶさったとして、そ

の強制力があるのかどうかという問題が

あります。行政が勝手に強制をかけたと

しても、いろんな建てる側の資産の問題

も財政状況もあるわけで、そういう点で、

いろんな地域で不燃化促進のための事業

を展開しています。たまたまインターネッ

トで探したら川崎市の例が出てきました

のでちょっと紹介しますけども、こうい

う努力を行っていると。確かに建て替え

時にそうしていくわけでありますけども、

建て替え時期を促進させて早目にしてい

ただくということで、住宅不燃化促進事

業というのがあるんです。川崎市は、７

０平米未満は補助金が４０万円から２５

０平米以上２００万円ということで金額

も各部屋の面積に応じてこういう補助金

が決まってますけども、やっぱり市とし

て能動的にしかけていくという点での財

政状況もありますけども、そういう取り

組みが私は必要だと思ってます。そうい

うことをしなければ用途地域でかぶさっ

たのに比べて強制力の問題もありますけ

ども、なかなか促進は難しいと思います。

そういう点で、具体的なそういう促進さ

せるような手だてをぜひ考えていただき

たいと思うんですけども、先ほど申し上

げた用途地域の指定と都市計画上の地域

地区の指定は市民の方々にとってどう違

うのか、それ含めて促進策についてちょっ

とご意見をいただきたいと。

　管路の水道管の耐震化問題です。

　１０年後に２８．３％にしていくんだ

ということで、これでレベル２、いわゆ

る東南海・南海地震に対応できるんだと

いうご説明なんですけども、例えば東南

海なり上町断層帯の想定は、ご承知のと

おり東南海・南海地震は３０年間の間に

確率は６０％、７０％であります。上町

断層帯の想定は３０年間の間に２から３

％であります。早目に来るかもわかりま

せんけども、これが実際起こった場合に

は、２８．３％の地域だけではなくて全

地域に影響があるわけで、そういう絡み

でこの２８．３％でいいのかどうかとい

うところを少し論拠を教えていただきた

いと。

　民間住宅の耐震診断及び耐震補強問題

であります。先ほどのこととちょっと関

連しますけども、なぜつかめないんです

かね。つかめなければ今後の方向性が見

えないと思うんです。ただ単に現状４２

件の耐震診断の件数申請ありますと。こ

の件数を１０年後に２２０件、約５倍に

しますという数なんです。いわゆる耐震

診断を増やしていくというこの数値目標

では。

　だから公設もそうですし、民間も昭和
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５６年以前の建物がこれだけありますと。

その後これだけありますと大体わかると

思うんですが、持ち家５３％であります。

そういう意味では、把握の仕方は別にし

まして、きちんと科学的に摂津市の民間

住宅の耐震診断率、耐震補強率、これを

つかむ努力をぜひ実践する中でしていた

だきたいと。しなければ、ただ単に耐震

診断の件数でしか見れないと思いますの

で、その点、要望にしておきたいと思い

ます。

　水と緑の空間整備であります。取り組

みをされてますからくどくど言いません

けども、例えば、ある市民の方が千里丘

に立ちましたと。また、ある市民の方が

鳥飼の一番端に立ちましたと。その方々

が市内全域を行動するとした場合に、歩

いて、また自転車ですっと行けるという、

水辺空間を活用したネットワークをつく

るべきだということで申し上げているわ

けでありますが、いろんな取り組みがあ

りますけども、細かいことは別にしまし

て、そういうところをちょっと想定した

取り組みを進めていただきたいと思いま

す。

　二酸化窒素の数値問題です。これは吹

田市とか、いろんな各自治体独自で０．

０４ｐｐｍということで二酸化窒素の基

準を決めてる自治体もありますけども、

国基準は０．０６ｐｐｍということで、

その範囲で何とかということで、そうい

う認識であり、そういう組み立てと思い

ますけども、いい方向に進めようという

ことでありますから、やっぱり現状値よ

りもより改善していく数値をきちんとし

なければ何かあいまいになると思います。

　ちなみに、摂津市の環境を見ますと、

１１年前の平成１１年を見ますと０．０

６５ｐｐｍでありました。その２年前の

平成９年が０．０６ｐｐｍでほぼ同じで

すね。ずっときまして、この冊子では０．

０５７ｐｐｍということは平成１８年度

の数値であります。人口もこれからどん

どん減ってきますし、環境基準も厳しく

なってきますから、当然少なくなってい

くだろうと思いますけども、やっぱりこ

の手の数字の立て方については、取り組

みの分野として急に低い数値はできない

部分があるかもわかりませんけれども、

やっぱり立てていただいて、今現状０．

０５３ｐｐｍでありますから、少なくと

も隣の吹田市みたいに０．０４ｐｐｍだ

とかそういう方向で取り組むべきだと。

そのために吹田市みたいにいい環境をつ

くっていくという点で見た場合では、環

境評価条例だとかそういう基準を守るた

めの条例も設置をしていくということも

視野に入れて取り組んでいただきたいと

思いますけども、ちょっとご意見を聞か

せていただきたい。

　男女共同参画社会への取り組みの問題

です。　

　ご答弁のあったように、そういう方向

で国が今、進めて動いているわけです。

来年度、次の第３期のプランに向けて、

それを含めて論議していくんだというお

話だったと思うんです。おっしゃってる

国の１０年間の反省とか現状認識で５つ

の分野が加わっておるんです。重点分野

として。男性、子どもにとっての男女共

同参画への取り組みです。貧困など生活

上の困難に直面する男女への支援、高齢

者、障害者、外国人等が安心して暮らせ

る環境の整備、科学技術、学術分野にお

ける男女共同参画、地域社会環境その他

の分野における男女共同参画の推進と、

こういう５つの分野が新しく加わって国

の方では今年度中に第３次の男女共同参

画基本計画をまとめようとしております

ので、ぜひそういう国における現状認識、
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方向づけについても受けとめていただい

て論議に生かしていただきたい。

　それとあわせてお尋ねしますけども、

このプランでいいのかという問題です。

以前から申し上げている条例化をきちん

として、条例上の根拠をもって物事を進

めていくということについて、現時点の

お考えもちょっと聞かせていただきたい。

　続いて、地域福祉活動拠点整備の問題

であります。

　数として現在の３か所を１０か所にと

いうことで、それに関する文言の問題で

努力をしていただくというお話でありま

すので、もし差し支えなければ、担当部

長のご答弁じゃなくて、文面上の計画の

中にちゃんと開示をしていくということ

が大事だと思いますので、また委員会で

論議をさせていただいて、そういうふう

な形で進めるように根拠づけに努力をし

ていきたいと思っています。

　あと、孤独死ゼロの問題とか、子育て

一番のまちの問題であります。

　ここの問題で詳しくご答弁いただきま

したけども、基本的な方向づけとして、

行政としてやっぱりメッセージが要ると。

先ほど新婚世帯の家賃助成問題で高石市

と岸和田市が平成１５年に廃止をされた

とおっしゃってますけども、それはいろ

んな事情があって、行財政改革がどこで

も進められているわけで優先順位はあっ

たかと思いますけども、しかし、これだ

けの問題ではなくて子育て支援全体のい

ろんな問題ありますから、総合的に絡まっ

てきて岸和田市が大阪府下一番の出生率

につながってるというふうに思ってます

ので、単体で幾つかの質問しましたけど、

そうでなくて、総合的に判断をしていた

だきたいと、取り組んでいただきたいと

思います。

　最後に、生活困窮者問題であります。

　スタンスとか、思いはわかります。し

かし、文章として適切かどうかという問

題を提案しているわけで、現状、先ほど

申し上げたように、運用面でこれまでも

こういう分野ではさまざまな論議を繰り

返す中で、人権を守って法を厳守した対

応をしてほしいということも、るる申し

上げてきた経過もありますし、今、国の

方は生活保護世帯が増えるのが、かなわ

んと。何とかそれを補助する制度をつくっ

て、そういう運用上の指導を行ってます。

受ける権利があったとしても、なかなか

そうはならないというのが現状でありま

す。

　そういう中で、総合計画で進める５０

の施策の中の１つとして自立云々という

言葉を入れること自体が僕は認識不足だ

と思っていますけども、だから申し上げ

ているのは、自立という言葉はぜひ外し

てほしいと。また、後、委員会の方で論

議をしていただきたいと思うんですけど

も、何でも自立という言葉でいろんな現

状とそうなってない部分が乖離が激しく

なってきてるわけで、そういうことを申

し上げているわけです。

　だから施策としての文章じゃなくて、

内部では構わんと思いますよ。大上段に

５０の基本施策の中の１つとしてこんな

ものを挙げたら、摂津市は生活保護者を

追い出していくんだということでとられ

がちですよ、はっきり言って。そういう

意味で申し上げているわけで、実際いろ

んな形で見守り支援なども進めていこう

ということでありますけども、実態はそ

ういう部分と逆向きの部分もあるわけで、

そういう意味ではこの言葉は不適切と思

いますので、改めて見解を求めておきた

いと思います。

○三好義治委員長　それではたくさん、

要望もありますけど、質問に対して答弁
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を求めていきたいと思います。

　山本次長。

○山本市長公室次長　まちづくり委員会

に関するご質問にご答弁を申し上げます。

　私も過去の研修会等々で地域担当者の

方が講師になられた研修会に参加をさせ

ていただいたこともございます。その際

に、その講師の方がおっしゃっておられ

た、他市の職員でございますけども、おっ

しゃっておられた中で印象に残ってる言

葉が、やはり地域の方々とお話をして意

見集約をする際に一番大切なことは、意

見をお聞きするということではなく、そ

の意見をいかに地域の方々の意見を集約

をしていくかと。それをコーディネート

していくということが市職員としての一

番の役割ではないかというようなことを

おっしゃっておられたということが印象

として残っております。

　本市総合計画に提唱いたしております

協働ということで、その目指す姿といた

しまして序論１ページの中に記載をいた

しているところでございます。目指すべ

き協働の姿を今後目指していくためにい

ろんなことを我々としてはしていかなけ

ればいけないというふうな認識もいたし

ております。

　審議委員の方で議論いただいた総合計

画でございますが、やはり現状のまちづ

くりの課題といたしまして、その地域の

課題や社会問題の解決に向けて協働が重

要になってくるということも記載をいた

だきました。また、その動きは今始まっ

たところであるというようなご指摘もい

ただいております。そのため答申といた

しまして５点のご意見をちょうだいし、

その５点に対してすべて協働という言葉

をまくらにつけて我々に協働の重要性を

投げかけてもおられます。我々といたし

ましては、このような状況でございます

ので、いろんなことを今後議論していき

たいというふうに考えております。

○三好義治委員長　小山部長。

○小山都市整備部長　それでは、都市計

画上、不燃化のご質問に対してご答弁申

し上げます。

　都市計画上、不燃化を促進するために

防火地域や準防火地域を指定しておりま

す。現在、近隣商業地域については準防

火地域あるいは商業地域につきましては

防火地域として摂津市で都市計画上、指

定してまいっております。用途地域につ

きましては、これは大阪府の方で決定し

ておりまして、地域地区につきましては

市の都市計画決定として都市計画を進め

ております。現在住居地域あるいは準工

業地域、工業地域等については準防火地

域の指定をしておりません。

　今後、来年度にですけれども、市全域

的な市街化区域における地域につきまし

ては、準防火地域を指定してまいりたい。

用途地域の変更を行わずに市が決める都

市計画上として準防火地域を指定してい

きたいというふうに考えています。

　こういうふうな市独自の都市計画とし

て地域を指定していくのは大阪府でも順

番的にはトップクラスです。既存としま

しては門真市などの密集市街地等を抱え

てる市につきましては全市的に行われて

いる市もございますが、今回市全域的に

市の都市計画として決めていくのは府下

でも順番的にはトップクラスと考えてお

り、市としては先進的というんですか、

都市計画を進めていっているということ

を考えております。

　あと、補助金の関係でございますが、

補助金を出すということになりますと民

間の建物の建て替え時や、あるいは改修

時、増築時等につきましても、その準防

火に対して都市計画上指定してきますの
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で必ずそれをしてもらわなければ建築許

可がおりないということになりますので、

それに対して補助金等を出すということ

は市の現在の状況では非常に困難かなと

思いますので、それについては今の段階

では難しい状況だと思います。

○三好義治委員長　中岡部長。

○中岡水道部長　平成３２年度の目標値

２８．３％これについてでございますが、

これは平成２０年度の１６．３％から毎

年１％伸ばしております。これは厚生労

働省の監査等の中で、できるだけ年１％

を目標にしていただきたいという話もあ

りました中でやっております。

　１０年後例えば地震が起こったときに

２８．３％この数字どう見るねんという

話ですけれども、あとまだ残りが７０％

以上耐震化できてない部分がありますか

ら、我々としても満足してるわけではあ

りません。大阪府なり国なりの平均数値

を上回っているからといって、この数字

でいいますと満足できるものではないと

思っております。

　ただ、耐震化をやるについてもやっぱ

り財政的な裏づけも必要ですから、その

部分でいきますと目標値としてはこれぐ

らいしかできないのかなと思っておりま

す。

　ただ、防災あるいは危機管理に関しま

しては管路の耐震化だけではなくて、摂

津市の方でも給水の拠点として太中浄水

場、鳥飼送水所、それから千里丘送水所、

これらは緊急遮断弁つきの配水池を要し

ておりまして、この場合、先般の本会議

でも答弁させていただきましたように、

約１週間程度はそれで対応できるであろ

うということも考えております。

　いろいろな面でその危機管理という面

から言いますと、ただ耐震化だけが危機

管理であるとは思っておりませんので、

そういうふうな意味も含めて全般的に私

ども危機管理に対しては充実させていき

たいと思っております。今ご質問の耐震

化率につきましては、我々としても満足

できる数字ではないと思っております。

○三好義治委員長　水田部長。

○水田生活環境部長　環境負荷の軽減と

いうところから申し上げます。

　大気汚染常時監視測定局の数値、もう

少し積極的に０．０４ｐｐｍに表示して

はいいのかなというご意見でございます

けれども、確かにおっしゃるとおりでご

ざいますけれども、国の基準がそこで明

確にされているという中で、今回そうい

う表示をさせていただいたと。

　ただ、基本的には環境負荷の軽減とい

うところを十分認識しております。今後

も今現在、地球温暖化防止地域計画の策

定も進めておるところでございます。市

民あるいは事業者、行政も含めた中で、

どういった形で軽減していくのかという

ことも今後大きな課題であるかなという

ことでございます。

　あわせて条例ということで先ほどおっ

しゃっております。これは環境アセスメ

ント条例のことかなというふうに思って

おりますが、当面これは何回もご意見、

ご議論させていただきましたけれども、

その環境アセスメント条例での対応と同

等の現在の摂津市の対応といたしまして

は、「摂津市環境の保全及び創造に関す

る条例」の中の１４条、その中でも環境

評価ということでうたっておりますし、

業者に対しての指導も行っております。

ですから、それとあわせまして、地域温

暖化の防止計画を含めた中での取り組み

をしていきたいということで、当面その

条例については現在まだ考えていないと

いうことでこれまでもご答弁させていた

だいております。
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　ただ、環境アセスメントの条例につき

ましては、やはり面積的なこともいろん

な条件絡んでまいります。そのためにそ

ういう市独自の制度を設けるためには、

やはりそういう市域の気象とか形態とか

いろんなそういうことを含めた中での検

討が出てくることだと考えております。

現在そういうことで、その認識はいたし

ておりますけれども、現在の軽減の対応

ということでは考え方は先ほど申しまし

たような考え方で進めてまいりたいとい

うふうに考えております。

○三好義治委員長　羽原公室長。

○羽原市長公室長　男女共同参画社会に

向けての条例化というご質問でございま

す。

　男女共同参画社会の実現というテーマ

そのものが、決してきのう、きょう始まっ

た課題ではございませんが、なかなかや

はり市民の中に広くご認識いただいてい

るというレベルから考えますと、まだこ

れからという感もあろうかと思います。

　各市いろんな取り組みを進めておりま

すが、やはり市民団体をしっかり育成さ

れ、手厚い取り組みをしておられるとこ

ろもございます。そういうところと比べ

ますと、まだまだ本市の取り組みはこれ

からということも多々あろうかと思いま

す。新しい男女共同参画センターもでき

ましたし、その中でのさまざまな施策の

展開、取り組み等も含めまして、まさに

市民との協働の動きの中で、条例化に向

けての機が熟すれば条例化ということも

当然取り組んでいってもらうというふう

に考えております。

○三好義治委員長　佐藤部長。

○佐藤保健福祉部長　４の３の８の施策

名が自立に向けてという表記になってい

るということについてのご質問でござい

ますが、１つは、やはり生活保護という

のは施策の基本方向でも申し上げており

ますように、生活が困窮している人に支

援を行い、生活を保障するということと

同時に、その方のお持ちになってる能力

であるとか、また、そういう状況を十分

勘案する中で、経済的な自立もあります

し、また、社会的に自立をするという方

向にケースワーカーが働きかけをしてい

くということは必要なことでもございま

すので、それと同時に、生活保護法の基

本的な趣旨としてもそういうふうなこと

でもございますから、この自立に向けて

の生活困窮世帯を支援するまちにします

ということは、必ずしも保護世帯を一定

期間で強制的に保護廃止にもっていくん

だというようなことではございませんの

で、ご理解をお願いしたいというふうに

考えております。

○三好義治委員長　野口委員。

○野口博委員　最後の生活保護問題から

いきますけども、例えば自立という言葉

でいえば、障害者自立支援があります。

それに対して応益負担が出てきて、逆に

利用者が利用できなくなってきてるとい

うことで今ちょっと変わってきてますけ

ども、少しは廃止をしていこうというこ

とでいろんな動きが起こりました。

　だから自立という言葉を大上段に使う

ことがいいのか悪いのかという問題もあ

る。別問題なんです。だから自立に向け

たいろんな条件整備はちゃんとやっても

らったらいいわけです。しかし、こうい

う施策の文言でもってきた場合に、逆な

ことになってしまう。そういう可能性が

あると思ってます。だから実態はそうか

もわかりません、実際の現場では。しか

し、まだそうではないというのが国・府

の動きもあるわけですから、そういうこ

とを想像させる言葉はやめるべきだとい

うふうに思うわけです。これ申し上げて
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おきます。

　それで協働の問題です。なかなか論議

が難しいわけでありますけども、この間

いろいろ協働問題でも大学の先生含めて

学んできたという経過も一応聞いており

ますけども、これから６６０人体制も含

めて職員をどんどん減らそうという動き

もあります。第４次行財政改革も進めて

いくと。そういう中で、職員が現場の実

態を知らなければ、ただ単にコーディネー

トだけでは的確な方向性は出てこないと

思います。そういう点では、コーディネー

トも大事でありますけども、市民の要求

のあるところ、願いあるところ、そこに

いかにシステムをつくって入り込んで、

そこをつかんで政策に生かしていくとい

うこのシステムをつくらなければ総合計

画そのものが土台から崩れてくると、そ

れを僕は思ってますけども、そういう点

で、ぜひそういうことを認識していただ

いて取り組んでいただきたいと思います。

　それと最初に３月までの取り組みにつ

いて質問いたしましたけども、ほんとは

そういうことでいいのかなと思ってるん

です。１０年は短いですよ。だからちゃ

んと明確に３月まで現状の状況をよりつ

かむということじゃなくて、できるとこ

ろはちゃんとやっていくと。即、その協

働をどういう体制にするのかという論議

をしなければいかんと思うんです。その

ために２２名の議員の皆さんの力も借り

て、一緒に実践するための体制を考えて

いくとか、即行動できるような条件整備

のための動きをしなければならんと思っ

てますけども、その点、申し上げておき

ます。

　まちづくりの関係で防火地域、準防火

地域の問題であります。市が指定する地

域地区で網がかかってくると。結局強制

力を発するわけで、だから背景はわかり

ませんけども、網をかければ当然そうい

う状況で修理改善するということになり

ますから耐震化率ということで即向上に

つながると思いますけども、なかなかそ

れは難しい問題もありますので、より行

政の方から、こういう網がかかるのは当

然かもしれませんけども、促進できるよ

うに耐震化全体が広まるように、ぜひ実

践面ではいろいろ検討していただきたい

ということを述べておきます。

　環境面の二酸化窒素の数値問題です。

ここの問題でまことに申しわけないんで

すけども、やっぱり計画の立て方として

はおかしいと思うんです。これやったら

例えば悪く見れば０．０６ｐｐｍになっ

ても構わないという数値設定であります

ので、少なくともこの１０年間で最低の

数値であるかと思うんですけども、１１

年前が０．０５ｐｐｍです。０．０４ｐ

ｐｍ台にするとか、どんどん環境をめぐ

るその国民的な取り組みは、より環境を

よくしていこうという立場でいろんな分

野で動きがあるわけで、そういう点では

現状に比べれば、より低い数値設定でき

る条件整備が全体としてあるわけで、そ

ういうことを勘案しますと、やっぱり国

で決めてる現状に悪い数値になっても構

わないととれるような目標設定はおかし

いと思いますので、それは改善を求めて

おきたいと思います。また後から委員会

で審議もお願いしておきたいと思います。

　最後になりますが、要望にしておきま

す。１５年ぶりに今後１０年間の将来像

を決める計画の審議に加わらせていただ

いておりますけども、きょうその７つの

目標の前半部分でありますけども、一番

のポイントである協働問題について、も

う少しこういう場で具体的にこうしてい

くんだという論議できる材料を詰めても

らわなければ、なかなか空中論議になっ
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てしまって寂しいなと思います。

　そういう意味では、今回と来週もう一

回ありますけども、その中で深まらない

かもしれませんけど、協働問題では先ほ

ど申し上げた年度内にどういうことをす

るのかということをきちっと受けとめて

いただいて、その体制問題についてシス

テム構築に向けて具体的な論議をしてい

ただいて発表できるようにぜひお願いし

たいということを申し上げて質問を終わ

ります。

○三好義治委員長　すべて要望事項とし

てとっていいですね。

　暫時休憩します。

　　　（午前１１時５３分　休憩）

　　　（午後　１時　　　　再開）

○三好義治委員長　再開します。

　野原委員。

○野原修委員　こんにちは。それでは、

数点質問させていただきます。

　まず、この総合計画は先ほど野口委員

も言われましたように、１５年ぶりに策

定され、摂津市の１０年後を占うという

か、摂津市の道筋を決める重要な構想で

あります。この中には、市民の方の思い、

また、庁内の皆さんの思いが深くぎっし

り詰まっております。そういった中で、

皆さんにこれから答弁していただくのは、

そういう思い、決意として答弁していた

だきたいと思います。

　それでは、質問させていただきます。

　まず１点目に、みんなが安全で快適に

暮らせるまちということで、大規模空地

の新たなまちづくり、これは多分吹田操

車場跡地を都市型居住地域にという形で

あろうかと思います。そこの説明よろし

くお願いします。

　２点目、駅前の整備。これはＪＲ千里

丘駅西口、また、正雀駅前になろうかと

思いますが、これのお考えをお聞かせく

ださい。

　３点目、鉄道敷による地域分断の解消

となっております。これは多分、連続立

体交差の関係かと思います。これのお考

えをお聞かせください。

　続きまして第４点、公共交通の利便性

の向上とバリアフリー、それと道路とい

う形の考え方をお聞かせください。

　５点目、上水道、先ほど野口委員も質

問されましたが、耐震、自己水、それか

ら民間委託など健全経営をこれからどう

考えるかということをお聞かせください。

　６番目、公共下水道。今後の下水道財

政、また、使用料が減っていく中で、ど

ういう形を考えておられるのか。また、

今、人口普及率は９８％ぐらいになって

おりますが、この中で雨水対策をどのよ

うにされるのか。

　続きまして、交通事故や犯罪を減少さ

せるという項目があります。今後どうい

う取り組みをされてこの減少に向かわれ

るのかお聞かせください。

　続きまして、危機管理体制と対応能力

の強化、これの具体的な取り組みをどう

考えておられるのかお聞かせください。

　９番目、消防救急救助体制の充実とい

うことで、先日、「救急安心センターお

おさか」という形の取り組みも国のモデ

ル事業で始められ、喫緊には箕面市、豊

能町の地域連携という取り組みもなされ

てきております。本市は今後どういう方

向性を目指しておられるのかお聞かせく

ださい。

　１０番目、河川や水路を魅力的な空間

として保全、公園・緑地を多機能で魅力

ある空間にするとあります。どういう方

向性をもたれているのかお聞かせくださ

い。

　１１番目、平和と人権を大切にするま

ちにしますとあります。本市の平和都市
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宣言と市民憲章をどのような形にしてい

くのかお聞かせください。

　それと先ほど野口委員からも質問あり

ました、協働。今まで協働という形も自

助、共助、公助という中で推し進められ

てきて、産・官・学という連携も今まで

から推し進められてきました。これの熟

成した形が協働だと私は考えております。

先日、基本構想の質疑の中で、新たなこ

の協働を求めていく中で、新たなポジショ

ンは設けないというような答弁があった

かと思いますが、先ほど言われてました

ような形で、ほんとに１０年というのは

早くたちます。５年の見直しの中で、ほ

んとに今この摂津市のテーマは多分みん

なが育むつながりのまち摂津と、そうい

うのを目指して１つの方向は決まってお

ります。新幹線も１つ１つモーターをつ

けてみんなが連結してそれぞれの馬力で

１つの方向に向かっていくという形で新

幹線はそのように動いているとは聞いて

おります。

　そういった中で、それぞれ今まで産・

官・学の連携とか、また自治会とかそう

いう中で、方向性としては今まででもそ

ういう自助、共助、公助と先ほど言った

ような形で摂津市では他市より進んでい

ると思います。その中で、協働という新

たな言葉ではありますが、そういった中

できちっとした方向性、その先導役とし

て進めていくのが役所の一番大切なとこ

ろではないかと思います。そういう先頭

に立ってやっていくそういう部署という

のか、そういうところを決めて皆さんを

引っ張っていくと、そういうお考えがな

いのか、どういう方向でそれを絵に描い

た餅じゃなくて、ほんとに実現性のある

ものをスピード感をもってされるのか、

そこをお聞かせください。

　１回目終わります。

○三好義治委員長　小山部長。

○小山都市整備部長　それでは、野原委

員のご質問にご答弁申し上げます。

　１点目の吹田操車場跡地のまちづくり

についてでございますけれども、現在こ

の吹田操車場跡地まちづくりにつきまし

ては進行中でございまして、平成２１年

度に吹田操車場跡地のまちづくり基本計

画を策定いたしました。その中では摂津

市域内における宅地につきましては都市

型居住ゾーンということでまちづくりを

進めてまいりたいと考えております。

　現在、区画整理事業におきまして下水

道整備あるいは道路整備を進めてまいっ

ております。この中にはＵＲ都市機構が

取得しておりますＵＲ都市機構の宅地、

それと摂津市が取得しております宅地が

ございまして、一体的なまちづくりとい

う形で都市型居住ゾーン。摂津市では、

できれば定住をキーワードにしたまちづ

くりを進めていきたいと考えております。

　今後５か年の計画で区画整理事業を進

めてまいりますが、課題である隣の処理

場等もございますが、まちづくりとして

は一体的なまちづくりを計画していきた

いと考えております。

　２番目に、ＪＲ千里丘駅西口、正雀の

駅周辺のまちづくりのご質問でございま

すが、ＪＲ千里丘駅西口につきましては、

現在も準備組合等と協議しながら再開発

手法で整備が図れないかということで協

議もしておりますが、その中には反対を

されている大口地権者、あるいは推進派

の大口地権者がありまして、この権利関

係の調整に苦慮しているところでござい

ます。

　今現在でも準備組合としては、再開発

手法を諦められたわけではございません

ので、市としましては再開発準備組合の

意向を踏まえながら、今後どのようなま
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ちづくりをしていくかということを検討

してまいりたいと考えております。

　正雀のまちづくりにつきましては、ハー

ド面というよりも現在はソフト面のまち

づくり、ワークショップを開催しながら、

まちの状況、今後のあり方を市民の方々

と一緒に今後の方針を決めていきたいと

いうことで、ワークショップを開催しな

がらまちづくりを進めているところであ

ります。

　次に、連続立体交差の考えでございま

すが、これにつきましては市の方針とし

まして、施策として鉄道の高架につきま

しては、推進してまいりたいと考えてお

ります。現在も国費をいただきながら調

査をしておりまして、ことしで３年目を

迎えて、準備段階の国費調査につきまし

ては、本年度で終了いたします。

　現在、課題として抱えているのは、茨

木市域にまたがる鉄道の高架部の協力に

対して、茨木市にもお願いしているとこ

ろでございますが、なかなか協力が得ら

れないという状況でございます。今年度

中には一定方向を見出しながら、事業実

施に取り組んでまいりたいと思っており

ます。

　この鉄道の高架につきましては、市主

導型で取り組んでまいりたいと思ってお

りますが、その周辺のまちづくりについ

ては、市民の意見を聞きながら、協働と

いうキーワードをもとに、計画を市民の

方々と一緒に検討してまいりたい。細か

い技術的な問題につきましては、行政側

に任せていただいて、計画について市民

の方々の意見を聞いていきたいと考えて

おります。

　以上、私のほうから３点の答弁とさせ

ていただきます。

○三好義治委員長　小山部長、もともと

質問者は、大規模空地の新たなまちづく

りというのは、吹田操車場跡地でと思う

けどというようなクエスチョンマークで

つけられているんですね。

　だから、大規模空地の新たなまちづく

りというのは、それ以外にはないという

ことも明確に言うてもらえるのか、吹田

操車場跡地だけとらまえていいのか、こ

れが質問者の意向なんです。

　それと、今のまちづくり駅前の整備も

正雀駅前とＪＲ千里丘駅西口と思うけど

もというクエスチョンで質問しているん

で、そこは明確に答弁していただけます

か。

　小山部長。

○小山都市整備部長　大規模空地という

言葉でございますが、今現在、市が抱え

ている大規模なまちづくりとしましては、

ご質問のとおり吹田操車場跡地、あるい

はＪＲ千里丘駅西口、正雀駅前等、課題

として抱えております。

　ただ、これだけに限ってはおりません

で、今後、大規模な空地がもしできてく

れば、それについても今後、そういうま

ちづくりについては取り組んでまいりた

いと考えております。

○三好義治委員長　宮川部長。

○宮川土木下水道部長　それでは、続き

まして公共交通についての決意というよ

うなお話でしたので、その話に少し触れ

させていただきたいと思います。

　今、私どももバス懇談会というような

形の中で、市内循環バス、あるいは市内

公共施設の巡回バス、こういうバスをど

ういうふうにしていくか。体質的に無料

のものと有料のものがまざると、ここら

の整理をしていかなければならないかな

というふうに考えておりまして、バス路

線の充実ということにつきましては、市

民にとって利便性の高い、あるいは移動

手段としての確保、これは必要かなとい
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うふうに思っております。

　ですから、今後どういうふうな形にな

るかということは、まだまだ懇談会の中

で煮詰めたいと思っておりますけれども、

バスに対するネットワーク、これは皆さ

んに満足いただけることの近い内容で取

り組んでまいりたい、このように考えて

おります。

　続きまして、バリアフリーの内容でご

ざいますが、バリアフリーにつきまして

は、平成１７年、１６年度ですけれども、

本市の基本構想というふうな形でＪＲ千

里丘駅、あるいは阪急正雀駅、この２駅

を中心とした整備ということで、重点整

備地区、あるいは特定経路、この内容を

決めております。

　今回、そのような中でバリアフリーの

メニュー、どういうふうなものが出てく

るかということで委託をさせている状況

にございます。この内容につきましても、

非常に費用がかさんでくる内容もござい

ますので、今後、財政のほうとも重々協

議してまいりたい。その中で、今現状と

して取り組んでおりますのは、市道の千

里丘三島線、この分で用地買収をし、道

路の幅員を確保した上で、それに近い形

の整備をしていくという内容で取り組ん

でいる現状でございます。

　あと、道路の内容でございますが、道

路につきましては、私どもが管理してい

る距離、大方２００キロ近くございます。

これらを良好な形で維持管理していく上

におきましては、維持管理費というのが

非常に大きな課題となってきております。

といいましても、それが一気にできる内

容ではございませんので、今後、計画的

に良好な形での維持管理をしていきたい

と、こういう思いで、一応今のところ私

どものほうで５か年の計画を今つくって

いるというような状況でございます。そ

の５か年の内容につきましても、費用に

換算しますと１１億５，０００万円ほど、

５年でかかるかなという試算をしている

ような状況です。それを５年で割り戻し

ますと、２億３，０００万円、４，００

０万円、このあたりの費用がかかってこ

ようかと思います。

　ですから、このあたりにつきましても、

今後、市の財政を見据えた中で、財政当

局とも十分管理していただく中で整備を

推進していきたいと、このように考えて

いるところでございます。

　続きまして、公共下水道の内容でござ

いますが、非常に財政的に厳しい状況に

ございます。ことしも平成２１年度の決

算を打った中では赤字が出ております。

本来、赤字が消せるという認識でおりま

したけれども、今の経済事情の中では水

需要が減っているという状況の中で下水

道使用料の額も見込みどおりには入って

こないという状況でございます。

　ですから、今後、整備区域も多少では

ございますが増えてまいりますので、下

水道の使用料については伸びがあるかな。

ただ、大口需要の中で非常に節水が盛ん

になされている状況がございます。これ

は、大きく経済に影響している内容でご

ざいますので、このあたりはもう少し経

済上の流れを見据えてまいりたいと、こ

のように考えるような次第でございます。

　あと、雨水対策でございますけれども、

本市の場合、以前と比べますとかなり雨

水処理についてはよくなってきていると、

こういう認識ではおりますが、まだまだ

手を加えなければならない状況が安威川

以南にございます。安威川以南のほうの

雨水整備につきましても、私ども今認識

しているところ、東別府地域が一番弱い

かなというふうに認識しております。こ

のあたりにつきましても、雨水整備とい
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いますか、雨水の幹線整備、これをして

まいりたい。これをすることが、一つの

大きなポイントになるんではないかなと

いうふうに考えております。

　ですから、これにも非常に費用が大き

くかかってまいります。雨水整備の場合

は、非常に施工する施設が大規模になり

ますので、今、私どもが考えております

東別府幹線、それを整備するとすれば、

約２５億円強の費用が必要になってこよ

うかと思います。

　ですから、そのあたりでは、私どもも

先ほどからいろんな課題の中では、財政

当局との調整が必要になってこようかと、

このように考えるところでございます。

　その次に、事故防止の取り組みという

ことでございますが、なかなか難しい問

題でございます。事故防止ということに

なりますと、摂津警察、ここらとも連携

をとった形の中で、自転車ですとか、最

近は高齢者の事故が非常に多くなってき

ているということで、そういう重点施策

の中で取り組んでいると。小学生向けに

は、自転車の安全教室ですとか、あるい

は老人向けにもそういうふうな形。一般

免許をお持ちの方々には秋、あるいは春

の交通安全運動週間におきまして、交通

ルールの講習会を開催するなど、そうい

うふうな形で少しでも事故防止に向けて

の啓発活動を行っておるというような状

況でございます。

　その次に、河川・水路を魅力的な空間

でというようなお話ですが、午前中にも

お話させていただきましたように、水と

緑のネットワークというような形で河川

の活用、あるいは水路の活用、そして公

園施設におきましても、健康遊具を配備

するなどした形の中での取り組みですね。

　ですから、今後まだ十分そういう施設

整備もできておりませんので、私どもと

しましては、そういうところで健康遊具

の整備などをした中で、市民への健康を

促進してまいりたいと、このように考え

ているような状況でございます。

○三好義治委員長　中岡部長。

○中岡水道部長　野原委員のご質問でご

ざいますけれども、上水道事業といいま

すのは、皆様ご承知のとおり、独立採算

制ということで、受益者負担が原則になっ

ております。その中でどういう格好で耐

震化を進めるかという話なんですけれど

も、まず水道事業の場合、最近の経済状

況でいいますと、平成２０年度決算で純

利益が３億５，３００万円、平成２１年

度で２億６,６００万円、やっぱり年々

水需要が減ってきておりますので、減少

してきております。

　今後も減少すると考えられますので、

純利益をまず確保するには、費用のほう

の部分を削っていかなあかんという状況

が出てまいります。

　そういう厳しい中で、摂津市としまし

ても、まず井戸水の関係でいいますと、

今３２％ほどが井戸水なんですけれども、

できるだけ井戸水を上げれるような努力

をしていきたい。大阪府営水に対しては、

承認水量を減少するような形で毎年協議

をいたす中で、自己水のほうを限度であ

る４００万立方メートルぐらいは上がる

ようには努力していきたいと思っており

ます。

　それからまた、業務のほうにつきまし

ては、平成２２年度から浄水場の委託を

しておりますけれども、それについても

平成２３年度からは職員の退職にあわせ

て、夜間だけでなく土・日・祝祭日も委

託をしていきたいと考えております。

　また、開閉栓業務につきましても、職

員の退職にあわせて委託を平成２３年度

からはしていきたいと考えております。
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組合と協議がつきましたら、平成２３年

度４月から実施してまいりたいと考えて

おります。

　最近、水需要が減って８，０００万円

なり１億円なり給水収益が減っているん

ですけれども、その中で費用を減らすこ

とによって、今のところは利益を保てて

いるような状況でございます。

　今後につきましては、耐震化、総合計

画でいいますと１０年後に２８．３％と

いうことですけれども、それについても

なかなか財政的には厳しい状況でござい

ます。

　ただ、私ども、もし利益が減ったら減っ

たで、起債の増額なりを後年度負担には

なりますけれども、ある一定この数字に

近づけていくような計画の進行というの

は考えております。

　そういう状況ですので、厳しい状況で

はございますけれども、今後とも安心・

安全については、できるだけ今の状況、

今の計画ができるように実施してまいり

たいと考えております。

○三好義治委員長　有山部長

○有山総務部長　危機管理対策の強化、

対応能力の強化ということについてでご

ざいますが、各種災害等のマニュアルの

作成、私どもは平成１９年に本市の防災

計画をつくったところでございますが、

これに対応する具体なマニュアル化、そ

れから、災害発生時に対応できるように

演習訓練等が必要になってくると思いま

す。先週、先々週と日曜日に自主防災組

織での訓練などが行われているところで

ございます。

　それと、昨年起こりました新型インフ

ルエンザ、こういうものにつきましては、

職員がだんだん減っていくという状況の

中での市の側の対応。あるいは、震災の

ように人がだんだん戻ってくるというよ

うな対応、それぞれの事例によって対応

の仕方が変わろうかと思います。

　本市でできることはできるように努力

すべきと考えておりますが、ある部分に

おきましては、国の対策の部分が大きい

ものでございます。

　例えば、阪神・淡路大震災のときにア

メリカ政府から支援策として示されまし

た軍の病院船の派遣を含めた１０数項目

の内容に対しまして、国は毛布などの受

け入れを表明したにすぎません。現実に、

各国からの救助犬、医療などの派遣の申

し出に対しまして、動物検疫に例外を認

めることや日本の医師免許を持たない外

国人医師が国内で医療活動をすることな

どは、その当時、是非が問われ、政府内

でも対立が生じたように記憶しておりま

す。

　このようなことを考えますと、私ども

といたしましては、さまざまな状況を想

定して、緊急時に係る判断を養うという

ことで、実践的な防災対策訓練が必要に

なってくると思っております。毎年１月

に行われます参集訓練のみならず、防災

訓練、消防訓練などにおいて、市民の生

命・財産を守るといった観点から、行政

の役割とその責任を問うという訓練が日

常的に必要になってくると考えていると

ころでございます。

○三好義治委員長　浜崎理事。

○浜崎消防本部理事　では、消防広域化、

または連携について、どのような方向性

を持っているかというご質問にご答弁さ

せていただきます。

　この問題につきましては、先日、消防

広域化につきましては、少し現状を申し

上げますと、平成２０年３月、大阪府に

よる大阪府の消防広域の推進計画が示さ

れまして、当市におきましては、北摂ブ

ロック、すなわち北摂エリアの７市３町
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に属している。その枠内で広域化をとい

う案が示されました。

　それを受けまして、７市３町の消防長

をトップといたします消防担当者により

まして、消防広域化の検討会が設置され、

その後、平成２１年１１月には、その検

討結果がまとめられましたものを各市長、

各町長にお示しいたしましたところでご

ざいます。

　その後、すぐに大阪府のほうから、各

市、各町に広域化のアンケートを配りま

して、それを一定集約しまして、その後

に各市・各町長に今後の広域化の促進を

図るということで協議会を設置する依頼

をかけていくということでございました

が、今のところまだ当市のほうには来て

おりません。

　なお、議員のお話にもございました、

たしか１０月２２日に報道発表されまし

た箕面市、豊能町の消防の連携、そして

大阪府下、これは全体でやられているこ

とでございますが、救急安心センターの

連携ということで、少し広域化でござい

ますが、各種の事務の一つ一つの部分の

ところで広域連携を今しているというの

が、ちょっと目立ってきております。

　もともとは、消防相互応援協定があり

ましたが、これは主に災害活動で運用さ

れていたものでございますが、今後は恐

らく施設や設備の共同運用、それから一

部予防業務の共同運用、そして共同処理

などがあるのではないかと私は思ってお

ります。そういう新しい手法による連携

も視野に入れていく必要があると考えて

おります。

　今後の消防の広域化や連携につきまし

ては、新しい広域の組み合わせや新しい

手法での連携手法、ご提案がございまし

たら、協議の場に出向きまして、市民の

皆様の安全・安心の確保を最優先に、消

防力や財政面など等を主眼に置きまして、

そのメリット・デメリットをよく検討・

協議いたしていくところでございます。

○三好義治委員長　羽原公室長。

○羽原市長公室長　まず、平和と人権を

大切にするまちを、どういうふうに形成

するかというご質問でございます。

　現在、世の中非常に大きく変わってき

ておりまして、これまで安定して運営で

きていたさまざまな取り組み、施策につ

きましても、これまでと同じような理屈

はなかなかできないと。特に、地域社会

の諸問題にしましても、人間関係の希薄

化とかそういう問題で非常に複雑化して

おると、そういうことも現実ございます

し、例えば、人権に絡む同和問題にいた

しましても法律関係が基本的に変わって

きた。

　また、平和の問題にしましても、グロー

バル化等で世界の構造がかなり変わって

きておる。これは、きのう、きょうのニュー

スを見ましても非常に印象づけられると

ころかなというふうに思っております。

　そういう中にありますので、我々とい

たしましたら、これまでの市民憲章、都

市宣言の精神をしっかり踏まえて取り組

んでいく。特に、内部的にいいますと、

人権協会であるとか、これまで共同して

ともに取り組みをしてきた諸団体もござ

います。その方々のお力もおかりしなが

ら取り組んでいくべきことかなというふ

うに思っております。

　本市におきましては、社会のルールを

守る人づくりという、人間基礎教育とい

うことの提唱をしておるまちでもありま

すし、その精神・考え方も踏まえて、人

づくりを一つの大きな課題にしながら、

いろんな市民の方のお力をおかりしてやっ

ていくべきものというふうには考えてお

ります。
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　次に、協働ということでございますが、

特に新しい言葉ではないんですけども、

ちょっと耳なれないという部分がござい

まして、果たしてどうしていくのかなと

いうことがございますけれども、私ども

としましては、きちっとルール化をまず

考えていきたい。ただ、最初から完璧な

ルールはできないだろうと思います。ちょっ

と正確にはわかりませんけれども、日本

で最初にそういうのを市民と議論しなが

らつくった横浜市の前例などあるわけで

すけども、それを見ましても、相当その

裏には失敗も含めまして、いろんな経験

があるはずだというふうに思っておりま

す。

　私どもの今考えておりますのは、行政

の内部でまず議論が要ると。例えば、行

政評価の仕組み一つとりましても、今ま

でのやり方でいいのかということも考え

る必要があるだろうと思っております。

内部の議論と、あと、まちをつくってい

く市民、事業者、行政、この三つを考え

ておりますから、まず市民の方、事業者

の方にも市の提唱しております協働とい

うことの基本的なご理解をいただく必要

があると。この努力については、まず最

初にしていく必要があるかなというふう

に考えております。

　来年度、そのあたりの取り組みを具体

的に進めていきたいなというふうに思っ

ておりますし、その辺では一定のガイド

ライン、修正は当然必要になると思いま

すけども、原理的なルールはつくってい

く。その上に乗って、まず実践としての

取り組みを具体に可能なところから進め

ていきたいというふうに考えております。

　それを積み上げていくことによって、

数年後には共通認識としてのルールが整

備できていくのかなというふうに考えて

おります。

○三好義治委員長　　公室長、協働の概

念だけではなしに、部門、窓口も置いて

から取り組むのかというのが質問者の質

問ですから。

　公室長。

○羽原市長公室長　今、直ちに専門の部

門を設けるという考えは持っておりませ

ん。

　ただ、市民活動支援課という組織が一

つできておりますので、市民活動を支援

するいう角度から、そこは協働という問

題については大きな切り口になるだろう

と。

　あと、政策推進課のほうで各部・課の

業務の推進を一定調整・コントロールし

ながら、当面やっていきたいなというふ

うには考えております。

○三好義治委員長　水田部長。

○水田生活環境部長　第２節の生命・財

産を守り、安心して快適に暮らせるまち

にしますという中の犯罪の減少をしてと

いうことで申し上げます。

　犯罪の減少をさせるためには、当然、

摂津警察署、それから防犯協会の連携は

もちろん必要でありますけれども、自衛

の意識、当然必要であるかなと思います。

そのために、地域のコミュニティづくり

の中心的な担い手であります自治会の中

での各種団体が今現在、セーフティパト

ロール隊を立ち上げて活動していただい

ております。当然、そのことに対しても

市としても支援していかならん。現状、

ある意味、活性化という意見の中でも支

援をしていっているところではございま

すけれども、ソフト面でいきますと啓発

事業が一番大事かなと考えています。こ

れは、単発だけではなくて、年間を通じ

ての啓発が必要ではないかと考えており

ます。

　それと、ハード面につきましては、当
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然もちろん防犯灯の設置というところが

ございますけれども、現状、一定、全市

的には整備が整っているのではないかな

というところで、１０年後の見通しにし

ても若干数字の部分しかないんですけれ

ども、今後どういった形で進めていくと

いうこことで考えますと、照度アップと

かも当然あります。ただ、今現在、みん

なＬＥＤとか照明のこと関して技術的な

ものがかなり発達してまいりますので、

そういう経費面も考えていく中で、それ

がもし可能であれば、さらにそういう設

置箇所も増えていくんではないかなとい

うところがございますので、現状そうい

うふうな要望を見回しまして、考えてま

いりたいというふうに考えております。

○三好義治委員長　野原委員。

○野原修委員　それでは、再度質問させ

ていただきます。

　まず、大規模空地の新たなまちづくり

で、吹田操車場跡地、そこを一応、防災

機能を備えた都市公園と、そういう位置

づけで今後取りかかられるかと思います。

　そういった場合に、例えば竹ノ鼻ガー

ド、ああいったところを摂津市民が利用

するときに、あのままでいいんかどうか、

その辺も総合的に考えた中で防災公園と

いう形の位置づけをされたときに、今後

どういうとらえ方というか、方向性を持っ

ていかれるのか。

　それと、先ほど言われました正雀処理

場の機能停止、これは平成２４年吹田市

が正雀処理場の機能を停止するというの

は決まっております。それを踏まえた形

の総合的なまちづくりを今後考えていく

と。これは、建設常任委員会でもいろい

ろ協議されている中で、過去からの経緯

の中で我が市が主張するべきところはきっ

ちりと主張した中で、そういう方向性を

主張していくということも必要かと思い

ます。

　そういった中で正雀処理場について、

今すぐには答えれるかどうかわからない

けど、そういう機能停止を踏まえた中で

都市公園をどういう形に持っていくのか

ということを再度ご答弁いただけたらと

思います。

　続きまして、駅前の整備ということで、

ＪＲ千里丘駅西口は、今お聞きしたよう

な形の一部地権者の方が多く持っておら

れるという形でなかなか再開発が進まな

いという中で、過去、都市計画変更とい

うのか、何かそういう話も一時出ていた

ような話をするんですけど、その辺で区

画変更なんかして駅前再開発できるのか

どうか。具体的にスピード感を持って再

度やる。これは、平成２７年に吹田操車

場跡地の道路がＪＲ千里丘駅西につなが

ると。そのタイミングを外したら再開発

は多分できないような形でそれが最後の

駅広のチャンスになるかと思います。そ

れには本当にタイムリミットというとこ

ろが限られております。そこに対してど

ういう考えを持って今後挑まれるのかお

聞きしたいと思います。

　それと、正雀駅前は今、まちづくりに

対してはワークショップを使ってそれぞ

れ市民の方の意見を吸い上げるという形

で、ソフト部分はよくわかるんですけど、

現実にこれも十三高槻線がそういう形で

整備されてきて、側道からバスを引き込

んで駅前をどうするというような形の計

画も多分されておろうかと思いますが、

その辺のお考えを再度お聞かせいただき

たいと思います。

　それと、鉄道敷きによる地域分断のこ

とで、今、連立高架の話を答弁いただき

ました。そのときに、これは民間が出し

ている、阪急摂津市周辺ガイドマップと

いう形で、香露園近辺のまちを紹介され
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ておるものでありますが、そこを連立高

架することによって、南千里丘と香露園

一帯、昭和園、また千里丘東をどのよう

な形に、まちづくりをするんだという形

のものも一定考えられた中でまちづくり

を進められておるのか、その辺のお考え

をお聞かせいただきたいと思います。

　続きまして、公共交通の利便性の向上

とバリアフリー、道路に関しまして、摂

津市約２００キロ弱、道路、市道という

形で管理して、私も建設常任委員会でい

ろいろ勉強させていただいた中で、なか

なか摂津市の道路というのは、他市に比

べて、吹田市、茨木市に比べても亀の甲

でぼこぼこしていると。それは、今まで

財政上の、過去当初４，０００万か５，

０００万円、やっと１億円近い整備費が

ついたという形の中で最近進んで、過去

はどうしても下水道の工事とか上水道の

工事にあわせて、そこまで待ってくれみ

たいな話から、やっとちょっとは進んだ

かなと思いますけど、今の部長のお話を

聞くと、やっぱり最低、５年計画でやっ

ても、最低でも年、２億３，０００万円

の金を突っ込まないと、なかなか道路整

備というような形はできないと。

　これは、本市の今の財政状況で、そう

いう形のものができるのかどうかという

のは大変難しいと思いますが、これは本

当に予算あってのことでありますが、今

後そういう形でまた努力していただいて、

各課と連携した中で、やっぱりそういう

市民が安心して道路を使えるというよう

な形の取り組みをお願いしておきたいと

思います。

　それと、バリアフリーに関しましても、

本当にまだまだこれも予算を伴う形で、

やっと千里丘三島線の一部にそういう形

が始まってきたように思います。

　話は前後しますが、南千里丘の開発に

関しましても、千里丘三島線の都市計画

の中で本当はとっくに買収は済んでて、

あそこの右折レーンも本来は完成してい

るという形ですが、ここの買収もほんの

３年前か２年前か、ちょっと日にちは定

かではないんですが、そのぐらいから道

路課のほうで買収という新たなそういう

取り組みが始まったという形で、こうい

うまちができるというのは、過去わかっ

ていたはずで、それまでに何でそこが買

収できなかったのか、手をつけれなかっ

たのか。そういう計画性のなさが、今現

在のやっぱりある意味、その場当たり的

といえば言葉が過ぎるかわかりませんが、

計画はそこにあるのに、そういう道路も

つくという形の中で今後やっていく中で、

連立の場合でもそうなったときには、周

辺のまちづくりをどうするかと。それを

決定したら、そういう方向に向かって進

むという形が必要ではないかと思います。

　バリアフリーに関しても、今後積極的

に進めていただくことをお願いしておき

ます。

　続きまして、上水道に関しまして、今、

自己水の関係でお聞きしました。現在は

３２．０７％で、平成３２年には３３％

と、０．９３％そういう形で自己水を伸

ばすという数値が余りにも少ないんでは

ないかなと感じます。

　これは、部長が今まで大阪府にいろい

ろお願いした中で、要するに　府営水を

少なくして自己水を増やすということが

一番健全会計というのか、どうしても利

用者の節水という形で収入が少なくなっ

たときに、自分とこの水をより多くくん

で、市民の方に供給するという形が最良

だと思います。

　そういった中では、自己水の占める割

合が少ないではないかと思います。この

辺のところに関してもう一度お考えをお
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聞きします。

　民間委託に関しましては、本年度から

そういう夜間の業務委託を民間に委託さ

れて、あくまでも安全というのを確保し

ながら、いろんな対処をされている。ま

た、震災が起きたときには、１週間そう

いう各方面で水が供給できるような、そ

ういう危機管理もされているということ

は、市民は安心されると思います。

　そういった意味で、自己水の割合につ

いて再度お聞かせください。

　公共下水道に関しましては、これは今

話題というか、昨今問題になっておりま

すゲリラ豪雨、１０年に一度、１００年

に一度という形のもので、下水道の許容

とかその辺と河川の氾濫とか。今また、

吹田市の大幅な造成がなされて、今まで

山であったものがコンクリートになって

いると。そういった形のものが一挙に摂

津市市域に流れ込んでくるおそれがある

と、そういった中での対策をどういうふ

うに考えられておるのか。

　また、財政の健全化という意味の中で、

下水道の早期接続という形のものの取り

組みをどう考えられておるのか。これは、

正雀処理場の今後の使い方による形でも、

早期に下水道への接続を早めるというこ

とは、そちらの汚水対策にもなろうかと

思いますので、その辺の考え方をお聞か

せください。

　７番目の交通事故や犯罪を減少させる

という形で、今、交通事故に関しまして

は、一番自転車が問題になろうかと思い

ます。これは、ちょっと各課をまたぐ質

問になろうかと思いますが、例えばちょっ

と細かい質問になろうかと思いますが、

自転車の安全という形で、マナー向上と

いう形で、子どもたちにはそういう正し

い自転車の乗り方というのは、各学校で

も警察に来ていただいてやっていると。

　一番必要なのは、そこに参加されてい

る保護者。例えば、授業参観の後なんか

に１時間でも時間をとって、保護者の方

に本当に子どもの見本になるような、自

転車の乗り方とかマナーとか、そういう

ことを指導して、やっぱり子どもは両親

の背中を見て育つという形がありますの

で、そういう取り組みもできないのかど

うか。

　これは、全体的な方向として、やっぱ

り摂津市全体の交通、自転車のマナー向

上という意味での取り組みとして、各課

連携した中での交通事故の減少という形

と、マナーを結びつけた取り組みができ

ないのかどうかお聞かせください。

　それと、犯罪減少ということで青パト、

民間で今動かしてもらっています。また、

市独自でも２台動いているんですか。ど

うしても、だけど今、夜間で動いている

というのは、商工会青年部の方々が８時

から１０時、週１回動いているという形

でしかないんですが、そういう形で学童

保育の子どもたちが下校する６時、７時

とか、暗くなったときの青パト、そうい

う形のものを自治会とかそういう方に多

く呼びかけて、そういう子どもたちの安

全をみんなで守っていくような形。また、

それがだめだったら、市職員なり私も何

回か乗って、また私もそういう形の参加

はしたいと思いますが、やっぱりそうい

う協働という形の中では市職員が先頭に

立って、そういう取り組みをやっていく

ということも考えられないのかどうか、

その辺の考えもお聞かせください。

　それと、次の危機管理体制と対応能力。

今、有山部長のほうからご答弁いただき

ました。

　そういった中で一つ、本市の危機管理

という形で、今、本市の管理職の方、私

も２回、早朝の危機管理の実践訓練を講
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堂で行われたものに参加しました。

　そういった中で、他市から来られてい

る方が多いという形の中で、現場へすぐ

張りつけに行くという、多分その辺のシ

ステムも完了されてて、今、摂津市内に

いてる職員でまず初動をどうするかとい

う形の、そういうマニュアルもできてる

かと思います。

　ただ心配なのが、今は新卒とかそうい

う若い職員が、本当に摂津市のこの場所、

例えば八町とか別府とか、そういうとこ

ろの自分が行く担当の部署にすっと行け

るんかどうか、その辺の把握は全部でき

ているのか、その辺のことも多分教育は

されているとは思うんですけど、その辺

の形はできているのか。

　また、避難地、学校なんかへ避難する

ときに、そこが本当に施錠されてて入れ

ないような形がないんか。また、そこを

あけるときには教育委員会の、例えばそ

の中で校長先生がそこの管理をしている

のか。それとも、今回は自治会の人がそ

ういう形のもので開放してもらえるよう

な避難所をすぐ確保できるのか。その辺

の連携はどうなっているのか。その辺を

お聞かせ願いたいと思います。

　それと、これは先日新聞紙上にも載っ

ておりました、震災が起こった場合に陸

の交通路が遮断されたときに、淀川の鳥

飼の船着き場、そういうところの河川整

備をすることによって、そういう施設を

確保するというような物の考え方はでき

ないのかどうかお聞かせください。

　それと９番目、消防・救急救命体制の

ことであります。今お聞かせいただきま

して、今の「救急安心センターおおさか」

というのは、多分国のモデル事業で、本

年度で予算はなくなるんですか。その辺

がちょっとわからないですけど、なくなっ

た場合に今後どういう形で続けていかれ

るのか、それともそこから外れるのか、

その辺のことを再度お聞かせください。

　それと、消防のほうでは地域連携をこ

れから深くやっていかれる、今でもやっ

ていかれているんですけど、そのときに

また今後、産・学連携という形で去年で

すか、職域という形で連携してもらいま

して、企業の方に参加してもらって、摂

津市のそういういろんな消火活動にも参

加していただくという先進的な取り組み

を摂津市がやったと。

　それでまた、学生を交えたというか、

昼間人口の多い摂津市の特徴を生かすと

すれば、学生の力も活用できるという形

のものもあろうかと思いますが、その辺

のお考えはどうなのか。

　また、地域消防力の向上という形で、

どうしても今サラリーマン化されている

消防団の方、そこのてこ入れという形の

ものをどう考えていかれるのか、そこを

お聞かせいただきたいと思います。

　続きまして、河川・水路の魅力的な取

り組みという形で、今、他市のほうでは

こういう形で都市公園再生プログラムと

いう形が出ておるんですが、そういうと

きにはここの公園はスポーツができる、

ここの公園はいやしができる、ここの公

園はどういう公園ですよというような特

色ある公園。それぞれ、ここの公園はこ

うですよという形のものがインターネッ

トで紹介されたり、また、お知らせ版と

か広報なんかでそういう形の提供をされ

ております。我が市の場合はどうなって

おるのか。また、今後どういう方向でそ

ういうものをされていくのか。

　場所によっては、公園というのは今ま

では子どもが使うものであったが、これ

からはどうしても高齢者の方が使われる

ということになったら、遊具なども先ほ

ど一部説明がありましたけど、子どもの
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遊ぶ遊具から、今度は高齢者がそういう

予防医学というのか、健康のために使う

という公園も出てきてもいいんかなと思

います。その辺の考え方をお聞かせくだ

さい。

　それと、淀川とか大正川のところで野

鳥の鑑賞というか、そういう形のもので、

本当に環境が整っている中でのそういう

形を市民の方にＰＲできて、本当にいや

しの空間ということで河川を使うような

考え方をどう考えられているのか。

　最後に、平和と人権ということで、今

お聞かせいただきました。

　確かに今、いろんな形で人権というの

は難しいと思います。子どもが自分の大

切さを知り、他の人も大切にする人権意

識や態度を身につけますという形が、一

番大きいいじめとかそういういろんな形

のものに関しても、そういう取り組みが

必要かと思います。

　五中のほうでは、ハートフル運動とか

そういった形で、また思いやりの連鎖と

か、それぞれが他人を思いやれるような、

そういう気持ちも出てきております。ま

た、味舌地区ではあいさつ運動というよ

うな形の展開も出てきております。

　摂津市では、幸いに５年前から人間基

礎教育という形のまちづくりの一つの方

針が出ております。今の摂津市の平和宣

言、そういったものの中での人間基礎教

育、それをベースにしていって、そうい

う一つのものづくり、方向性をきっちり

と示すには、一番最適なソフトの部分で

はないかと思いますが、その辺のお考え

をもう一度お聞かせいただきたいと思い

ます。

○三好義治委員長　小山部長。

○小山都市整備部長　それでは、野原委

員の２回目のご質問に対して答弁申し上

げます。

　１点目の大規模空地の新たなまちづく

りで吹田操車場跡地の中で防災公園と、

それと竹ノ鼻ガードの改修等についての

ご質問でございます。

　市が買収しました防災公園につきまし

ては、山田川に接して吹田市側に防災公

園を計画しております。山田川に沿って

竹ノ鼻ガードが現在もございます。この

竹ノ鼻ガードの改修につきまして、以前

に改修計画を行った経緯がございます。

　竹ノ鼻ガードは、今現在は車道が一方

方向の通行、歩道がかなり狭い幅員で整

備されておりますが、このガードを改修

するに当たりまして、鉄道支援機構と協

議いたしましたが、かなりの期間がかか

る。それともう一つは、かなりの費用が

かかる。それと、もしそれが可能であっ

ても、南側におきまして、かなりの用地

買収が市の負担として伴ってきます。

　それと、北側につきましても、北側側

道と申しまして、岸部千里丘線に接する

ためには、道路の勾配がかなりきつくな

りまして、車道として取りつけるのは非

常に困難な状況になります。

　そういった面で、防災公園の寄りつき

として、歩行者だけでも何とか寄りつけ

ないかということで、現在検討しており

ます。歩行者につきましては、何とかガー

ドの一部をオープンにし、防災公園、あ

るいは都市公園のほうに階段で上がれな

いか。スロープでありますと、非常に長

いスロープになりまして、構造上問題が

出てまいりますので、何とか階段で、す

ぐ上がれるような構造に改修したいとい

うことを検討しております。

　それと、正雀処理場の跡地につきまし

ては、これにつきましても吹田市に現在

申し入れをいたしております。吹田操車

場跡地まちづくりの一環とし、市の整備

計画にあわせたまちづくりをお願いして
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おります。

　今後、そういうような協議も進めてま

いりたいと考えております。

　次に、ＪＲ千里丘駅西口の問題でござ

いますが、区画の変更、区域どりのこと

だと思いますが、一度小さな区域で検討

してまいりました。それで、検討した結

果が、これが再開発事業になるのかとい

うことも大阪府と協議をしてまいったわ

けであります。

　ただ、準備組合としては、その小さな

区域で開発が進めば、今度全体的な再開

発事業としてどうなるのかという課題も

ございまして、なかなかその計画、区域

どりも進まない状況であります。

　現在、千里丘西準備組合におかれまし

ては、民間ディベロッパーの協力の下、

民間主導型の開発ができないかどうか。

あるいは、そういう勉強会も過去に３度

ほど行われております。

　そしてまた、今回新たに事例がござい

まして、東岸和田の再開発等を近々に視

察される予定をしております。

　そういったことで、準備組合としても

何とか再開発事業でできないかというこ

とで、今後も進められてまいると聞いて

おります。

　それと、正雀のまちづくりでございま

すが、十三高槻線が今後完成してまいり

ます。ただ、正雀川を抜ける工事につき

ましては、早く完成しますが、その先、

阪急京都線をアンダーパスで抜ける工事

につきましては、まだ完成がかなりおく

れると聞いております。

　そんな中で正雀のまちづくりについて

でございますが、十三高槻線が完成すれ

ば、正雀駅前を抜ける車両がかなり減少

するものと考えておりまして、そういっ

た中で駅前をどのように整備していくか

ということも今後ワークショップや勉強

会の中で市民の意見を聞きながら検討し

てまいりたいと考えております。

　次に、連続立体交差事業につきまして

でございますけれども、現在は鉄道高架

の調査を行っております。今後の地域の

まちづくりについて、全体的に市民の方々

に参加していただいて、部分的にどうい

うまちづくりがいいのかということも聞

いてまいりたいと。来年度は、そのよう

な計画もしております。

　香露園、昭和園につきましては、具体

的な計画につきましては現在ございませ

ん。今後、市民の意見を聞きながら、ど

ういう整備ができるのか。あるいは、費

用対効果等を考えまして、市民の皆さん

と検討してまいりたいと考えております。

○三好義治委員長　宮川部長。

○宮川土木下水道部長　それでは、公共

下水道にかかわります内容でゲリラ豪雨

の内容についてのご質問かと思います。

　私ども下水道計画をする上におきまし

ては、内水対策上の施設という位置づけ

の中では降雨確率年度、１０年というこ

とで、時間雨量にしますと約５０ミリ弱

の雨を対象にしております。ゲリラ豪雨

ということになりますと、時間雨量１０

０ミリというような形での降雨がゲリラ

豪雨という現状で言われているような状

況にあります。

　ですから、正直申し上げまして、ゲリ

ラ豪雨に下水の対応が間に合うか、これ

は非常に難しい話で、瞬時の雨でしたら

何とかなるかもわかりませんけども、こ

れが継続的に長時間に及んだ場合には、

恐らく持たない状況になろうかと思いま

す。

　吹田市のほうでは今、いろいろな形の

中で造成、あるいは開発がなされている。

吹田市におかれましても、内水対策上と

しましては、公共下水道でいう１０年確
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率の雨でもって開発指導がされているん

ではないかと、このように考えます。

　それ以上の地形的な問題もありますか

ら、場所によっては面積にあわせた形で

降水量にあわせた遊水池、こういうもの

を整備されているという状況にあると思っ

ております。

　私どもとしましては、雨の対策としま

しては、ともかく１０年確率の雨整備、

これを一刻も早く仕上げたいというふう

な思いではおります。

　ただ、先ほども申し上げましたように、

雨水整備には非常に多額な建設費がかか

わってくる。ここに大きく整備がおくれ

る要因になっているかなというふうに考

えておるところでございます。

　もう一つ、公共下水道の健全化計画の

中での接続の話ですが、ご指摘のとおり、

今後どういうふうに接続を増やしていく

かということでは、私どもも今現在、担

当課のほうでは接続に向けた協議、啓発

活動を実施している状況にありまして、

啓発活動の中ではまだ未接続の家庭のご

理解をいかに取りつけるかというところ

が大きな問題になっているかと思ってお

ります。

　先ほども吹田操車場跡地の問題に出て

おりましたように、正雀処理場が２４年

度末、２５年の春に機能停止という状況

の中では、この接続をいかにするかとい

うことで、クリーンセンターのあり方、

これも大きくかかわってまいりますので、

この分につきましては、今後啓発をしっ

かりして、接続率を上げていきたい、こ

のように考えております。

　事故防止にかかわります自転車のマナー

向上ですとか、あるいはルール遵守とい

うふうな形の教育の話でございますが、

子どもばかりでなく保護者向けにもとい

うご意見かと思います。

　確かにおっしゃるとおりでして、子ど

もは大人のふりを常に見て、見本にして

行動しているかなというふうに思います。

先日も鳥飼小学校のほうで自転車の交通

マナーということで、大阪府の摂津警察

と交えた中での講習をしてまいりました。

その中には残念ながら、保護者の方の参

加はしていただかなかったという状況で

ございます。

　今後、こういうふうな形、一遍教育委

員会とも協議させていただいた中で、小

学校３年生を対象にそういう教育もして

おりますので、その折に保護者の方で参

加もできるかどうか、そういう促しがで

きるかどうか、このあたりは検討してま

いりたいなと、このように考えています。

　また一方、せんだって安全協会のほう

で自転車のシミュレーターというものを

購入なさいましたので、そういう物の活

用も考えていくべきかなと、このように

考えるところでございます。

　それから、河川・水路というような形

の中の公園の特色です。今までも本市の

公園につきましては、都市公園が今現状

としましては４１か所、ちびっこ広場が

９６か所というような状況でございます。

このような中で、この整備、ちびっこ広

場は別にしまして、都市公園におきまし

ては、整備するに当たりましては、その

都度その都度それなりの目的を持ってお

ります。私の認識するところでは、大正

川の左岸側にございます平和公園、この

分についてはそれに即した形での整備を

している状況にございます。

　また一方、活用の方法として鶴野第２

公園、青少年グラウンドの東側にあるん

ですが、ここにつきましては、キャンプ

活動などができるような、そういう施設

づくりもしております。

　ですから、大きくこだわってはおりま
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せんけれども、折々におきましては、そ

ういうふうな施設整備をしているという

状況でございます。

　それと、淀川、大正川、安威川などの

河川利用の考え方と、それから野鳥観察

です。今、大正川には非常に多くの野鳥

が冬場になってきますと集まってくると

いう状況で、私どもが率先してやってい

るわけではございませんが、安威川の堤

防ですか、あそこのあたりで野鳥観察を

なさっておられるという状況です。

　今後、そういうふうな観察ですとか水

辺に親しめる状況づくりがつくれる状況

は、今後も検討していくべきかなという

ふうには考えております。

　それから、遊具の関係ですけれども、

遊具につきましても、設置してから非常

に年数が経過しているという状況です。

新聞紙上でも公園での事故が発生します

と、点検というふうな形の中で確認はし

ておりますけれども、今後は安全性に向

けた子ども向けの遊具、それと、先ほど

も申し上げましたように、健康に取り組

めるような健康遊具、ここらをあわせた

形での整備、ここらを視野に入れて整備

していきたいと、このように考えている

ところです。

○三好義治委員長　中岡部長。

○中岡水道部長　井戸水の構成比の率の

件でございますけれども、一応今、太中

浄水場のほうで６本の井戸があります。

最大で約４００万立方メートル上がるよ

うな予定をしているんですけれども、構

成比につきましては毎年ばらつきがござ

います。３３％であったり３０．３％、

平成２１年度は３２．１％。これにつき

ましては、すべてが順調に上がれば全部

で４００万立方メートルですけれども、

年度途中でやっぱり上がりが悪くなった

らしゅんせつをしたり、いろんなところ

で補修とかそういうのもいたします。

　そういう関係で、例えば補修の日にち

が長くなれば、その間水がとまりますか

ら、当然構成比としては落ちてしまいま

す。私ども、井戸につきましては、毎年

年数がたっていくにつれて、上がりが少

なくなりますので、ケーシング工事とい

う形で一重、二重、三重としてやってい

くわけですけども、それがだんだん細っ

ていきますと、上がる量も少なくなりま

すので、最近また新しい工法としまして、

だんだん細くしていくんではなくて、周

りをケーシングして、中の古いやつを抜

いて、上がりを大きくするような工法も

あるということですので、そういうとこ

ろも検討しまして、できるだけ長く井戸

が４００万立方メートル近く出るように

はしていきたいと思っております。

　それから、水需要が減っていく中で構

成比がほとんど変わらないというのはやっ

ぱり府営水のほうで、承認水量を毎年下

げていただいておりますので、一方でそ

ういう努力もしておりますので。

　ですから、構成比につきましては、そ

の年度の中で井戸の補修なりがどういう

形で行えたかによって変わっていきます

ので、毎年毎年下がるということにはな

らないと思っております。

○三好義治委員長　水田部長。

○水田生活環境部長　夜間のパトロール

につきましては、商工会の青年部にパト

ロールしていただいております。

　今、セーフティパトロール隊、市内で

約１２団体ございまして、主に子どもの

見守りを重点的なパトロールをされてお

りまして、ただ、自治会の中でもそうい

う夜間のパトロールをされておるところ

もございます。事案の発生によっては、

パトロールされていますし、土曜日の定

曜日の中での夜間のパトロールを団体で
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されています。

　夜間のパトロールをされているだけで

はないんですが、夜間の犯罪も今後考え

ていかなければいけないというところで

は、当然、警察との連携も必要でござい

ます。

　当然、年２回、セーフティパトロール

隊の連絡会議がございますので、当然い

ろんな事案にあわせた中でのパトロール

の形態も当然議論されるべきところだと

思います。

　当然、職員についても、あれば困りま

すけれども、大きな事案が発生した中で、

当然それは職員もそういう対応をせざる

を得ん場合は、当然それはありきかなと。

ただ、それも夜間でございますので、事

案が発生したときの対応をどうするんで

あるんかな。今現在そういう余り大きな

事案はございませんけれども、今後そう

いうことを考えていく中では、警察と十

分その辺を議論していかなあかんのかな

というところは考えております。

○三好義治委員長　有山部長。

○有山総務部長　危機管理体制の強化の

中で、本市の管理職が市外から来ている

という場合が多いけれどということ。多

分、これは１月の参集訓練に野原委員が

参加されての感想かと思うんですが、確

かに摂津市在住というところでは少ない

のかもしれないんですが、近隣居住をあ

わせますと職員は初動の体制では組める

状況でございます。

　それから、新卒者について摂津市その

ものが把握できているのかということの

お問いですが、この部分につきましては、

ベテランとセットをして現場に出すよう

にしておりますので、災害時、あるいは

災害を想定される予定のとき、予定とい

うか、災害に至るまでの間についても、

そういう形で現場には精通したベテラン

とともに行くというような形になってお

ります。

　それから、避難地ｷの確保、また施設

の管理というお問いでございましたが、

私ども防災のときに避難班という形で、

これは避難所の近隣に住む職員を避難班

に充て、避難所の開設に当たるという業

務をさせております。避難所のかぎにつ

きましては、ご指摘のように学校長なら

そういう施設の管理者としてのかぎを持っ

ておりますが、それとはまた別に総務防

災のほうでも所定のかぎ等を用意してお

りますので、避難班の班長に総務防災の

ほうから開設ができるような形になって

おります。

　いずれにつきましても、地域防災とい

うことでいいますと、自主防災組織、こ

れは旧の小学校区入れまして１２今、自

主防災組織ができております。できるだ

け実践的な訓練をしていただいて、我々

もできるだけ実践的な訓練ということで、

今後については訓練の方法も考えていき

たいというふうに考えております。

　なお、１２か所につきましては、防災

の道具でありますとか、救命道具であり

ますとか、そういう物の準備をさせてい

ただいているところでございます。

　なお、防災計画、平成１９年７月にで

きております。避難所の運営マニュアル

というのも昨年つくっております。今後

につきましては、要援護者と避難支援の

計画、それから避難勧告等の判断基準の

マニュアルをつくっていきたいというふ

うに考えておるところでございます。

　なお、防災にかかわりましては、摂津

市だけで状況として持ちこたえられない

場合ということで、防災協定を他市と結

んでおる例がございまして、京都の向日

市、それから奈良県の桜井市、それから

滋賀県の草津市ということで、近畿圏内
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で３自治体、それから企業につきまして

も市内企業にありますが、近畿コカコー

ラボトリング株式会社と建設業協会等と

もそういう協定を結んでおるところであ

りまして、緊急の事態、災害が起きたと

きというのは、今のところ職員の体制も

含めて対応ができるというふうに考えて

おるところでございます。

○三好義治委員長　浜崎理事。

○浜崎消防本部理事　それでは、野原委

員の救急安心センターのお問いにご答弁

させていただきます。

　救急安心センターは、昨年１０月から

大阪市が国のモデル事業として開始した

ものでございまして、市民から２４時間

体制で救急医療相談を受ける窓口として、

大阪市の消防局内に設置し、平成２０年

度以降は府下衛星都市も参加し、共同運

用しております。

　平成２２年度は摂津市を初め、大阪市

に隣接する消防本部など、１３消防本部、

１６市が参加いたしました。

　そして今回、１２月から３月までの４

か月間、再度国のモデル事業として採択

されましたので、平成２３年４月から参

画予定でございました残りの市町村も前

倒しで１２月から参画することとなりま

した。ということで、来年度からは大阪

府下すべての市町村が運営に参加し、実

施していきます。

　なお、ちなみに「救急安心センターお

おさか」への着信の内容でございますが、

今年度、すなわち４月から１０月末でご

ざいますが、大阪府下すべての「救急安

心センターおおさか」への着信の本数は、

１０万１，２６４件、うち摂津市が６３

４件。

　なお、摂津市の内容につきましては、

病院の案内が２９５件、医療相談が２９

１件、その他３８件、そして救急車が必

要であると思われた事案が１０件。この

１０件に関しましては、直接大阪消防か

ら摂津市消防本部の指令台のほうに救急

事案として通報されました。

○三好義治委員長　北居消防長。

○北居消防長　それでは、産・官・学の

連携によります消防力、防災力の強化に

ついてお答えします。

　過日、本会議の場で野原委員からご提

案いただきました学生のインターンシッ

プ、これがこのたび星翔高校の生徒２名

を受け入れて、平成２２年、今月の１１

月１５日から１８日までの４日間、これ

は府立の消防学校の協力も得まして、実

施することとなりました。

　このことを足がかりにして、さらなる

地域の連携に努めてまいりたいと、この

ように考えております。

　それと、消防団の昼間の消防力の低下、

それを解消するためのものとしまして、

これも今年１月１日から、ご存じのよう

に地元の事業所、３事業所の協力を得ま

して、機能別消防分団という制度を設立

いたしました。

　それで、今後もより地域密着を進める

という形から、既存の消防団はもちろん

でございますが、消防団ＯＢの消防機能

別分団といいますか、事業所の機能別分

団のように車両とか資機材は備えており

ませんけども、人的な応援、後方支援的

な応援、こういうことをお願いしまして、

これまた昼間の消防力の強化という形を

考えております。

○三好義治委員長　淀川河川を利用した

対策について。

　有山部長。

○有山総務部長　淀川を利用した防災の

対策ということで、これは交通網が寸断

された場合ということで、国土交通省の

ほうで鳥飼のほうに船着き場を設置して
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おります。

　地震災害時には周辺整備と対岸協力と

いうことで、守口のほうにも船着き場が

ございますので、これらの物を利用して、

災害物資が搬入できるということで府下

でも検討されておりますが、本市につい

ては国土交通省が設置しております船着

き場の利用を考えているところでござい

ます。

○三好義治委員長　羽原公室長。

○羽原市長公室長　人権の取り組みの問

題でございますが、学校での取り組み、

これは教育委員会所管でございますが、

市長公室におきましては、ご存じのとお

り人権協会を軸としまして、現在地域で

の活動を進めておりますし、世界人権宣

言の設置連絡会議、そこに参加をいただ

いておる諸団体と協力をいたしまして啓

発の取り組みということで事業を展開い

たしております。

　また、そのほかいろんな人権にかかわ

る相談事業というのも行っております。

　今後の取り組みといたしましては、で

きれば人権協会がそれなりの知識・経験

を踏まえた団体として、やっぱりそうい

う運動を独立して展開できるようなとこ

ろまでいければ、一番いいのかなという

ふうに思っております。

　ただ、なかなかいろんな諸問題がある

にしましても、これからいろんな企業な

んかでそういう経験をされた実績を踏ま

えた方も恐らく地域の中でおられるかと

思いますし、そういう方もひとつ我々と

しても協力を得ながら、新しい人権協会

をつくるというような方向で、一度整理

をしてまいりたいなというふうに考えて

おります。

○三好義治委員長　野原委員、自転車の

マナー向上について、全部門にかかわる

分については、所管の部長が答弁してい

ただいていると理解していますので、そ

れでご理解いただきたい。

　野原委員。

○野原修委員　今それぞれ答弁していた

だきました。基本計画というのは、摂津

市の１０年先を見据えた今スタートを切

る大切なときであります。

　初めにも言いましたように、絵にかい

たもちにならないような、５年後には多

分、ここにおられる方は何人か残ってお

られると思いますが、１０年後には本当

に我々もどうなっているかわからないし、

そういった中で、これは本当に後輩とい

うか後を引き継ぐ者への大切なマニュア

ルになってきます。

　そういった意味で、本当に決意を持っ

て今後も取り組んでいただくことを要望

します。

○三好義治委員長　それでは、次に嶋野

委員。

○嶋野浩一朗委員　それでは、何点かお

聞かせをいただきたいと思います。

　まず第１節なんですけれども、市民が

元気に活動するまちということで、政策

としては市民が活躍するまちにしますと

いうような文言で表現されているわけで

ありますが、先ほどから協働ということ

についてはいろいろとお聞かせいただき

まして、私も一定の理解はさせていただ

いているわけなんですけれども、市民が

元気に活動すると、活躍するというのが

どういうイメージなのかなと。

　主な観点として、どういうフィールド

で活動していただこうということをイメー

ジされておられるのか。まずはこの点に

ついてお聞かせいただきたいと思います。

　続きまして、第２節、みんなが安全で

快適に暮らせるまちということで、政策

二つ分けていただいているわけなんです

けれども、１点目として、都市基盤の整
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備ということは非常に大事なポイントで

あるということは申し上げるまでもない

んですけれども、その中で道路のあり方

ということは基本計画になるんですけれ

ども、参考資料として示していただいて

いるわけなんですけれども、市民に預け

るということで、道路のあり方を地域で

検討して市に伝えますというような表示

がされているわけなんですけれども、具

体的にどういうことを期待されておられ

るのか。全般的な道路の整備、あるいは

パトロールということについて、将来的

にどういった方向性を見出されておられ

るのか、ぜひこの際にお聞かせいただき

たいと思います。

　それと、これは野原委員も質問されて

おられましたけれども、阪急京都線の連

立事業でございまして、高架化は行政進

めていくんだよと。周辺のまちづくりは、

計画の段階から市民の方にも参加をして

いただいて、いろいろと詰めていくんだ

というような話だったと思うんですけれ

ども、ただこの計画期間の１０年の中で

連立といったものが完成をするというこ

とはまずないんだろうなというふうに思

う中で、どのようにこれを、いわゆる鉄

道敷による地域分断の解消ということを

進めていかれるのか。この１０年の取り

組みということでお聞かせいただきたい

と思います。

　続きまして、水道水のことでございま

して、これは野口委員の質問の中で、部

長が答えていただきまして、私は正直言

いますと、ちょっと残念な思いでお聞き

をしておったわけでございます。

　いわゆる、危機管理ということについ

ては、耐震化だけがすべてではないんだ

よというような答弁があって、だからこ

の程度の耐震化でも仕方ないんだという

ようにも、私は聞こえるわけなんであり

ますけれども、どう考えても危機管理と

いうことを考えると、耐震化の低さとい

うのは瑕疵だと思うんですよ、大変大き

な。そのときに、そういう答弁されると

いうのは、非常に残念でありますし、こ

れをどのようにとらえておられるのか、

もう一度この点をお聞かせいただきたい

と思います。

　それと、これも基本計画になるんです

けれども、水道水を大切にする社会の形

成を実現するだというようなことがある

んですけれども、これは具体的にどういっ

た方向性でもってこういう社会をつくり

上げようとされておられるのか。またこ

れもイメージになるんですけれども、お

聞かせをいただきたいと思います。

　それと、政策でいうと２番目になるん

ですけれども、要は安心して快適に暮ら

せるまちということでいろいろと書いて

いただいているわけなんですけれども、

災害時の避難場所の確保ということにつ

いてなんです。市内には皆さんご存じの

とおりに非常に多くの事業所があるわけ

なんですけれども、事業所の協力もいた

だきながら、避難場所の確保ということ

について今考えておられるのか。この点

についてもお聞かせいただきたいと思い

ます。

　それと、救急業務についてお聞かせを

いただきたいと思うんです。いろいろと

先ほどから答弁いただいておりまして、

いろんな問題があると思うんですけれど

も、いろいろな取り組みを通じて、市民

の方に何があっても速やかに、いわゆる

例えば何かあったときに行ける先が決まっ

て、本当に短い期間で要は救急救命業務

の行為がなされるんだというような、そ

ういった安心感を与えるということが、

非常に大きな私は使命なのかなと思って

おるんですけれども、その点は具体的に
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どのようなことを考えておられるのか。

　もう一点は、コンビニ受診といったこ

とが、こういった表現が正しいのかどう

かわかりませんけれども、社会的にも大

きな問題としてとらえられているわけな

んです。こういったことについて救急安

心センターのことでありますとか、いろ

んな取り組みをしていただいてるわけな

んですけれども、私は市民の皆さんのお

力をいただきながら進めていくというこ

とが適切ではないのかなと思っておるん

ですけれども、この点についてもお聞か

せいただきたいと思います。

　続きまして、第３節のみどりうるおう

環境を大切にするまちということで書か

れておられますけれども、１点目といた

しまして、事業所が環境負荷を考慮した

取り組みというものをどのようにこれか

ら定着させていくのか。その方向性につ

いてお聞かせいただきたいと思います。

　それと、３Ｒ、リデュース、リユース、

リサイクルだと思うんですけれども、こ

の３Ｒを推進するための具体的な方向性

ということについてもお聞かせいただき

たいと思います。

　それともう一点、第３節につきまして、

公園の整備についてお聞きをしたいと思

うんです。例えばこれから吹田操車場跡

地に住宅をつくっていきますよと、まち

づくりをしていきますというときには、

大きな公園の確保ということができるの

かなと思うんですけれども、既存の住宅

地においては、今後どのように公園の整

備ということについて考えておられるの

か。基本計画の中で一つの指標として、

市民１人当たりの公園の利用の数値が出

ておったと思うんですけれども、という

ことは、公園の整備についても充実させ

ていこうという方向性だと思うんですけ

れども、既存の住宅街においてどのよう

に整備をしていかれるのか、方向性につ

いてお聞かせいただきたいと思います。

　第４節に移りますけれども、政策の１

番、平和と人権を大切にするまちという

ことで書かれておられます。その中で特

に平和のことについてお聞きしたいんで

すけれども、子どもに対してさまざまな

形で平和教育をしていきますよというこ

とは大変重要なことだと思うんですけれ

ども、具体的な取り組み方、この点につ

いてお聞きをしたいと思います。

　それと、高齢者の方の社会参加という

ことについてお聞かせいただきたいと思

うんです。私はいろいろな経験を積んで

こられて、いろんな知識を持っておられ

る高齢者の方に、特に次の世代にいろい

ろな形で知識といったものを語り継いで

いただくということが非常に重要ではな

いのかなと思っていますし、また、こう

いう作業を通じて、高齢者の方にも生き

がいを感じていただくということが大変

に重要ではないのかなと思っておるんで

すけれども、この点についての具体的な

方向性をお聞かせいただきたいと思いま

す。

　それと、介護予防のことでございます。

だれもが生き生きと暮らせるということ

が非常に大事なのかなと思っているんで

す。そういった観点から、介護予防といっ

た施策が始まってきたわけなんですけれ

ども、今まで取り組んできた中でどれほ

どの効果があったのかということについ

ては、まずは検証していくということか

ら始まるのかなと。その先に、今後の介

護予防ということについても具体的なも

のが始まっていくのかなと思っておるん

ですけれども、まずはどういった効果の

検証をされておられるのか、この点につ

いてお聞きをしたいと思います。

　それと、家庭教育のあるべき姿という
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ことについても、この際お聞きをしたい

と思っております。

　第４節の政策の３番目といたしまして、

誰もが安心していきいきと暮らすことが

できるまちにしますというのがあるんで

す。その中においても、特に子育て世代

の方に対して、いろいろと支援をしてい

きましょうというような話があるんです

けれども、そういうことを考えていくと、

家庭教育のあり方ということが改めて問

われているのかなと思うんです。この点

についても今どのような方向性を持って

おられるのかお聞かせいただきたいと思

います。

○三好義治委員長　羽原公室長。

○羽原市長公室長　まず、市民が活躍す

るまちにしますということで、市民が活

躍するフィールドをどういうふうに考え

ておるのかというご質問でございます。

　市民の方が市内でそれぞれに活躍され

るフィールドというのは非常にたくさん

ございまして、既にいろんなスポーツ活

動であるとか文化的な活動、それも市民

の方が活躍されるフィールドというふう

になろうかと思います。

　ただ、私どもは総合計画の中で市民と

ともに協働するフィールドというふうに

考えておりますのは、まちづくり、コミュ

ニティづくりに直接的に協働、ともに汗

をかき、力を使っていける分野というふ

うには考えております。

　そういう意味では自治会であるとかい

う地縁的な団体の方。また、場合により

ますとそれぞれの諸課題のもとに活動し

ておられるＮＰＯとか、そういう課題別

の団体とか、そういうのが具体的には私

どものほうでイメージをしているフィー

ルドというふうには考えております。

　ですので、それぞれに市民の方のご活

躍の場面というのはあろうかと思います

けど、今のまちの課題、これからのまち

づくり、そのところで共通の目的、共通

の問題意識を持てる場面は、総合計画に

おける市民が活躍するフィールドという

ふうに考えております。

○三好義治委員長　宮川部長。

○宮川土木下水道部長　都市基盤整備に

あります道路のあり方ということでござ

いますが、今現在、私どもが現施設を良

好な形で維持管理する、この部分につき

ましては、先ほども言いましたように、

現状としては、非常に取り残されている

部分かなと。非常に道路が傷んでおり、

公道に至っては段差が激しいですとか、

こういう状況にあります。

　ですから、こういうご指摘も各方面か

らいただいている現状がございます。で

すから、私どもとしましては、この１０

年でどれだけできるかどうかというとこ

ろが大きくかかわってくるかなというふ

うに考えております。

　我々、内部的には財源と人さえあれば、

時間さえあればどうにでもなると、こう

いうふうな話はするんですが、この決め

られた期間の中では、どこに重点的に視

点をおろしていくかということが一番大

事な話になろうかと思います。

　ですから、先ほども申し上げていまし

たように、５か年の整備をどういうふう

にするか。今、悪いと思われる路線がど

れだけあるか。その中でもどこを整備す

ることが１番なのか、２番なのか、こう

いうふうな考え方で今は５か年というふ

うな形の計画を立てているという状況で

ございます。

　ですから、整備する中では、なぜここ

が遅いのとかいう批判は受けるやもわか

りませんが、私どもとしては段階を踏ん

だ形での現状を整備してまいりたいと、

こういうふうに考えているところでござ
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います。

　もう一点、公園の整備ということで既

存住宅地内の整備はどうかと。これは非

常に難しい問題かと思います。公園は、

それなりにまとまった用地を持っての整

備が必要になってこようかと思います。

　ですから、都市計画上での都市公園と

いいますか、そういう整備は、今現状の

中では無理があるかなと。あと、整備で

きるとすれば、今後住宅開発等がなされ

る中でのちびっこ広場をどういうふうな

形で指導していけるのかと、このあたり

にあるかなというふうに思います。

　ただ、公園の数、この分におきまして

は、先ほどもちょっと触れさせていただ

きましたけれども、市内で都市公園と言

われるものが４１か所、ちびっこ広場と

いうのが９６か所。それ以外に私どもと

しましては、カウントには入れたい、で

も今ちょっと入れるにはどうかなという

ところがあるのが、淀川の河川公園、こ

れは非常に大きい状況でございまして、

市民１人当たりの公園面積におきまして、

淀川公園を入れるか入れないかで半分の

数字になってしまう。淀川の河川公園を

入れて、どうにかこうにか１人当たり５

平方メートル強のカウントができるんで

すが、淀川河川公園を除きますと、２．

８平方メートルほどになってしまうと。

　だから、明らかに淀川河川公園が貴重

なものか。私どもとしましては、あれだ

けの河川に接する市として、見過ごすわ

けにはいかないかなと。今後、その辺も

視野に入れた形の中での河川、公園のあ

り方を検討してまいりたいと、このよう

に考えておるところでございます。

○三好義治委員長　小山部長。

○小山都市整備部長　それでは、連続立

体交差に関するまちづくりの今後の計画

で１０年間の取り組みということでご質

問だったと思います。

　現在、京都線の連続立体交差事業の調

査を行っておりまして、今年度が最終の

調査となっております。この調査を終え

次第、来年度には社会資本総合整備計画

の位置づけということで取り組んでまい

ります。この言葉は、以前でいいますと

着工準備採択という言葉が今の総合整備

計画の位置づけということに変わってお

ります。それに位置づけされれば、事業

に着手、要するに都市計画決定に向けて

の準備を始めていいという国への位置づ

けがなされるものでございます。

　来年度にその整備計画の位置づけを国

に要望してまいりますと同時に、今年度

まちづくりに対するアンケート調査を実

施しておりまして、今後、地元自治会役

員レベルになりますが、そのアンケート

調査に基づいて少し意見交換をさせてい

ただきたいと考えております。

　そして、来年度には市民が参加される

協議会、あるいはまちづくりワークショッ

プ等々を開催しながら、周辺のまちづく

りの意見を聞いていきたい。これを約２

年間、できれば開催しまして、その後、

平成２５年度、平成２６年度ぐらいには

意見を聞いた事業内容について、市がど

う進めるかということを検討してまいり

たい。

　そして、２７年度には連続立体交差の

都市計画決定をしながら、２７年度末に

は事業採択をいただきたい。その後、用

地測量、地元説明会、そして用地の買収

のスタート。今から８年後ぐらいには用

地の買収がスタートするのではなかろう

かというような事で計画を進めておりま

す。

　ですから、今、市民の意見を聞くまで

には、事業が進んでいるのではないかと

いうご質問でございますけども、まだ４
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年は計画段階で、市民の意見を聞く機会

が十分ございますので、市民の意見を反

映しながらまちづくりに取り組んでいき

たいと考えております。

○三好義治委員長　中岡部長。

○中岡水道部長　まず、１点目としまし

て耐震化の話なんですけども、水道の場

合、安全な水を低廉で安定給水するとい

うのが使命だと思っております。

　その中で、水道も水道事業計画という

のがありまして、安定給水を目指してと

いうことで水源の確保、安全な水の供給、

施設の整備、施設の管理等々、そこでう

たっております。

　その中で私先ほど言いましたのは、配

水管が例えばすべて耐震化されていまし

ても、機械設備が耐震化になっていなかっ

たら、そこで機械がつぶれたら水があっ

ても送れないわけです。そういうことを

考えますと、基幹のところについては、

やっぱり耐震化すべきでありますし、で

すから耐震化、危機管理という分におき

まして、やっぱり基幹のところについて

は施設にしろ配水池にしろ、耐震化とい

うのは真っ先にする必要があるんではな

いかと思っております。

　そういう中で、いろんなところで安全

を確保しながら、経済状況も見ながら、

配水管については大体１％で３億円ぐら

いかかりますから、経済状況も見ながら

うちは順次進めていきたいということで

答弁させていただきました。

　ですから、それぞれいろんな事情があ

りますけど、何も配水管は後回しになっ

てもいいというふうな考えは持っており

ません。確かに、経済状況がよければ、

どんどんどんどん耐震化を進めていけば、

それだけ早く耐震化率も進むということ

になりますので、ただ誤解のないように

お願いしたいのは、やっぱりいろんなと

ころで水を送るに必要な施設があります

から、重要なところについては、やっぱ

り耐震化というのは必要であると思って

おりますので。

　それと、節水の関係なんですけれども、

水は限りある資源ということで言われて

おります。水道につきましても毎年１回

水週間のときに市民の方、バス１台です

けれども、琵琶湖まで連れて行って、そ

の中で例えば汚い物が流れたら、琵琶湖

でアオコというのが発生して、冬になっ

たらそれが沈んで、それをしゅんせつす

るのにこれだけお金がかかりますよとか、

やっぱり水が汚染されますよとかいうふ

うな説明もしているんですけれども、ま

ずは水源をきれいにするということが一

番大事なことであって、その次に今よく

言われておりますのが、地球温暖化の関

係で井戸水なり河川が、これは３０年、

５０年先の話ですけれども、塩分が入っ

てくると。そしたら、それも使われない

ようになるような状況になるんではない

かという予測も出ております。

　そういう中で、できるだけ今の水を確

保するということでいうんであれば、確

かに水道部としては二律背反になるかも

わからないんですけれども、やっぱり必

要なところでは使っていただきたいんで

すけれども、無駄な水については節水を

していただきたいということで、そうい

う啓発もしているところでございます。

　ですから、イメージとしたら水は限り

ある資源というのを頭の中に入れていた

だいて、できるだけ必要でない部分につ

いては、水を節水していただくというの

が私どもの考えでございます。

○三好義治委員長　有山部長。

○有山総務部長　避難場所の確保と企業

協力ということでお問いがあったと思い

ます。
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　私どものほうでは、住民が自宅周辺に

災害時に一時的に回避できる安全な身近

な場所として、学校のグラウンド、ある

いは都市公園を一時避難地として確保し

ているところでございます。

　また、同様に災害時に被害を受けた方

の、または受けるおそれのある方の応急

生活をするための場所として避難所を設

置しておるところではございまして、現

状は公共の施設を利用しているところで

ございます。

　それぞれについて、課題というか問題

が少しございまして、避難場所につきま

しては、高齢者、障がい者、その他の災

害時の要援護者と言われる方々への配慮

を行った避難地ということが必要になっ

てくると思います。

　それと、私どものほうでつくっている

防災計画で避難所の選定基準なんですが、

原則として自治会、または小学校区を単

位とする。それから、耐震・耐火構造の

公共物、これは現実は学校とか公民館等

を利用しているわけでございますが、こ

れと洪水用は浸水の深さ・高さを超える

フロアと。想定のフロアの高さを基準と

してございます。

　それから、収容基準については、おお

むね３．３平方メートル当たり２人とい

うふうに基準を設けておるところでござ

いますが、実際に避難、災害の状況によ

りましては、想定避難者数に対して収容

力が不足する可能性もあるというふうに

考えております。この場合、民間施設の

避難所の指定が必要になってくると思い

ます。

　本市におきまして、高層マンションあ

るいは企業への避難ということで、協力

要請という形はできるかと思うんですが、

質問をいただいた内容では、日ごろから

協定を結ぶ必要があるというふうに考え

ておりまして、市域内に市民の安全を確

保するために、企業、あるいは私立の私

学の学校という形のものに対して、協力

体制、協力依頼、あるいは協定という形

のものについて、今後検討していきたい

というふうに考えております。

○三好義治委員長　北居消防長。

○北居消防長　それでは、救急業務につ

いてのご質問にお答えいたします。

　この救急業務を全般に見まして、１５

年前、平成８年に比べますと、高規格救

急車も整備されまして、そして救急救命

士の数もかなり増強されました。

　ただ、お問いの病院の搬送先、これに

つきましては、現在市内の救急医療機関

への収容率が４０％を切っております。

６０％以上が市外へ搬送しております。

　これは、なかなか行政の力だけでは確

立されているものではございませんので、

府でありますとか市の医師会、ここらに

主体がおかれているのが現状であります。

　ただ、消防としましても、そこにちゅ

うちょしているわけではございません。

いろいろなシステムがあるんですが、救

急医療情報システムでありますとか、そ

れは基本的なシステムです。

　あと、どうしても搬送先がない場合、

２次「まもってＮＥＴ」、３次「まもっ

てＮＥＴ」と、最近整備されましたあら

ゆる搬送情報システムを利用して、でき

るだけ的確な医療機関へ短時間のうちに

搬送すると、そういうように努めている

ところであります。

　それともう一点、コンビニ受診につい

ての対策なんですが、対策としましては、

先ほど、浜崎理事が説明しました救急安

心センター、これが最も今有効ではない

かと考えています。その他、市としまし

ては、ホームページに正しい救急車の利

用法などの記事を掲載するようなこと。
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そういうところで対策を重ねております。

○三好義治委員長　水田部長。

○水田生活環境部長　事業所の環境負荷

の低減の方向性ということでございます。

　そして温室効果ガスの抑止につながる

ものではないかなと考えておりますけれ

ども、事業所でいいますと、市も当然事

業所の分に入るのかなと。当然、それは

市民あるいは事業所に対しても、市とし

てのそういう環境負荷の低減の姿勢は示

していかなければならない。

　そういう意味で、昨年エコアクション

２１の認証取得をして、省エネルギーの

削減とかそういった取り組みをして、一

定の評価もいただいておりますし、余り

厳しい評価も審査員の方からも審査がご

ざいますので、年間１％ずつの削減率を

求めております。

　それから、グリーン・ニューディール

基金を用いての太陽光パネルの設置とか

ＬＥＤの照明の設置とか、そういった形

の中で環境部門の中でございますけれど

も、取り込んできております。

　それ以外の市内の事業所に対しての環

境負荷の低減の呼びかけでございますけ

れども、そういった市としての姿勢も見

せながら、一つはエコアクション２１の

参加の呼びかけ、これも一つの方法では

ないかなと思っております。

　それと、一番の事業所のかかわりの中

で、ごみの減量も含めたかかわりが多い

んではないかなと。そういう意味では、

事業所に対しての事業系のごみでありま

すとか、そういう環境に対しての考え方、

それも地域の担当が事業所に出向いて、

そういう指導、あるいは啓発も行ってお

ります。

　そういうような実際に実践で事業を行っ

ておるんでございますけれども、トータ

ル的に今、方向性ということになります

と、今、地球温暖化防止地域計画、これ

を策定するために今準備を進めておりま

す。これは、ほとんどすべての中で考え

ていかなければならない。当然、それは

市民、それから市ももちろんですけれど

も行政、それから事業所、これは大変な

ことだと思いますけれども、これも策定

委員の中にも事業所の方も参加していた

だいております。ですから、民間でのそ

ういった考え方も当然委員会の中で提案

をしていただいているところでございま

すので、そういった意見を生かしながら、

事業所に対してどういった形で呼びかけ

るか、改めて計画の中で考えていきたい

というふうに考えております。

　それから、３Ｒの推進です。これも当

然、ごみの減量、再資源化ということで、

これまでずっと環境の中で取り込んでき

ている事業でございます。言葉ではなか

なか理解できない部分があると思います。

そういった中では、いろんな市内での学

校区でのイベントとか、そういう中での

呼びかけ、あるいはそういう事業所に対

しても、当然事業系のごみの中での指導

の中でも呼びかけておりますし、最近で

は目に見える教育といいますか、そういっ

たものが当然必要でございますので、幼

児教育も含めた中で独自にそういう環境

への取り組みの冊子も作成したところで

ございまして、小学校４年生の環境の勉

強の中でそれを使っていただくような形

でお願いをしているところでございます。

その中で十分、そういう案についての理

解もしていただいて、実践していただき

たいなという思いはございます。

○三好義治委員長　前馬次長。

○前馬教育総務部次長　それでは、小・

中学校におきます平和教育の具体的な取

り組みについてご答弁申し上げます。

　小・中学校における平和教育につきま

－49－



しては、現在の平和に貢献できるような

態度、資質を身につけるために取り組み

を行っております。

　具体的には、柱が２本あろうかと思い

ますが、１点は平和学習、１点は国際理

解教育でございます。平和学習について

は、過去の戦争の悲惨さを学び、いかに

して現在の平和を維持するかを学ぶ取り

組みとして、例えば修学旅行での取り組

み、あるいは平和登校日の取り組み、そ

ういったものが具体に上げられます。

　また、現在の戦争について、新聞を通

して学ぶような取り組みも行っておると

ころでございます。

　国際理解教育につきましては、外国に

ついて学ぶ、また、外国語を学ぶことを

通してコミュニケーション能力を育成す

る。外国について知ったり、コミュニケー

ション能力を身につけることから、平和

的な態度で外国に接する、このような力

をつけていくことを柱としております。

○三好義治委員長　登阪次長。

○登阪保健福祉部次長　それでは、高齢

者の社会参加と介護予防の検証につきま

してご答弁させていただきます。

　これまでの高齢者の社会参加につきま

しては、行政が特に力を注いでまいりま

したのが老人クラブ活動、シルバー人材

センター、あるいは老人大学いきいきカ

レッジといったものであったかというふ

うに思います。

　これまでの取り組みは、どちらかとい

いますと、みずからの興味やみずからの

組織に目を向けたものであったのかなと

いう感じがいたしておりますが、昨今の

高齢者をめぐるさまざまな状況等を考え

たときに、それぞれの団体や組織が地域

等の中で自分たちの団体がどういった活

動をしていくべきであるかとか、どういっ

た役割を果たしていくべきか、そのあた

りにつきまして認識を持っていただき、

活動を充実させていくということに対し

て、行政として支援をしていくというこ

とが大事、重要かなというふうに考えて

おります。

　例えば、例を挙げさせていただきます

と、健康づくりのリーダー養成というこ

とで、参加されました方たちがいきいき

健康づくりのグループをつくられまして、

各地域へ出向かれまして、さまざまな健

康づくりの啓発活動に従事していただき

まして、このたび内閣府のほうからエイ

ジレスの取り組みとして、府内では唯一

の団体なんですけども、表彰を受けまし

た。

　また、せっつ桜苑のいきいきカレッジ

の卒業生の方が、このたびＯＢ会を結成

されまして、当面は懇親等に励まれるん

ですけども、近い将来にはいろんな地域

の活動等にも参加をしていきたいという

ふうにおっしゃっておられます。

　そういった取り組みに対して、行政と

して取り組みが進むように、施策的にも

誘導していったり、いろいろ支援をして

いく、こういったことがこれから大事で

はないかなというふうに思っております。

　また、老人クラブのほうでもこれまで

は会員だけを対象としておりましたけれ

ども、会員拡大も含めて、会員以外にも

目を向けて介護予防や認知症の予防の取

り組みを市と一緒に取り組んでいくと、

そういったような雰囲気も出てきており

ますので、そういった取り組みを大事に

しながら進めてまいりたいというふうに

考えております。

　また、こういった内容からいいまして

も、今後やっぱり生涯学習との連携がま

すます重要になっていくのではないかな

というふうに考えておりますので、その

あたり十分また連携についても考えてま
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いりたいというふうに考えております。

　それとまた、単に高齢者の間だけでは

なく、今も校区福祉委員会等で３世代交

流等の取り組みをやっていただいており

ますけども、高齢者が持っておられるい

ろんなものを、子どもさんとかそういっ

たところに継承していくような取り組み、

そういった場の提供とかが行政としてこ

れからも大きな役割ではないかなという

ふうに考えております。

　続きまして、介護予防の検証の問題で

ございますけども、大きく今、介護予防

につきましては特定高齢者施策と一般高

齢者施策という形で二つに分けておりま

す。

　特定高齢者施策につきましては、いわ

ゆる特定検診と同時に生活機能評価とい

うものを受けていただきまして、その中

から特定高齢者の方を特定しまして、介

護予防教室を受けていただく。それに加

えまして、日ごろ地域包括支援センター

や民生委員等が、地域でこういった講座

を受けたほうがいいであろうなと思われ

る方も含めて実施しておりますけども、

１２回コースで２回目のときに、いわゆ

る体力測定等を行いまして、１２回終わっ

たときに、それが筋力トレーニング等で

どれだけ向上したかということを検証さ

せていただいております。

　その数字、ちょっと今具体的な数字は

持っておりませんけども、一生懸命取り

組んでいただいている方については、か

なりの効果が上がっているというふうに

思っておりますし、この１２回で終わっ

てしまえば、効果が当然下がるわけでご

ざいますので、こういった方たちに対し

ては、卒業生を中心に自主グループをそ

こでつくっていただいて、地域なりその

施設を使って取り組んでいただくという

ことをやらせていただいております。

　それから、一般施策につきましては、

公民館等で介護予防教室をさせていただ

いて、あとまた今言いましたような自主

グループをつくったり、あるいは太極拳

教室、これは近畿リハビリテーション学

院と共同でさせていただいておりまして、

これにつきましても今年度、近畿リハビ

リテーション学院のご協力も得まして、

太極拳を始められたときと、教室が終わっ

て、あとまた自主グループをつくられて

６か月後ぐらいに再度はかり直しさせて

いただきまして、そうするとバランスの

問題とか、そういったものでかなり効果

が見られると。いわゆる、転倒予防等、

介護予防の取り組みに効果があるという

ことで、またこの内容につきましては、

先日開催されました公衆衛生学会でも摂

津市から報告をさせていただいておりま

す。

　それからあと、老人クラブにつきまし

ても、今年度から体力測定の取り組みを

進められておられまして、来年度以降は

会員外にも広めてやっていきたいという

ふうにおっしゃっておりますので、今後

は保健センター等とも連携しながら、さ

らなる効果の確認も含めて取り組みの検

証をして、今の施策に満足することなく、

施策の見直し等についても行ってまいり

たいというふうに考えております。

○三好義治委員長　福永理事。

○福永保健福祉部理事　それでは、家庭

教育のことについてご答弁させていただ

きます。

　まず、子育てをしていくに当たって、

親が子どもを大事に思う気持ち、このあ

たりが本当に一番大事なポイントではな

いかなと思っておりますが、そのあたり

をいかにして醸成していくかということ

で、これまでさまざまな取り組みを行っ

てまいりました。
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　まずは、保健事業で母子手帳の交付等

をしておりますときにも、全数面接をし

まして、妊娠中の不安の解消等、それか

ら、ハイリスク妊婦に対する家庭訪問指

導等を行っておりますし、赤ちゃんが実

際に生まれましたら、全数家庭訪問。

　それから、各種母子健診に来られたと

きにも、ただ単に健診をするということ

ではなくて、親の育児不安を受けとめて、

もちろん先日の委員会でもご質問がござ

いましたが、経過を見る必要のある方に

ついては、それぞれに必要な支援を届け

ていくというような取り組みを行ってま

いりました。

　また、そのほかには対個人だけではな

く、親子教室というような形で親御さん

の子育てのスキルのアップを図るような

取り組みをいたしましたり、親自身がもっ

と仲間をつくって、そこでみずから自分

たちの育児を振り返る、あるいはお互い

に協力しながら子育てをしていく、その

ような機運を醸成するための取り組みも

行ってまいりました。

　これらのいろいろな取り組みは、子育

てネットワーク推進会議という会議の中

で、本当に多くの機関が参加しておりま

すけれども、それぞれの役割分担、それ

から連携、そのあたりを常に話し合いを

しながら、重い場合は虐待予防の取り組

みであったり、それから軽い場合は一般

の子育て支援の交流会の取り組みであっ

たりというようなことに努めてまいりま

した。

　摂津市のこれらの家庭教育と申します

か、親支援のあり方というのは、他市に

比べても非常に充実していると自負して

いるところなんですが、その一端が、特

に教育現場との連携、このあたりが他市

に比べてかなり進んでいるというふうに

認識いたしております。

　そのあたりで母子保健の側からの取り

組みとしましては、各学校へ出向いていっ

て、子どもをかわいいと思えるような取

り組み、学校現場の先生方と協力しての

取り組みを持たせていただいたり、それ

から教育現場でのご相談を家庭児童相談

室で受けたり、それから、保育園等とも

連携をいたしまして、さまざまな取り組

みを展開しております。

　このような考えはこれまでも十分に必

要な施策が、必要な方に届くようにとい

う思いを持って進めてまいりましたが、

今後もますます充実、発展させていくよ

うに考えているところでございます。

　以上です。

○三好義治委員長　暫時休憩します。

（午後３時　７分　休憩）

（午後３時３０分　再開）

○三好義治委員長　再開します。

　嶋野委員。

○嶋野浩一朗委員　それでは、２回目の

質問、そしてまたできるところは要望し

ていきたいと思っております。まず、市

民が元気に活動するまちということで、

どういうフィールドでということを考え

ておられるんですかという質問をさせて

いただきました。

　基本的に協働ということがありますの

で、市内なら市内で活躍していただくと

いうか、活動していただくということに

なるのかなというように思うんですけど

も、これはこれで非常に大事な話である

というふうに思いますが、果たしてそれ

だけが市民の方が活動するというか、活

躍する場面なのかなということを非常に

思うわけなんであります。

　基本計画の５ページの記載で、すばら

しいなと思ったんですけれども、社会の

ために自分でできることを考え、行動し

ますというような記述があるんですけれ
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ども、日ごろいろいろな経験をされる中

で、あるいは報道に触れる中で、いろん

な問題意識なんていうのをやっぱり市民

の方も持たれるわけですよね。それに対

して何かしたいなという思いもあるわけ

です。

　ただ、どうすればそういう問題につい

て何か行動できるのかということを、市

民の方がすぐさま行動に移せるのかと。

あるいは、それを支援するための団体と

いいますか、そういったものをつくって

いけるのかということになっていくと、

非常に難しい問題ではないのかなという

ふうに思うわけなんです。

　そういうときに、やはり市民活動を推

進していくような部署を設けたわけであ

りますので、そういうところが窓口となっ

て、いろいろとアドバイスしていきなが

ら、その方が本当に熱く燃えられる分野

について、何か活動できるそのまず第一

歩というか、踏み出すための助言をして

いくということが、あってしかるべきじゃ

ないのかなと思うわけなんです。

　そう考えていくと、やはり私は、市民

の方が活動するというそのフィールドは、

何も市内に限られているものではないと

いうふうに思っています。ぜひ、そうい

う視点に立って、当然、その地域コミュ

ニティのことでありますとか、そういう

ことは私は大事だと思っていますけれど

も、ただそれだけではなくて、そういう

こともやはりしっかりと視野に入れてい

きながら、摂津市として支援をしていく

ということは、非常に私は夢のような話

ではないのかなと思っているので、もう

一度この点についてお聞かせをいただき

たいなというふうに思います。

　それと道路のことについてお聞かせい

ただきました。５か年の整備のあり方と

いうものを市民の皆さんとともに考えて

いくんだというようなお話がありました。

本当にそのとおりでありまして、市民の

方からもいろいろとご意見をお聞きしな

がら進めていただきたいなと思いますし、

今、道路パトロールを、車を走らせてやっ

ているわけなんですけれども、本来であ

ると、その道路の不具合なんかについて、

もっともっと市民の方から、道路パトロー

ル車が走らなくてもこちらに知らせてい

ただけるような、そういうシステムとい

うか、やはりそういう形というのが、私

は望ましいのかなと思っているんです。

やはり、そういうこともこれから市民の

方の役割ということで、そういうことも

また一度構築をしていただきたいなとい

うふうに思っておりますので、その点に

ついても要望として申し上げたいと思い

ます。

　連立のことでございまして、今後４年

間は市民の方の声を聞いていくんだと。

大体、８年後ぐらいをめどに、実際の用

地の買収にかかっていくんだというよう

なお話がございました。今、行動計画を

つくって計画決定が打てるような準備に

入るんだというお話でございました。しっ

かりとまたこの計画を進めていただきた

いなと思っておりますし、もう一点お願

いしたいのは、阪急の新駅ができて、ま

た、踏切の遮断時間というのが結局延び

ているわけでありまして、それでまた千

里丘からガードが開通をして、あそこに

やはり車両のとまっている時間帯という

のが非常に長くなっております。車が列

をなしているその列の長さというものが、

当初と比べると非常に長くなっているん

じゃないかなと。その結果、例えば千里

丘三島線で千里丘側に向かって行ったと

きに、右から左に横断しようとすると、

横断歩道、産業道路踏切から一つ目の横

断歩道があるんですけれども、押しボタ
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ン式の信号の１個手前です。あそこで非

常に、要は市役所側に向かって行く車の

列が長くなってしまって、死角ができて、

あそこで交通事故に遭いそうになったと

いうようなお話をよく聞くんですね。要

は、その高架ができるとそういう問題も

解決していくのかなと思うんですけれど

も、それまでの間の、本当にきめの細か

い対策になるのかもしれませんけれども、

ぜひそういう問題にも目を向けて、いろ

いろと検討をしてしていただきたいなと

いうことで、これも要望として申し上げ

たいと思います。

　続きまして、水道のことにつきまして

答弁をいただきました。３０年後から５

０年後になるかもしれないけれども、井

戸水にでも塩分が含まれるような状況が

考えられるということで、要は３０年後、

５０年後ってそんなに遠い話ではないわ

けですよね。本当にそうなってきたとき

に、安心して飲める水に簡単にアクセス

できるという状況がどこまで担保できて

いるのかなということは、真剣に今の段

階で考えていかなあかんというふうに思っ

ています。ですので、そういう観点から

すると、やはり水を無駄にしないという

ことからすると、耐震化というような問

題、確かに基幹施設からやっていくんだ

と、それは当然の話なんでありますけれ

ども、やはり水道管についてもどんどん

と進めていくんだと。要は市民の方が安

心して飲める水にすぐにアクセスできる

ということは、行政にとってのまさしく

根本的な使命やと思っていますので、こ

の点についてもぜひ使命感を持っていた

だいて取り組んでいただきたいなという

ふうに思います。

　それから、その啓発のことについてお

聞かせいただいたんですけれども、やは

り、無駄な水を使わないようにというこ

とでおっしゃっておられました。どうも

答弁を聞いていると、いわゆる水道事業

の運営も考えていくと、本当は使ってほ

しいんだみたいなところを感じてしまう

わけですよ、私は。お聞かせいただくと、

ニュアンス的に。そうじゃなくて、市民

の方がちょっとでも節水していただける

ことに喜びを感じていただけるというか、

そういうふうに強く思ってほしいなと思っ

ていますし、そのためには、例えば水道

料金のあり方ということについても、一

定検討できるんじゃないかなと思ってい

るんです。

　これは、細かい話になりますので、ぜ

ひ本当の節水や、そういう水道料金のあ

り方ということについても、ご検討をい

ただきたいなと、これも要望として申し

上げたいと思います。

　それから、避難場所の確保につきまし

てご答弁をいただきました。民間の企業

でありますとか、あるいは私学との間で

協定を結んでいくというような必要があ

るというお話がありました。そういうこ

とについても、前向きに検討していくと

いうようなご答弁がございましたので、

ぜひこれは前向きに確保をしていただき

たいなというふうに、これも要望として

申し上げたいと思います。

　それから、救急業務のことについてで

ございます。コンビニ受診のことで答弁

をいただきました。救急安心センターと

いったものが、非常に私は大きな効果を

上げていっておられるんだろうなという

ふうに肌で感じるわけでございます。以

前に、一般質問でさせていただいたんで

すけれども、当時、丹波市柏原町で市民

の方が立ち上がって、要はコンビニ受診

を何とかしてやめさせるということで、

市民の方が市民向けに啓発をしていった

ということがあったんです。今、行政が

－54－



主体となってこういうコンビニ受診を抑

制していこうというようなことで、啓発

についての取り組みということもされて

おられるんです。やはり、私は市民の方

が市民に向けてやっていくということが、

非常に重要でないのかなと。そのことが、

何か大きな効果を生むというふうに思っ

ておりますので、ぜひこのコンビニ受診

に向けての対策ということについては、

市民の方が主体的に動いていただけるよ

うな、そんな土壌づくりというんでしょ

うか、そういうことについてもぜひ一度

お考えをいただきたいなというふうに思

いますし、救命率の問題についても、ぜ

ひ市民の方が安心して、本当に安心して

住めるんだなということを肌で感じられ

るような、そういった計画をぜひつくり

上げていただきたいなということで、こ

れも要望として申し上げたいと思います。

　続きまして、第３節の事業所の環境負

荷を考慮した取り組みということなんで

すけれども、エコアクション２１への呼

びかけといったことも考えていきたいと

いう話でございます。やはり、市内を見

ていくと、非常に厳しい中で資金繰りを

されておられる、本市の場合は、中小零

細企業が多いわけでありますから、資金

繰り一つをとってもなかなかそう簡単に

いかないというのが現状ではないかなと

思います。その中でエコアクション２１

を広げていこうというのは、非常に難し

いと思うんですけれども、しかしこれは

意味があることと思いますので、私、や

はり経済的なインセンティブということ

も考えていきながら取り組んでいくべき

でないのかなと、具体的な話になります

けれども思いますので、この点、一度お

考えをお聞きしたいなというふうに思い

ます。

　それから、３Ｒのことなんですけれど

も、以前、私いろんな知識をお持ちの方

とお話させていただく機会がございまし

て、その方がおっしゃるには、その方の

意見なんですけれども、例えば、牛乳パッ

クを回収してリサイクルするんですけれ

ども、これって本当に有効かどうかわか

らないとおっしゃるわけなんですよ。ど

ういうことかというと、牛乳パックを回

収してリサイクルしようとすると、相当

の水を使って洗わないといけないわけで

すよ。その水をつくり出す燃料を考える

と非常に無駄やし、やはり水がもったい

ないでしょうというようなお話だったわ

けなんです。その方がおっしゃるには、

牛乳パックを開いて、要は天日干しする

わけです。それを一緒のごみとして焼却

すると、今、いろいろとリサイクルとい

うか分別が進んでいますから、実際に炉

で燃やすごみというのは、生ごみが非常

にウエートが高くなっているらしいんで

すね。そうなると非常に燃えにくくて、

結局燃料をどんどんつぎ込んでいかなあ

かんというような状況があって、本当に

その資源の省資源ということを考えたと

きには、何がいいのかわからないという

のが現状らしいです。

　そのときに、例えば牛乳パックを天日

干しして、入れると非常に燃料効率が上

がっていくので、要するに燃焼効率が上

がっていくので、燃料のいわゆる省資源

ということについては、一定、貢献でき

るんじゃないかというようなことをその

方がおっしゃっておられたんです。そう

いったことは、なにが正しいのかという

ことはわからないんですけれども、ぜひ、

その摂津市としてこうやっていきましょ

うということを独自でつくっていただい

て、３Ｒといったものについて、市民の

方の理解を得やすい、生活のスタイルを

考えたときに協力しやすいものをぜひ考
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えていただきたいなと思っておりますの

で、これは要望として申し上げたいとい

うふうに思います。

　続きまして、公園整備のことについて

であります。

　平成２１年度に１人当たりの公園整備

水準が２．８平方メートル。それが３２

年度には５．０平方メートル以上という

ことを目標にしていくということでござ

いまして、要は、淀川の河川公園をどう

扱っていくのかということが大きなポイ

ントであるという話であるんですけれど

も、これを入れずに５．０平方メートル

という目標を立てたわけでありますから、

確かにその既存の住宅の中で公園を整備

していくということは難しい話でありま

す。けれども、やはり、公園というのは

野原委員もおっしゃっておられましたけ

れども、高齢者の方の憩いの場所でもあ

り、また子どもたちが外で遊べる本当に

大事なものだと思っていますので、難し

いですけれども、いかにこれを実現して

いくのかということを、やはりこれにう

たったわけですから、計画の中でも盛り

込んでいただきたいなと。具体的にと言

われても難しいと思いますけれども、強

く要望させていただきたいと思います。

　続きまして、第４節に移りまして、１

点目といたしまして、子どもに対する平

和教育のあり方ということでお聞かせい

ただきました。今現在起きている世界の

中の紛争についても、子どもたちに教え

ているんだと、そういう機会を提供して

いるんだというお話だったんですけれど

も、私は、これはいろいろと歴史を見て

いると、以前、市橋理事ともお話をさせ

ていただきましたけれども、我々の先人

ほど、平和といったものを求めてきた民

族は私はいないというふうに思っていま

して、いろいろな歴史の中の事実がある

わけなんですね。平和というものに対す

る思いの。ぜひ、そういったことも、こ

の平和教育という中で子どもたちに客観

的事実として教えてあげてほしいなとい

うふうに強く思っていますので、この平

和教育のあり方ということについては、

いま一度いろいろな方策があると思って

いますので、ぜひその点についても今後

強くお願いをしたいなと思います。

　それから、高齢者の社会参加というこ

となんですけれども、答弁をいただきま

した。例えば、老人クラブへの加入率一

つを見ても、だんだん下がってきている

という現状があって、そういった中で本

当に協働といったものを進めていけるの

かなというのが、非常に疑問に思うわけ

であります。協働というのは、その団体

に入りましたよというだけでは、当然だ

めなわけで、そこに入っていかにまちづ

くりに参画していくのかということがあ

るわけでありますので、そういう観点か

らすると、例えば一つ、老人クラブへの

加入についてもどのように啓発をしてい

くのか。そしてまた、その中でいかにま

ちづくりに参画していこうという意識を

つくっていくのか、非常に大事だなと思っ

ていますので、もう一度、その点につい

てどのような今方向性をお持ちなのか、

ぜひお聞かせいただきたいと思います。

　それから、介護予防については、今、

介護保険の中でいろいろと予算がついて、

そんなに予算がついているわけではあり

ませんけれども、実際の事業を行ってい

るわけであります。それは、将来的にい

わゆる保険のことを考えてもそうですし、

あるいはその１人の方が健康、寿命を延

ばしていくという観点からも、大変重要

な取り組みだなと思っているんですけれ

ども、それで何が効果的なのかというこ

とを、今、専門学校ともコラボレーショ
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ンしながら進めていくといったお話であ

りますので、ぜひこの点についても、本

当に摂津市として介護予防、どんなもの

が効果的であるのかということをもう一

度検討いただいて、具体的に計画の中に

反映をしていただければなというふうに

思いますので、よろしくお願いをしたい

と思います。

　最後に、家庭教育のあるべき姿という

ことで答弁をいただきました。

　親が子どもを大事に思う気持ちを伝え

ていくんだということで、当たり前のよ

うな話なんですけれども、しかしいろい

ろ子どもたちの問題を考えていくと、学

力もそうなんですけれども、結局は家庭

に行き着くというのが、私は現状じゃな

いかなというふうに思っていまして。要

は何が言いたいかというと、今、小中連

携が進んで、例えば小学校１年生で入っ

たときに、１５歳になる姿をイメージし

て、今の段階ではどういった教育をして

いくのかということが大事ですよという

ふうにされているんですけれども、私は

もっとさかのぼって、生まれたときから

その段階でどういったことを家庭の中で、

やはりしつけというか教えていくのかと。

もっと長い目で見た、私は取り組みが大

事だろうなというふうに思っています。

子どもが、その義務教育課程に入ると、

なかなか学校側が保護者と接する機会と

いうのが少なくなってくるんですが、そ

れ以前の幼稚園あるいは保育所、保育園

に通っている段階、その以前のまだ乳幼

児である時点というのは、非常に行政も

各家庭と接する機会が多いわけですから、

そういう機会をぜひ有効に活用していた

だいて、家庭教育のあるべき姿といった

ことを、やはり私は教えていくというか、

僭越な言い方かもしれませんけれども、

やはりそういうことを伝えていくという

ことが大事ではないのかなと思っている

んです。この点についてももう一度お聞

かせいただきたいと思います。

○三好義治委員長　橋本課長。

○橋本市民活動支援課長　それでは、市

民が活躍するまちと市民活動支援課との

かかわりに関しまして、ご答弁申し上げ

ます。

　いわゆる元気な地域とは、地域の課題

に対して何とかしたいという思いを持っ

た元気な人がいまして、地域にある資源

を最大限に活用して、人々の生活を維持

改善し、地域社会としての機能を整え持

続可能的に創造している地域と言われて

おります。いろいろな資源を利用して困

難な状況を打開して、地域を何とか元気

にしていこうとしている人がいることが、

元気な地域であることの重要な指標であ

ると考えられている中で、市民活動に対

してですが、１人でも多くの市民が参画

できるための施策が重要であると考えて

おります。その中で、市民活動の担い手

となる市民がまず増えれば、より多くの

社会的な課題を解決することが可能と考

えております。

　そういった中で、コミュニティプラザ

では、まず、地域を動かし地域を元気に

するまちづくりに関しまして、まず出会

いと気づきの場づくりであります。そこ

から情報交換と課題共有の場づくり、そ

して協働したまちづくりの事業展開へと

進めていけるのかなと考えております。

その中で、やはり情報提供等を通じまし

ても、今後、こうした情報に接するだけ

でなく、何らかの形で市民活動に参加し

たいという市民を１人でも多く増やしな

がら、具体的な一歩を踏み出していただ

けるそういった取り組みの中の延長線上

で、社会のために活動のフィールドをよ

り広げていただける対応も図っていける
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のかと考えております。

○三好義治委員長　水田部長。

○水田生活環境部長　エコアクション２

１の認証取得の際の中小企業への支援と

いうことでございますけれども、まず、

本市が取得させていただきまして、初期

の登録料、それから中間審査登録料の費

用が発生してまいります。最後の中間審

査をうち、受けまして、Ａ評価をいただ

いております。結果として、なかなか大

変な取り組みだということは、十分これ

も認識しておるんですけど、ただ、その

ことを事業者に対してやはり広げていく

ために、当然、このエコアクション２１

といいますのは、ＩＳＯに比べると、中

小企業を対象としたそういうものだとい

うふうに思っております。その登録料、

それから審査料、これは従業員数によっ

て若干の料金が変わってくるということ

で、我々、それを進めていくために支援

していかなければならない。当然、経営

的に、経済的にもそういう苦しい事業者

もおりますから、そういうＣＳＲも含め

た中での支援をしたいということで、平

成２２年度に認証取得の助成事業を予算

化いたしまして、２０万の上限をもって

予算化いたしております。

　現在、認証取得するために、エコアク

ション摂津スクールというのを開校いた

しておりまして、年間４回の中で各事業

者に対して、その事業所に合った環境方

針の方向性を示していくというふうな講

習会を経た中で、事業者がそれを申請す

るかどうかの判断が出てくるわけです。

そのことに対して、そういう事業者が手

を挙げていただいた部分については、私

どもも支援してこうというふうに考えて

おります。

　ですから、今後、今年度そういう初め

ての取り組みでございますので、この先、

２年、３年どういった形になるか、まだ

わかりませんけれども、そういう形で広

げていきたいというふうに考えておりま

す。

○三好義治委員長　登阪次長。

○登阪保健福祉部次長　老人クラブの加

入率等の関係から、今後、老人クラブ等

がいかに地域社会に参画していくのかと

いうことについてのご質問でございます

けれども、確かに今、摂津市の場合にお

きましても、残念ながら老人クラブの加

入率が若干減少傾向にございます。先ほ

ども答弁申し上げましたように、やはり、

基本的には地域で自分の興味があり、そ

して仲間づくりができるということをベー

スにしながらも、委員ご指摘のように、

やはり老人クラブが地域の中でいかなる

役割を果たしていくか、こういったこと

について、十分認識をしていただくこと

が重要なのかなというふうに思っており

ます。

　現在、先ほど申し上げましたように、

介護予防や認知症予防、一番高齢者の方

にとっては非常に問題意識のあるところ

でございますので、こうした取り組みを

老人クラブとしても積極的に取り組まれ

る、そして、それを単独で取り組むので

はなくて、市なりいろんな団体と一緒に

やっていこうというような動きがござい

ます。

　また、老人クラブ単独だけではなかな

かそういった認識を持つというのは難し

い面もあるかというふうに思いますので、

地域それぞれ特性がございますけれども、

地域においては自治会、それから民生委

員、それから老人クラブ、このあたりが

校区福祉委員会を中心とした活動の中心

でもございますので、このあたりが連携

をとりながら、それぞれの立場で、地域

で役割分担をしていただいて取り組んで
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いただく、そういった取り組みについて

市のほうで場の提供、あるいは施策的な

誘導、あるいはいろんな支援という形で

考えてまいりたいというふうに考えてお

ります。

○三好義治委員長　質問者は、その協働

というコンセプトで参画意識が必要だろ

うという質問をしておりまして、ただ、

老人会とか民生だけでないというふうに

思っております。後ほど、政策のほうで

一括で答弁を求めます。

　福永理事。

○福永保健福祉部理事　では、家庭教育

のところの２回目のご質問にお答えいた

します。

　基本的に乳幼児期は、本当にその子ど

もの育成にとって大事な時期であると認

識いたしております。その時期に、子ど

もさんの発達年齢に合わせた家庭内での

教育、つまり、例えば１歳前後だと「ま

んま」とかというような言葉をしっかり

と親が受けとめる。そして、また、しっ

かりと返していくというようなところか

ら始まりまして、あいさつをすることだ

とか、我慢をすることだとか、いろいろ

なことを家庭の中で子どもさんに対して

進めていくように、また、親自身が子ど

もとともに育つことができるように、母

子保健の場面、それから保育所や幼稚園

等といろいろなところで啓発を進めてま

いりたいと思います。

○三好義治委員長　山本次長。

○山本市長公室次長　協働を進める上で、

各世代の方々をいかに役割も含めてその

方々に参画いただくかというような趣旨

のご質問であったかと思います。

　前回の特別委員会でもご答弁いたしま

したように、それぞれの人が、やはりそ

れぞれの立場でご活躍をいただくと。そ

のご活躍をいただくことで、参画意識が

高まると、それでやりがいが芽生えてく

るというような展開が、全体的な展開で

はないのかなと思っております。

　私どもといたしましては、各世代の方々

がいろんな場面でその施策に参画をいた

だくと。そういう情報提供も含めて、ま

た皆様方のやりがいも含めて何らかの形

で参画をいただき、皆様方のパワーを市

のほうの力としていきたいというふうに

考えております。

○三好義治委員長　嶋野委員。

○嶋野浩一朗委員　それでは、４点につ

きましてご答弁いただきました。ありが

とうございます。

　まず１点目の市民が活躍するとはどう

いうことなんですかというお話をさせて

いただきました。極端な例を言うと、例

えば、アフリカでマラリアがはやってい

ると、流行していると。そういう報道を

見て、いてもたってもいられなくなった

と。何かしたいんだということを相談に

来られるかもしれないわけですよ。その

ときに、いろいろとアドバイスをしていっ

て、その方が最終的にこれは基本計画７

７ページに書いていることで次回になる

んですけれども、生きがいや心の充足感

を持てるような、やはりそういったこと

を念頭に置きながら、いかに市民の方の

活動を支えていくのかということが大事

だと思っているんです。その観点からす

ると、そういうケースについてもいろん

なところを紹介しながら、その方が本当

に何か活動できるような第一歩を提供し

ていくというのは非常に大事だと思って

いますし、後からになって、アフリカで

活躍してくれたある団体は、実は大阪の

摂津市というところから始まったんやと

いうのを、非常に夢のような話じゃない

かなと思っていますので、ぜひそういっ

た夢の部分を負っていただきたいなとい
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うことで、これは要望として、またお願

いしたいと思います。

　それと、エコアクション２１のことに

つきましてご答弁いただきました。

　直接、経済的なインセンティブという

ことも一つあるんですけれども、例えば、

これは全体的な話になるんですけれども、

公共事業の入札を考えるときに、エコア

クション２１を取っているかどうかとい

うことも、一つ考慮していくということ

も、私はこれを促していく取り組みになっ

ていくんじゃないかなというふうに思う

わけであります。やはり、これをとって

いくということは、低炭素社会を実現し

ていくということでは、非常に重要なこ

とでないのかなと思っていますので、ぜ

ひ、あらゆる角度からいかにして一つで

も多くの事業所に取得していただけるの

かという観点で、もう一度お考えをいた

だきたいなと思っていますので、よろし

くお願いをしたいと思います。

　それから、家庭教育のことについてお

聞かせをいただきました。

　やはり、私が思っているのは、教育委

員会と福祉の部門と、やはり密に連携を

していただいて、その子どもたちの成長

を長い視点で見ていただいたときに、こ

の段階で何がいるのかと。そのためには、

家庭としてどうあるべきなんですかとい

うことを、お互いに情報を共有しながら、

知恵を出しながら取り組んでいっていた

だきたいなと。そのことが、例えば学校

で起こっているいろいろ問題にも、私は

直結していくものだと思っていますので、

ぜひこれ、教育長、そういう視点で教育

委員会としても福祉のほうと向き合って

いただきたいなと強く思っていますので、

この点も要望として申し上げたいと思い

ます。

　それから、最後になりますけれども、

老人クラブの加入率というようなことを

とらまえて、共同参画ということについ

てご答弁をいただきました。

　やはり、それぞれの方がそれぞれの場

面で活躍していくと。それが、何か客観

的に見て、非常に社会的にも意味がある

んだなというふうに映っていくと、私は

加入ということについてもつながってい

くんではないかなというふうに思ってい

ますし、やはり、それぞれの団体あるい

は個人が、その場で何か社会に対して貢

献していくと。積極的にまちづくりに参

画をしていくということが大事だと思っ

ていますし、この点については、常に指

標としてお持ちいただいて、いろいろな

場面でまちづくりに当たっていただきた

いなということを申し上げまして、質問

を終わりたいと思います。

○三好義治委員長　一点だけです。

　水田部長。

○水田生活環境部長　エコアクション２

１を多くの事業所に対して広げていくと。

このことに関しましては、我々もスター

トしたばかりです。事業所に対しても現

在、５社、６社に対しての呼びかけを行っ

ておりますし、今後、そういった形で今

現在、スクールに参加している方が仮に

すべての方が認証取得していただければ、

当然それはまた新たな事業所に対しての

アピールにできるんではないかなという

ふうに考えております。これはぜひ続け

ていきたい事業の一つであると考えてい

ます。

　それと、やはり社会貢献といいますか、

低炭素社会、それにしていくためのＣＳ

Ｒの中でも、当然それは必要であろうか

なと思います。地球温暖化の地域計画、

それも事業者として一体どういった形で

取り組めるのかというのも、一つの資料

になるのかなというふうに思っておりま
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す。ですから、エコアクション２１、こ

れはすべてそういう中小企業に対しての

ものではございますけれども、多くの事

業所に対して機会あるごとに呼びかけて

いきたいというふうに考えております。

○三好義治委員長　村上委員。

○村上英明委員　それでは、第三章の、

第１節から第４節までということで、今、

各委員から、さまざまなご質問がありま

したけれども、私のほうからも何点かお

尋ねをしたいと思います。

　まず初めに、この第１節の「市民が元

気に活動するまち」ということでござい

ますけれども、この中に役割を明確にし

て、そして協働による多様な事業を展開

するというふうにも書いてございますし、

またこの次には政策形成過程への市民の

参加を促進しますということで、基本的

には市民の参加を促進というのも文面的

には書いてあると思います。

　そういう中で、この基本計画（素案）

の１ページでございますけれども、公募

市民の会議の参加率です。今現状、４％

なり５％なりという数字でございますけ

れども、それを踏まえて、１０年後には

２５％までもってくるということである

かと思います。そういう中で、現状から、

数字から見れば２５％という数字は結構

高いのかなというふうに思うんですけれ

ども、先ほど申しました市民の参画を促

進するという文面から見れば、この２５

％という参加率がどうなのかというふう

に思うんですけれども、そのあたりの考

え方を一点お尋ねをしたいと思います。

　２点目でございますけれども、地域コ

ミュニティ活動がさらに活性化するよう、

環境づくりや支援を行うというふうにご

ざいます。こういう中で、やはりこの地

域コミュニティの活動というのは、自治

会というのが一番大きな組織になってい

るかなと思うんですけれども、このあた

り、この自治会の加入率が年々数字的に

は減ってきているというような状況でも

ございます。

　しかしながら、自治会の加入率、私が

認識しておるのは、この加入率の分母と

なる数字が、要は住基台帳から引っ張っ

てきた世帯数ということであるかと思う

んです。その中で、例えば転入転出の関

係もございますけれども、世帯分離云々

すれば、この分母が大きくなってくると

いうこともございます。実際のこの自治

会の加入、促進に向けてどういう考えを

持っておられるのかというのを、２点目

にお尋ねをしたいと思います。

　それから、３点目でございますけれど

も、情報提供の件でございます。行政情

報の積極的な提供というふうにもござい

ます。摂津市としましては、いろいろと

情報提供ということで、市のホームペー

ジなり広報なりということで、市民の方

にお知らせをしてきているということで

もございます。

　しかしながら、結構最近ではＩＴ化と

いうのが進歩しているということもござ

いますが、しかしながら、一方でこれか

ら高齢化になってくるということであり

まして、やはりパソコンを使えないとか

という方も出てこようかなと思いますけ

れども、そういう意味で、紙面というも

のも充実するというのが必要ではないか

なと、そういうふうに思います。

　そういう中で、従前的には広報ですと

１日号と１５日号、将来的には統合云々

という話もございましたけれども、この

情報提供のあり方についての考えをお尋

ねしたいと思います。

　続きまして、第２節の「みんなが安全

で快適に暮らせるまち」ということでご

ざいます。こういう中で、地域と調和の
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とれた良好な土地利用ということで、先

ほど駅前再開発とか云々とかお話がござ

いました。そういう中で、やはり私とし

ましては、この商店街の活性化というの

が必要不可欠ではないのかなと、そうい

うふうに思います。

　そういう意味で、この４月、この摂津

市の商業の活性化に関する条例というの

が施行されましたけれども、これから行

政としてこの商店街の活性化について、

どういう考えを持っておられるのかとい

うのをお尋ねをしたいと思います。

　次に、第３節でございますけれども、

「みどりうるおう環境を大切にするまち」

ということでございます。この中で、新

エネルギーの導入ということがございま

すけれども、この総合計画１０年という

ことでございますが、どういうエネルギー

の導入を考えておられるのか。そしてま

た、これは公共施設ということではなく

て、市内の事業所も含めた、市全体での

導入を考えておられるのかということを

お尋ねしたいなというふうに思います。

　それから、「みどりうるおう環境を大

切にするまち」というこの第３節の中で

ございますけれども、この中で環境基準

の達成率ですね。基本計画（素案）３７

ページにございますけれども、１０年後

には１００％ということになっておりま

す。こういう中で、やなり摂津市としま

して、市外の方の通過ということもござ

いますし、また新幹線、そういったこと

も含めて外部要因等々もあるんではない

かなと思いますけれども、この１００％

の達成に向けて、考え方をお尋ねしたい

なとこういうふうに思います。

　それから、次に公園の多機能化という

お話もございました。その中で、この年

次計画について、どういう考えを持って

おられるのかということをお尋ねしたい

なというふうに思います。

　それから、第４節でございますけれど

も、「暮らしにやさしく笑顔があふれる

まち」ということでございます。

　この中で、「誰もが安心していきいき

と暮らすことができるまち」というのが

あると思いますけれども、その中で、や

はり今、各種ボランティア等々、頑張っ

ておられる方がおられると思います。特

に福祉関係についてお尋ねをしたいんで

すけれども、この中でボランティアに携

わっておられる方々の年齢が高齢化にな

りつつあるというようなお話もございま

すので、そういう中で、この総合計画の

中でどういう考えを持っておられるのか、

お尋ねをしたいなとそういうふうに思い

ます。

　それから、最後でございますけれども、

検診の受診率の向上ということでござい

ます。各種がん検診、現状約１２％とい

うことでございますけれども、これを５

０％まで持って行こうということで、こ

の基本計画（素案）では上げられておら

れますけれども、その取り組みの考え方

についてお尋ねをしたいなというふうに

思います。

○三好義治委員長　村上委員、商店街の

活性化をどう考えているかというのは、

第６節の第１章、産業を支え活力のある

まちづくりで出てくるんですが、ハード

面だけなら答弁を求めますけど、６節で

いきますか。

　村上委員。

○村上英明委員　はい。

○三好義治委員長　それでは答弁を求め

ます。

　山口課長。

○山口政策推進課長　それでは、村上委

員のご質問のうちで、市民参画という観

点から、第１節、「市民が元気に活動す
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るまち」の基本計画における指標、各審

議会における公募市民の参加率２５％を

目標にしますということでございます。

この点についてお答え申し上げます。

　現在、いろんな審議会等がございます。

その中で、もちろんこれは非常に専門性

の高い審議会等もございますので、その

ようなものではなかなか公募市民の参加

ということはいただけていない部分もご

ざいますけれども、余りにも今現在の数

値は、平成１９年度３．８９、平成２１

年度の現状値でもっても４．３８という

ことで、非常に低い率でございます。

　そういう面から、今回の総合計画につ

きましては、この政策として「市民が活

躍するまちにします」というふうなこと

も掲げておりますので、ここは少しあえ

て高目に設定をしたと。目標をある程度

高目に設定をしたということでございま

す。

　ただ、その市民参画、これ平成３３年

３月に実現している姿ということで、基

本計画１ページのほうに記しております。

その中で、市の政策形成過程や評価にお

ける市民参加が進んでいると。これを検

証する指標として、今の公募市民の参加

率というのを上げておるんですけれども、

この参画のあり方につきましては、非常

に多様であろうということで、そのほか

にもパブリックコメント、今現在もやっ

ておりますけれども、こちらを充実させ

たりとか、意見交換会、いわゆる対等な

立場で市民の皆さんとある施策、それか

ら方向性について意見を交換するという

ふうな場、それから、ワークショップの

開催でありますとか、今申し上げていま

す審議会への付議にかかわります参画、

こちらのほうをどんどん広めていきたい

というふうには考えております。

○三好義治委員長　橋本課長。

○橋本市民活動支援課長　情報の提供と

共有することに関してのご答弁を申し上

げます。

　市民と行政がともに協働を推進するた

めに、行政側が広報やホームページ等で

企画段階から積極的に市民に情報を提供

し、同時に市民側も自由に情報を発信し

ていくことが、お互いの心理的な距離感

を減らし、信頼関係を築いていくことに

つながるものと考えております。

　ご指摘の広報紙等における掲載につき

ましてですが、関係課と調整して掲載し

ていけるように取り組んでまいりたいと

考えております。

○三好義治委員長　水田部長。

○水田生活環境部長　まず、自治会の加

入の促進といいますか、考え方でござい

ます。これは、もう長年の課題でござい

ます。この７０％の加入率というのは、

言い方は悪いんですけども下げどまりの

数値も含めた中での数値であると思って

おります。

　これは、いろんな場所でも加入率の低

下ということは言われておりまして、そ

れの中では一つ、やはり核家族化も含め

た中で、地域のコミュニケーションが希

薄しているといったこともございます。

その中で、一つは、以前は自治会加入す

ることによって、どういった特典といい

ますか、あるのか。そういう議論の中で

言われています。一つはごみの問題もご

ざいますし、広報紙もございますし、た

だ、そのことに対してもなかなか加入し

てなくても、未加入の方でも十分できる

んではないかなという議論をされていま

す。

　ただ、加入の促進といたしましては、

やはり、転入時に市民課でそういう自治

会の冊子やチラシをお配りして、自治会

のあり方なりの啓発も含めてやっており
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ます。なかなかこの問題については、目

に見えたそういう成果が難しいと思いま

すけれども、単独案も含めた中でどういっ

た形ができるのか、これはもう大きな課

題としてとらえ考えておりますので、も

う一つ検討課題ということで置いておき

たいと思います。

　それから、新エネルギーの導入の内容

でございますけれども、新エネルギーは

太陽光発電、それから水力、風力といっ

たものが対象であります。ただ、これは

すべてそういう費用的にかなりかかるも

のでございます。環境負荷の低減の中で、

そういう新エネルギーも導入していかな

きゃならない。特に、今現在、考えられ

るのは、太陽光パネルではないかなと思

います。これも、やはり費用的にもかな

りかかってまいるものでございますので、

各家庭に対してもどういった形で支援が

できるのか、これもこれからいろいろメ

ニュー化した中で考えていきたいなと考

えています。

　それから、主な事業所にもそういう対

象になっているのかということでござい

ますが、これはもちろん地球温暖化の地

域計画の中でも当然これは盛り込んでい

かなければならないかなと思っておりま

す。ですから、事業者としてどういった

形でそういうことに取り組めるのかとい

うことを、策定委員会の中でもやっぱり

議論をしていかなければならないかなと

いうふうに考えております。

　それから、もう一つ、環境基準１００

％の考え方でございますけれども、これ

は一般環境騒音、それから道路騒音、新

幹線の騒音の環境基準の達成率といった

考え方になっているんですけれども、そ

れぞれ、測定の地点においての測定結果

でございますけれども、昼間、夜間の環

境基準、それをどういった時間帯でクリ

アしているかというのを確認しながら行っ

ておりますけれども、この１００％とい

うのは、やはりそういった取り組みの中

での３２年度の目標値と、１００％にし

たいといった思いがあっての数字だとご

理解いただきたいと思います。

○三好義治委員長　宮川部長。

○宮川土木下水道部長　第３節にかかわ

ります、「自然豊かな憩い、安らぐまち

にします」というところの公園緑地を多

機能で魅力ある空間として整備しという

ことでございます。そのような中で、ど

のような活用かというようなお問いです。

　私どもとしましては、今ある公園施設、

すべてがこの１０年で快適な空間につく

れるかどうか、これは疑問視がついてく

るところでありますけれども、やはり、

公園という平面的に広いスペース、これ

の活用に当たってはいろんなことに使え

るんではないかというふうに思っており

ます。地域の事業といいますか、集まり

の中での場所にもなるでしょうし、やは

り、そういうふうな活用をしていただく

上では、やはり活用しやすい環境づくり

が必要になろうかな。であれば、公園と

しての遊具だけではなく、やはり健康的

な活動の場でもあるという身近な雰囲気

が必要になってこようかと思います。で

すから、この１０年で公園の多機能化と

いうことの形の中では、やはり健康に即

した活用をしていただけるようなスペー

ス提供、これが公園の今後１０年間で見

据える中での多機能性かなというふうに

考えているのが現状でございます。

○三好義治委員長　福永理事。

○福永保健福祉部理事　各種ボランティ

アに携わる人の高齢化という課題でござ

いますが、本当に、今現在、いろいろな

ところで活躍していただいているボラン

ティアの方たちが、みずから後継者が少
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ない、何とかならないかというお声を寄

せていただいております。それに対しま

して、行政といたしましても、各種のボ

ランティアの養成講座等は毎年実施しな

がら、そういう後継者になっていただけ

る方の育成等に取り組んでいるところで

ございます。

　ただ、なかなか実際に、例えば１０人、

２０人養成しましても、それぞれのご都

合で全員の方が残っていただけるという

わけではございませんが、それぞれの方

の自らの健康づくりの活動をしながら、

また、条件が許すときにボランティアと

して活躍していただけるような、そのよ

うな働きかけをしているところでござい

ます。

　それから、検診受診率の向上、取り組

みの考え方でございますが、がん検診に

つきましては、国のほうが受診率の目標

値を５０％と定めております。摂津市は、

まだまだその目標値にはちょっと遠いと

いうのが現状でございますが、例えば、

乳がん、子宮がんをとらまえてみました

ときにも、数年前までは大阪府内でも下

から何番目というような受診率でござい

ましたが、少しずつではございますが上

がってきております。今後も、健康づく

り、それから検診体制を充実させること

等々の取り組みで、これらの受診率を上

げていきたいと思っております。

　具体には、やはり近隣の医師会のご協

力を得たり、それから、実際には今、が

ん検診を受診しておられるんだけれども、

情報として市がつかんでいないというよ

うな状況もございますので、そのあたり

のところで努力してまいりたいと考えて

おります。

○三好義治委員長　村上委員。

○村上英明委員　１点目の市民の参加率

の件なんですけれども、やはり、会議等々

におきましては、市民の声を聞くという

のが一番現場に即した施策ができるんで

はないかなというふうに思うんです。そ

ういう意味では、現状から踏まえれば、

平成３２年度の目標というのは、２５％

ということは少し高目には設定してある

というご答弁であったかと思いますけれ

ども、やはり市民の声を市政に反映する

という意味では、やはり参加率の向上を

目指して取り組んでいくべきではないか

なと思います。

　これは、要望としておきますけれども、

今までいろいろ会議等々されておられる

と思います。そういう中で、会議の参加

の中におきまして、こういう言い方がい

いのか悪いのかわかりませんけれども、

役職は変わるけれども顔ぶれがそんなに

多くは変わっていないというような形で、

要は同じ方が役職を変わって参画してお

られるような会議があるんではないかと、

そういうふうなご意見も市民の方からお

聞きします。そういう意味では、やはり

この多くの方々の市民の参加率というこ

ともありますけれども、より多くの方に

参画していただく、そういうとらまえと

いうのが必要ではないかなと、そういう

ふうには思いますけれども、そういう意

味で、これからしっかりと少しでも多く

の市民の方に参画していただけるような

形で会議の運営を、参加者の公募をやっ

ていっていただきたいなと。これは要望

としておきますので、またよろしくお願

いいたします。

　次の地域コミュニティの件でございま

す。先ほど、自治会の加入率というのが

ございました。この加入率については、

もともと、先ほど１回目で申しましたけ

れども、住基台帳から引っ張ってきてい

るということですので、世帯数がふえれ

ばこの率というのは必然的に下がってい
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くんではないかなというふうに、私は認

識しております。そういう意味では、自

治会の加入率という率の算定の考え方で

すね、またちょっとこれも改めていかな

ければいけないのではないかなと。とい

うのは、実数という形で、要は屋根の数

といいますか、そういうところで見てい

くということが一つではないかなと、そ

ういうふうには思います。

　そういう中で、やはり地域コミュニティ

の活動の場というのがさらにこれから活

性化というのが必要ではないかなと、そ

ういう意味で、集会所の老朽の対策の件

で１点ちょっとお聞きしたいんですけれ

ども、今、５１の集会所があると思いま

す。そういう中で、これからの老朽化の

対策ですね、また、統廃合等、また使い

方を含めて、どういう考え方を持ってお

られるのか、この点だけお尋ねをしたい

なとそういうふうに思います。

　情報発信の件につきましては、しっか

りと紙面掲載、色の配合とか文字の大き

さとかということも含めて、今後、いろ

いろと紙面の構成を検討していただきな

がら情報発信をしていっていただきたい

なというふうに思いますので、よろしく

お願いいたします。

　先ほど来、いろいろと交通の便等々も

ありました。そういう意味で、これから

会議を開いていろいろと審議をしておら

れるということでございますけれども、

この交通の便につきましても、これはしっ

かりと市民の要望にこたえられるという

か、より利用していただけるようなルー

ト選定、時間設定等々を含めてやっていっ

ていただきたいなというふうに思うんで

す。その中でこれは要望なんですが、バ

ス停のところに、近隣から来られる駐輪、

自転車が結構多く見られるということで

ございますので、このバス停をつくるに

当たって、この駐輪対策も考えていって

いただきたいなと、そういうふうなお話

がございましたので、こういうことも含

めてバス停の設置場所ですね、また今後、

ちょっと検討していっていただきたいな

とそういうふうに思います。

　それから、新エネルギーの件でござい

ますけれども、今、一般家庭等々では太

陽光パネル、結構はやっていると言いま

すか、設置数が増えてきているというよ

うなことでもございますので、行政とし

てもこの新エネルギーの投入に環境負荷

の軽減等も踏まえて、ここをまたしっか

りと取り組んでいっていただけたらなと

いうふうに思いますので、またよろしく

お願いいたします。

　それから、公園の緑化でございます。

これにつきましては、またしっかりと使

いやすい公園といいますか、安全な公園

ということも一つ取り組んでいっていた

だきたいなと思うんですけれども、この

緑化の推進に当たりまして、やはり、特

に摂津市内、例えば茨木市だったら桜通

りとか花の道がついているかと思うんで

すけれども、摂津市も一つ例えばこうい

う道路、花とか樹木とかという名前の道

路をつくってもいいのではないかなと思

います。そういう中で、先ほど新幹線公

園のところ、桜の植樹をまた増やしてい

くという計画もございました。道はもう

少し東側に行きますと、一部茨木市もご

ざいますけれども、私の感覚では、唯一

あの前の道路が、東側へ行けば茨木市、

高槻市まで、八町を越えて行けると。そ

の道をずっと川沿いに別府小学校の前を

通って行けば大阪市内まで行けるという

ような、一本で信号が二つしかない、唯

一の直線で使えるような道路ではないか

なというふうに思うので、そのあたりも

しっかりとまた近隣のご意見も聞く中で、
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一つ摂津市のメインの道路というのをつ

くってもいいのではないかなとそういう

ふうに思いますので、この辺もまた検討

していただければなと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

　それから、ボランティアの件でござい

ます。私も、一ボランティアの加入をし

ているということもありまして、そうい

うことがあるんですけれども、ここ数年

見ておりますと、同じメンバーの方々が

行っているということで、新しい方が入っ

ておられないという形で、平均年齢が徐々

に毎年１歳ずつ上がっているというのは

現状ではないかなとそういうふうに思う

んです。そういう中で、やはりこれから

高齢化ということもございますし、また、

地域の中でしっかりと安心して高齢化の

方、またその介護を必要とされる方等々

を支える、支え手側もしっかり育成しな

ければいけないのではないかと思います

ので、この点、しっかりとまた今後この

育成のことも含めて、やっていただける

人、協力していただける人、そういう方

も含めて人材の輩出にまた取り組んでいっ

ていただければなと思いますので、また

よろしくお願いいたします。

　それから、受診率の件でございます。

これも一応、国が５０％ということで決

めておられるということでございますけ

れども、やはり検診をするということが

一つの病気、ある意味早期で発見すると

いう面にもなってくるのではないかと。

そういう意味では市民のためにもなると

思いますし、また、国保の財政等々も含

めて財政にも一つの貢献をするのではな

いかなというふうに思いますので、やは

りこの受診率の向上に、しっかりとこれ

は取り組んでいくべきだなと思います。

そういう意味では、市民の方にこの検診

ということの必要性ということも、それ

も知っていただけるそういう周知も含め

て、またやっていただければなと思いま

すので、この点も要望としておきます。

よろしくお願いいたします。

○三好義治委員長　有山部長。

○有山総務部長　集会所の老朽化につい

ての考え方ということでございます。

　私ども、現在、５１か所の市立の集会

所を設置しております。このうち、府の

補助金をいただきまして、老人常設所と

併設しておるところが３９か所ございま

す。地域のコミュニティの核として５１

の市立集会所を持っているというのは、

本市の特徴かと思います。老朽化に伴い、

統廃合の必要性もあるのですが、中身に

ついてどういう運用をしていくかという

ことも一つの課題かなというふうに考え

ております。

　とはいうものの、３０年を超える市立

集会所が３分の１、１７か所の市立集会

所が３０年を超えております。２０年以

下の市立集会所は、うち１３か所でござ

います。これらの老朽化しました施設に

ついては、補修など維持していくにも多

額の費用を要しているというのが現状で

はございます。ただ、その利用について

も、現在、一番多く使われている集会所

では年間、ここ１０年間の平均なんです

が、８２１．７回ということで、多く利

用されている。１か所当たりの平均は、

１６８．８ということで、老朽化につき

ましても、ある程度維持補修がきく間は

利用をしていきたいなというふうに思っ

ております。

　ただ、逆に少ない集会所では、１０年

間の平均が２６．４件ということで、利

用に極めてばらつきがあるところではご

ざいます。

　ただ、これらの利用の差につきまして

は、各自治会での取り組み等々によって
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ばらつきがあるものでありまして、設置

年度との関係というものにつきましては、

余り関係がないということでございます。

これら、たくさん使っておられる集会所、

それから本市の特徴である市内に５１か

所あるということ、今後、コミュニティ

センター等の新設建設について、市の構

想の全体の中でさまざまな検討がなされ

るというふうに考えております。このと

きに、集会所の地域ごとの役割というの

をいま一度考えてみたいと。ここ１０年

の間に総合計画の中で、いろいろとこう

いうコミュニティ施設については、施設

のばらつきも含めて考えられるものと思

いますので、そのときに合わせて市立の

集会所のあり方について統廃合も含めて

検討はしたいというふうに思っておりま

す。

○三好義治委員長　村上委員。

○村上英明委員　この集会所の件でござ

いますけれども、やはりといいますかこ

の５１という数字から見れば、２自治会

に１か所ということでもございますし、

現実で言えば１自治会１か所というふう

なところもございます。そういう意味で

は、今後もまたこの老朽化、建て替え等々

が必要なことになれば、統廃合等も含め

てまた検討していっていただかなければ

いけないのかなというふうに思うんです

けど、その中で要望なんですけども、例

えば、こちらの集会所の中で、この同じ

施策というか会議を持つんだけれども、

こっちでは使えるけれどもこっちの集会

所が使えない。それぞれの集会所で規約

がありまして、そういうことは一つの市

立という集会所の中の扱いとして、その

辺のこの会議は使えるけれどもこっちの

集会所は使えない、そういうことがある

というのはどうなんだというのが、お話

がございまして、ある意味この市立集会

所という、市立という名前がつくに当たっ

ては、やはり運営というんですか、ある

程度一線を基本的には設けるべきだろう

なと、そういうふうに私も思うんですけ

れども、そういう意味で、今後の集会所

の運営のやり方も含めて、また検討して

いっていただければなと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○三好義治委員長　暫時休憩します。

（午後４時３２分　休憩）

（午後４時３３分　再開）

○三好義治委員長　再開します。

　木村委員。

○木村勝彦委員　それでは、順番に従っ

て質問したいと思います。

　まず、第１節の協働という問題ですけ

れども、この協働という言葉は新しくて

古い言葉でして、私がこの二文字熟語に

接したのは十数年前でしたけれども、こ

の協働ということについて、私はいまだ

に市民あるいは行政、事業者の役割分担、

守備範囲、そういうことについて、まだ

十分に認識をすることができておりませ

ん。そういう点では、職員やあるいはま

た市民の間でも、このことについて認識

が共有されているということには、私は

なっていないと思うんです。そういう点

では、非常に市民にはなじみの薄い二文

字熟語ですから、やはり、このことにつ

いての指針とかマニュアルをつくるべき

だと考えるんですけれども、その辺の考

え方についてお聞かせ願いたいと思いま

す。

　次に、第２節で、先ほどから議論され

ております道路のあり方ですけれども、

摂津市にはたくさんの道路が計画決定さ

れておる問題があります。代表的なのは、

十三高槻線なんかは、長年、４０年以上

経って、ようやく今、工事が進んで平成

２４年完成というところに来ております
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けれども、その点では、大阪高槻線、あ

るいは先般来議論されております新在家

鳥飼上線、これは大阪府としては、大阪

高槻線は凍結ということになっておりま

すけれども、部分的には用地買収をする

ことによって、道路を拡幅させるという

ケースが最近あります。そういう点では、

その大阪高槻線、あるいは新在家鳥飼上

線を市が用地を買収してでもやっていく

ということで、長年放置されていたこの

市民の歩道の安全安心という問題につい

て、一歩踏み出して行かれることを、今

後、やっぱり示していくべきではないか

と思うんですけれども、その辺のことに

ついての市の考え方をお聞かせ願いたい

と思います。

　それから、２節目の２番目の「生命・

財産を守り安心して快適に暮らせるまち

にします」ということですけれども、こ

ういう点では、平成１１年に鳥飼野々３

丁目において水害で１０２戸の床上浸水

の被害が発生しました。このときに、私

は当時の森川市長と一緒に、当時の府会

議員でありました森山府議会議員のとこ

ろへ行って、大阪府の担当者を呼んでい

ただいて、鳥飼水路のかさ上げと番田水

門の設置を要求しました。

　そのときに、大阪府が交換条件として

出されたのが、やはりその番田水門の設

置をしても上流からどんどん水が流れて

くる、その内水排除の問題について根本

的に解決をしようと思えば、安威川ダム

の検討しかないということで、安威川ダ

ムの促進決議を上げてもらえますかとい

うことで、私はそのときに要望を上げる

ということを約束しました。その当時、

やはり長野県の田中知事が脱ダム宣言を

されて、ダムが中止をされていくという

ケースが増えてまいりました。橋下知事

も安威川ダムについては一時工事を中断

するというようなことにもなりましたけ

れども、私はやはり下流側の摂津市の市

民の生命・財産を守るという観点からす

れば、やはり安威川ダムを一日も早く完

成をしてもらうということが一番大事な

問題だと思うんですけれども、その辺の

ことについて、摂津市として、大阪府に

対して、今後、安威川ダムに対してどの

ように対処されていかれるのか、そうい

う方向性を示すべきだと思うんですけれ

ども、その辺をお答え願いたいと思いま

す。

　第３節で、国の登録文化財の価値ある

数少ない文化財の保存を進めるという施

策がありますけれども、これは、先般も

私の会派の森西議員が、やはり淀川の水

運を利用したことを考えるべきだという

ことを質問されました。そういう点では、

摂津市の特色である河川や水路を魅力的

な空間として保全をし、積極的に活用す

るという点では、やはり、京都府の伏見

のほうで三十石舟が運行をされて大変好

評を博しておられます。あの地域一体が

酒蔵や、喫茶店とかいろんな飲食街がで

きまして、非常に活気を呈しております。

そういう点では、やはりそういう伏見の

三十石舟みたいなことも考えながら、市

民の憩いの場を確保していくということ

を、今後摂津市としても考えていくべき

だと思うんですけれども、その辺の考え

方についてお聞かせ願いたいと思います。

　それから、第４節、「誰もが安心をし

ていきいきと暮らすことができるまちに

します」ということですけれども、この

問題につきましては、空間利用として十

三高槻線が平成２４年に完成します。そ

の地下部分の上部について、地元が十三

高槻線の着工協定を結ぶ時に、口頭では

ありますけれども、当時の茨木土木の所

長、あるいは森山市長も一緒になってい
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ただいて、摂津市で着工協定を締結しま

した。そのときの一つの約束として、地

下部分の上部を、やはり地域の高齢化が

進む、そういう福祉施策のために利用さ

せてもらいたいということについて大阪

府はそのことを了解をして、その約束が

今存在しております。その点で、やっぱ

りそういう空間を利用して、そういう施

設を今後市としても考えていくべきでは

ないかと思うですけれども、その辺のこ

とについてお聞かせ願いたいと思います。

　それから、４節の１番の「平和を実感

できるまちにします」ということですけ

れども、この問題につきましては、東西

冷戦が終わってようやく世界に平和が訪

れるという安心をしたその中で、やはり

まだまだ世界では民族紛争、あるいは宗

教戦争などが多く勃発しておりますし、

最近では日本でも尖閣列島で、中国漁船

が海上保安庁の巡視船に体当たりをする

というような事件が発生し、そしてまた、

北方領土ではロシアの大統領が国後島を

訪問して、領土の主権を主張する、そう

いう非常に挑発的な行動が出てきており

ますし、そのことについて、昨日も「た

かじんのそこまで言って委員会」という

テレビの番組の中でゲストの方が、やは

りロシアとか中国はそういう国やという

ことを十分認識せないかんと。極端に言

えば、もう発砲してでも追っ払わないか

んというような、非常に過激な発言をさ

れておられました。そのことに対して、

来ておられる視聴者の方から拍手喝采が

起こるというような、非常に私は危険な

状態が最近出てきておるんではないかと

思います。

　昔であれば、やはり、ああいう事態が

発生したら、すぐに領土主権を侵される

ということは、やはり戦争につながって

いくという可能性が大変高かったんです

けれども、今は、やはりそういう日本は

もう戦争をしないということを宣言して

おりますし、摂津市でも憲法を守り人間

を尊重する平和都市宣言をしております。

そういう点では、交戦権を認めないとい

う国ですから、平和的な解決をするには

どうすればいいか、やはり国連を通じて

平和外交で解決をしていくというような

動きにしていかなければならないという

ことを、やはり市民、とりわけ次代を担

う子どもたちにもそういうふうに指導し

ていかないと、私は非常にタカ派的な、

昨日の番組のように過激な報道をあおっ

ていくと、非常に私は平和が脅かされて

危険な状態になっていくと思います。

　そういう点で、摂津市でも修学旅行で

広島へ行ったり、平和教育をやっておら

れますし、もう一つは、憲法を守り人間

を尊重する平和都市宣言をしたときに、

平和公園でカリヨンを設置して広島の当

時の市長から被爆をした石をもらってき

て、展示をしておりますけれども、いつ

の間にかそういうせせらぎもなくなって

しまい、カリヨンも鳴ることは最近では

ほとんどない。そういう広島からいただ

いた貴重な被爆をした石もそのまま放置

をされているというようなことでは、私

は摂津市の平和都市宣言が泣いてしまう

と思います。

　そういう点では、やはり摂津市として

あの平和公園のカリヨン等、有効に利用

して、そこで広島へ原爆が投下された８

月６日や、終戦記念日のときにはそこで

市民が黙とうをするというような、そう

いう機会を設けていくべきだと思うんで

すけれども、そういうことについて、今

後取り組んでいかれるお考えがあるのか

どうか、その辺についてお答え願いたい

と思います。

○三好義治委員長　羽原公室長。
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○羽原市長公室長　まず、協働の取り組

みということで、市の職員、行政、市民

の方、事業所それぞれに協働ということ

を認識いただくために指針をつくるべき

ではないかというご質問でございますが、

まことにそのとおりだと思います。やは

り、三者それぞれまちづくりの主体とい

うふうに総合計画ではとらえております

けれども、やはり認識のレベルをそろえ

ていく。共通の認識の上に立ってまちづ

くりを進めていく。これは大変な重要な

ことと思いますし、現状ではまだまだ本

当にきちっとした認識が皆さんの間でで

きているかということはこれからという

ふうに思いますので、ご指摘のとおり、

来年早急にそういう体制をつくっていき

たいなというふうに考えております。

○三好義治委員長　小山部長。

○小山都市整備部長　それでは、私のほ

うから道路のあり方についてということ

で、都市計画決定をされているがなかな

か整備が進まないということであります。

府道でありますけれども大阪高槻線、そ

して市の決定でありますが、新在家鳥飼

上線の整備でございます。

　府道の大阪高槻線につきましては、鳥

飼八防、新在家で開発が出るたびに、そ

の地元の権利者の協力を得ながら拡幅し

てきた部分がございます。現在も開発を

されながら歩道拡幅の協議を行ってまい

りましたが、大阪府のほうも何とか用地

買収を行わずに拡幅できないかというこ

とで、権利者とも交渉されましたが、実

現に至っておりません。

　それともう一つ、市の決定であります

新在家鳥飼上線につきましても、中央環

状線から鳥飼の西部でございますが、区

画整理事業で整備した部分におきまして

は、都市計画決定をしながら未整備のま

までございます。現在、歩道の形態とし

ましては、水路の上にふたをかけながら

歩道として利用している状況がございま

す。それと、一部につきましては、歩道

もない状況のところもございます。そこ

を市の単独費を投じてでも整備をしなけ

ればいけないのではないかというご質問

でございます。市としましても、そこの

通行量、あるいは歩道の通行量等を調査

しますと、かなりの方が通行されている

ことも認識しております。そういった点

から、市単独費をもってでも整備をして

まいりたいと考えておりますが、市域に

は危険な箇所、例えばカーブミラーが転

倒したりしている部分がございます。そ

ういった点、何を優先的に整備をするの

かということを検討してまいりまして、

市全体的な安全対策の観点から、市の単

独事業費を投入するかということを今後、

土木下水道部とも協議しながら進めてま

いりたいと考えております。

　それともう一点、十三高槻線の地下部

の上部の有効利用ということでございま

す。この件につきましては、大阪府茨木

土木事務所と上部の有効利用につきまし

て一定協定を交わしながら、十三高槻線

の整備が進んできたという経緯がござい

ます。その上部の内容につきましてはま

だ決まっておりませんが、担当部としま

しては、その上部の占用につきましては、

大阪府と占用の協議を進めてまいりたい

と。ただ、施設の内容につきましては、

まだ現在決まっておりませんので、今後、

地元の方と福祉施設ということでありま

すので、私どものほうが協議するのかと

いうことは、この場では申し上げられま

せんが、福祉担当部と協議しながら進め

てまいりたいと考えております。

○三好義治委員長　宮川部長。

○宮川土木下水道部長　それでは、第２

節の「生命・財産を守り安心して快適に
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暮らせるまちにします」という流れの中

の安威川ダムに関しまして、ご答弁を申

し上げます。

　確かに、平成１１年の野々の浸水は、

非常に悲惨な内容でございました。今現

在、この安威川ダムの件につきましては、

本来平成２１年度着手ということで大阪

府のほうも方針を出されておりましたけ

れども、今回、国の検証ダムの一つに入っ

たというところで、まず、国の検証を待

たざるを得ない状況にあります。大阪府

の単独で考えた場合には、国の基準とは

別に府の基準で対応できるものなら対応

したいというような意向も示されておる

わけです。

　私ども下流市としましては、平成１１

年の浸水、これは本当に安威川ダムに関

連します市域におきましても浸水してい

ない状況を踏まえますと、下流市の本当

に浸水から安全性を高めてもらうには、

安威川ダムは欠かせないものと考えてお

ります。

　この要望の内容ですけれども、毎年国

に向けましても要望活動を関連市で行っ

ておりますし、私どもも下流市としては

ダムの説明会等の折には早期着手という

ことで、強く府のほうへ要望していると

いう状況でございます。

　また、せんだって、北摂市長会と知事

との懇談会がございまして、その折にも

森山市長のほうから安威川ダムの必要性

について強く要望をしていただいたとい

うふうに伺っております。ですから、私

どもとしましても、一日も早いダム着手

に向けて、努力していきたいとこのよう

に考えるところでございます。

　続きまして、第３節の「みどりうるお

う環境を大切にするまち」という形の中

での河川や水路を生かした魅力的な空間

というお話でございます。確かに、水辺

というものは、人に非常に快適感を与え

る施設かというふうに考えております。

ですから、そういうふうな形の中で活用

できる内容については、本当に今後十分

に検討する必要があろうかと思います。

舟運ということになりますと非常に難し

く、国のほうとの協議も必要となってま

いりますけれども、鳥飼仁和寺大橋の下

にできております船着き場、あれを見ま

すと、やはり何か活用したいという気持

ちはわいてまいります。ただちょっと、

今のところ、個人的な思いで、総合計画

の中に反映できる内容ではないかなと思っ

ておるんですが、その点では、水辺に近

い摂津市としましては、そういう活用を、

今後、十分検討していくべきではないか

と、このように考えるところでございま

す。

○三好義治委員長　平和問題について、

羽原公室長。

○羽原市長公室長　「平和と人権を大切

にするまち」ということで、市内にある

平和公園を活かした取り組みをというご

質問でございます。確かに平和公園、一

定整備のされた公園でございますし、や

はりそういう委員ご質問の中でご指摘が

あったような意味でつくられてきたとい

うことを考えますと、５月の憲法週間、

もしくは人権週間、そのあたりのときに

何らかの形で取り組みについては検討す

る価値があるのかなというふうに考えて

おりますので、また、公園の担当課とも

相談しながら、検討してみたいというふ

うに思っています。

○三好義治委員長　木村委員。

○木村勝彦委員　十三高槻線につきまし

ては、三環状十大放射線の一環として計

画をされて、４０年以上放置をされてき

たが、ようやく地元の了解で促進決議が

上がって、工事が前に進んでいきました。
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　それと、相前後して計画をされたのが、

そういう新在家鳥飼上線であり、少しそ

の後になったと思うんですけど、大阪高

槻線の歩道の拡幅事業です。それ以外に

も、正雀一津屋線の歩道の拡幅計画も、

それこそ４０年以上前からあるんですけ

れども、一向に進んでおらないというの

が現状ですし、そういう点では計画をさ

れたものを３０年、４０年放置をされる

ということは異常な事態でありますし、

やはりどこかでけじめをつけてきっちり

とやるならやる、やめるならやめるとい

う、方向性を示していくことが、私は政

治の責任だと思うんです。そういう点で

は、今、言いました正雀一津屋線歩道の

拡幅、おぼろげ橋から以南については若

干進みましたけれども、その先もまた進

んでおりません。安威川から千里丘の間

の正雀停車場線、あるいは正雀一津屋線

についても、拡幅計画はまだ遅々として

進んでおりませんし、そういう点では、

やはり市民の安全安心ということからす

れば、そういう計画がされて３０年、４

０年たった計画をこのまま放置するんで

はなしに、やはり、何らかの形で解決を

していくという方向性を、総合計画の中

できっちりと組み込んでいく、そのこと

が私は求められておるのではないかと思

います。そういう点では、担当部として

その問題について、これから真摯に取り

組んでいただきますように、この機会に

改めてお願いをしておきたいと思います。

　それから、十三高槻線の地下部分の上

部の占用については、今、部長から答弁

がありましたけど、協議をする段階では

なしに、その上を有効利用するというこ

とについては、きっちりと当時の今の大

阪府の水道部長であります茨土の吉田所

長らが当事者として約束をされておりま

すし、そのことについては、きっちりと

次の所長にも引き継いでおりますという

ことも私は話を聞いておりますし、そう

いう点では、協議をするんではなしに、

やはり、占用するということを前提にし

て、あとをどうするかということは摂津

市として考えるべきであって、例えば、

府営住宅の正雀の建て替え問題のときに

も、やはり、工事車両の進入路がなかな

かないという状況の中で、阪急住宅が協

力をして、その見返りにあそこの市民ルー

ムの用地を大阪府から提供させたと。借

り上げですけれども。そういう経過もあ

りますから、やはり、そういう点ではも

う占用ということについてはもう約束済

みですから、あと上をどう利用するかと

いうことについて、摂津市と大阪府と十

分協議をしていくべきだと思いますから、

その辺のことについて、今後、やはりこ

の１０年間の中で一定の方向性を出して

いくということにしていただきたいと思

います。

　平和の問題は、これは一番日本にとっ

て大事な問題ですから、せっかく平和都

市宣言をして、そのときにやはり平和公

園をつくってカリヨンを鳴らし、いろん

なイベントを組んできたその経緯があり

ますから、やっぱりそのことを大事にし

て、今のままでカリヨンが一向に鳴らな

いということではなしに、そこで平和黙

とうをするとか、いろんなイベントをそ

の前でやっていくという有効利用の考え

方を持っていくべきだと思います。今後

のこの１０年間の総合計画の中でそのこ

とが組み込まれていくことを要望して、

質問を終わります。

○三好義治委員長　暫時休憩いたします。

（午後４時５５分　休憩）

（午後４時５６分　再開）

○三好義治委員長　再開いたします。

　ほかに質疑はありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○三好義治委員長　以上で、基本構想第

３章第１節から第４節に対する質疑を終

わります。

　お諮りします。

　本日の委員会はこの程度にとどめ、散

会することに異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○三好義治委員長　本日の委員会を散会

いたします。

（午後４時５７分　散会）

　委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。

　総合計画基本構想審査特別委員長

　　　　　　　　　　三　好　義　治

　総合計画基本構想審査特別委員

　　　　　　　　　　森　内　一　蔵
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